
令 和 6年 度 事 業 計 画

社会福祉法人あゆみの会



総 論

令和 6年度は令和 6年 4月 1日 に板橋保育園が開園することにより、認可保育園 5園、

企業主導型保育園 1園の計 6園体制となる。認可定員は435名、職員数は約 220名 を

想定している。また常勤・非常勤合わせ 43名 の新入職者がおり、法人の組織化、システ

ム化は重要な課題となっている。

令和 6年度開園板橋保育園の運営。

職員採用と育成、定着率の向上。

職務分掌とコンプライアンス委員会

委員会活動を軸とした法人園間の連携強化

ICTの活用 (法人事務、園事務の合理化、保育、保護者対応等)等

*人事管理 (JINJER)の本稼働

*勤怠管理・シフト作成等のシステム (保育士バンクコネクト)の導入

各 論

1.令和 6年度開園板橋保育園の運営

板橋保育園は様々な経験を有する既卒者、経験のない新卒者が中心となる。そのため、

まずチームワーク・規範意識を高め、組織としての基礎を固めること、その上で認可保育

園としての基本、保育の基礎、展開を図ることが必要である。初年度は 1年間の展望の

元、各段階を積み重ね保育の質の向上を図るものとする。
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目標 具体的な内容

4月 ～ 6月 組織の基礎を固める 園舎・環境の整備

職員間チームワークの醸成

各種業務チェックリストの整備・運用

監査項目の確認等

7月 ～9月 認可園の基礎を固める 職員間での保育理念共有

安全衛生管理の徹底

保護者との信頼関係の醸成

コドモン、懇談会、一日保育士体験等

10月 ～ 12月 保育の基礎を固める 全体計画の修正

保育の展開

1月 ～3月 保育を展開する 委員会活動への積極的な参加

他園との交流による保育の質の向上

振 り返 りと次年度の計画作成



2.職員関係

(1)職員採用について

転居・婚姻等による自然退職、出産・介護等による体職を見越し、令和 6年度はオ既ね以

下の採用を進めていく (職員の異動状況に応じ、適宜見直しを行う)。

(2)職 員育成について

職員のスキルアップには、各自のスキル・キャジアプランに合わせた研修計画と研

修時間の確保が必要である。

1)階層別研修の実施
ジュニアジーダー研修 (～入職 3年目)。 ミドルジーダー研修 (入職 3年目～)、
シニアリーダー研修 (入職 7年目～)を対象に階層別の研修を行う。

2)環境ワークショップを行う。
3)常勤保育士だけでなく非常勤保育士・保育補助・厨房職員等に対する研修を

行う。

4)すまいる委員会

すまいる委員会の保育部会・食育部会、安全部会、研修部会等の委員会活動を通

じ研修を行う。

5)法人園間で園の相互訪間や交換保育など職員交流を行う。

6)法人内の知見を活用する

絵本、昆虫の専門家、モンテッソージ教育のディプロマ教師、書道師範等、法人

内の専門家の知見を法人全体の保育に活用する。

7)研修方法の多様化

施設間交流、交換保育、きらきらシートの活用による OJT、 チヤイルド・クア・

ウェブ等。

8)保育士資格の取得を推進する

保育士資格を取得 していない職員の方に対し、保育士試験の受験等、資格取得を

推進する。

(3)定着率の向上
1)処遇改善

俸給表、給与特別改善手当の支給増額等により処遇改善

2)研修の充実 (チ ューター制度)

新卒保育士に対し各自に専任チューターを配置する

保育士 事務 保育補助 看護師 栄養士・調理員

常勤職員 6名以上 1名以上 1名以上 1名以上

非常勤職員 6名以上 4名 1名以上 2名以上



3)職員の相談窓口

職員からの相談を受け付けるオンライン窓口を設置する

4 令和 6年度すまいる委員会
保育 環境委員会 保育環境 (玩具・教具・環境)の改善

発達委員会 ICT化の推進 【*】

チャイルドケアウェブ・コドモン活用

発達理解・感覚統合・計画指導案作成

研修 研修委員会 年間・個別・合同研修計画の周知と作成

富山先生 トミーの日、井上先生ワークショップの計

画、実践

次世代委員会

(OnJT/OffJT)

ガイドライン改正・オF児念化

各委員会決定の実践研修

ICT化の推進 【*】 保護者コミュニケーション (グ

ーグル・意見箱)

安全 安全委員会 安全計画・マニュアル整備

ひやりはっと分析 ,安全訓練

保護者対応 (オンラインQQ)

看護委員会 保健計画・保健だより

衛生管理指導・健康診断

食育 食育委員会 食と健康・人間関係・文化・料理 命の育ちと食 食
育・計画 。たより

厨房委員会 食事の安全 (ア レルギー)衛生・調理技術や知識

食育指導、献立、食育だより

総合 人権・監査委員会 園自己評価 (年 1回 )

クオーレ・行政監査対応

保護者・園児・職員の人権対応

事務委員会 各種業務マニュアル (手続・申請等)

人事労務 ICT化 (文書・データ管理)【 *】

広報委員会 子育て支援センター

広報資料作成 (動画・資料他)

ICT化の推進業務のフォローアップ【*】



5 業務の効率化 (ICTの推進等)
(1)本部・各施設との連携強化

施設・本部の連携を強化するため、各園の事務職員が月 1度、本部に集まり事務会

議を行うこととする。各園。本部での課題や問題点、その解決について共有し業務の

効率化を図る。

スプレッドシート・グーグルフォームを活用し、各園で受信 したメールについて拠

点 。本部間で情報を共有しTo Doジ スト化するとともに、各園からの問い合わせを

電話からスプレッドシートに切り替え、問合内容をFAQと して全施設で共有する。

土曜合同保育や合同行事等にスプレッドシートを活用、各施設間での情報共有と

TO Doジ スト化による進捗管理を行う。

(2)JINJER(人事管理システム)

雇用契約情報のオンライン管理により、施設ごとの職員管理より、職員管理を法人

で一元化、異動等の業務をシステムの中で管理する。

(3)チ ャイルド・ケア・ウェブの活用

保育記録、児童票、保育要録の連動を図る。

(4)保育士バンクコネクトの導入
1年間変形時間労働制に対応する打刻システムの導入

選ばれる園づくり

子どもの最善の利益の実現を念頭に、保護者の方への子ども支援とそれを支える職員

の就労環境のバランスをとることが大切である。

透明性ある運営に努め、保育内容や法人情報等について一層の情報公開・発信を進め

ていく。保育室に設置したモニターカメラの活用により職員研修、保育環境の改善、保

護者の方への案内・説明を行 う等、客観的な情報を伝えていく。

子ども主体の環境を通じた教育を推進し、ホームページや SNS、 保育ガイドライン

やパンフレット等、情報ツールを充実する。

以 上



今和 6年度事業計画

伊佐沼すまいる保育園



2024年度伊佐沼すまいる保育園全

自立心

脇同性

直徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

敷量 図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

幼児期の終わりまでに

育つてほしい姿

健康な心と体

主な行事

入回式
親子心、れあい遊び会
秋祭り

ウインターフェスタ
卒園式

合 し

に付

地域の歴史や文化に触れる。
生活の中で物の性質や数量、図形、
文字、時間などに閣心夕持ってかかわ

り、試したり発見したりしながら、工夫し
て遊ぶ。

自分のイメージを動きや言葉などで
表現したり、演して遊んだりするなどの
楽しさを味わう。
綺麗なものや繁晴らしいものに触れ、
自分の表現に生かそうとする。

食べ物と体の健康との関係に興味を

持つ。
食を通じて、自分の体に興味を持つ。

5歳児

にする。

健康で安全な生活に必要な習慣を身
に付け、自ら憲欲的に行動できるよう

一人―人の子どもを主体として認め、
肯定する気持ちを言葉や態度で伝え、
自分への自信を獲得てきるようにす
る。

目標をもつて挑戦したりあきらめずに
やり遂げることて達成感を味わい、
様々な生活や遊びに意欲的に取り組
む。

お友連と思いを伝え合う中で、協力し
て物事をやり遂げる大切さや充実感を
味わう。
地域の人など自分の生活に関係の深
い人々に親しみを持つ。

小学校との連携

学校訪間、連絡会議への参加
教員との電話や面談などによる直接的なやり取り
情報交換会などへの参加

思い通りにいかない不安や葛藤を経験
する中で自分の思いを伝えようとし相手
の思いに″翼付く。

友道とイメージを共有し協力しながら遊

困つている人に気づき、助けようとする。

自分の思いを伝えたり、相手の話

を聞いたりして会議を楽しむ。

絵本や紙芝居などを通して、ストー

リーや言葉の面白さに気付く。

自然や身近な事物に興味を持ちエ

夫して生活や遊びに取り入れる。

身の回りの物の色 登 形などに関

心を持ち数えたり比べたりする。

感じたことや、イメージしたものを、
自分なり1こ工夫して作ろうとする。
書いたり、作つたりすることを楽し
み、遊びに使つたり飾つたりする。

食べ物や栄養に関して興味を持

食のプロセスに興味を持つ。

4歳児

一人一人の子どもが主体的に活動
し、自発性や探索意欲などを高める
とともに自分への自信が特てるよう
に見守り適t刀に働きかける。

全身を使いながら、様々な遊具や
用具で工夫して遊ぶ。
健康、安全な生活に必要な習慣や
態度に関心を持ち身に付けようとす
る。

倶 百 指 針 の ボイント2

生活の中で、様々な音や色や形
手触り、動きなどに気,いたり、感
じたりして楽しむ。
感じたことや考えたことを自分なり
に表現して楽しむ。

畑のJ又積に興味を持ち食べる楽
しみにつなげる。

職員の資質向上

すまいる委員会 ワーキングテーム、トミーの日、子ども観察、CCW、 クオーレの日、国内研修 回外研修GT、 臨
床育児保育研究会、キャリアアップ研修、加藤繁美氏勉強会、自己。平価制度、
コドモンカレッジ、ポピンズ資質向上研修、その他外部研修

3歳児

健康で安全な生活に必要な習慣
が身につくように見守り個々に応じ
て援助する。

子どもの気持ちや考えを受け止

め、自我の形成とともに主体的に

活動てきるように援抒勾する。

十分に体を動かしながら、様々な
用具や遊具を使つた遊びを楽し
む。
自分でできることイよ自分でしようと
する。

友連と思いを伝え合つたり、関わ
りを深める中て、簡単なルールを
守つて遊ぼうとする。
困つたときにどうすれば良いのか
自分で考える。

経験したことや感したことを、自分
なりの言葉で伝えようとする。
生活や遊びに必要な言葉が分か
り、使おうとする。

触れ、親しみを持つて自分から関

わろうとする。
身の回りの物の色 量 形などに
関心を持ち、分けたり集めたりす

環境設定

井上寿氏 ワークショップ
自圏、姉妹国でのワークショップ
*環境整備した内容に関しては、子どもの姿などを写
真や勁画などでも発信する場を作る。
キパーテーションやロフトなどを利用して、コーナー
(ソーン)や遊具の充実。
*定期的にコーナー(ゾーン)の 見直しを行う。(興味
や関心、発達にあつているかなど)
⇒クオーレ、環境整備担当者による確認や提案
キ環境整備についてはプロジェクトテームを立ち上

げ、ワークショップ前に限らず、話し合い、整備を進め
ていく。
*保育者の想いや疑間など一つ一つT寧に給い、自
分gととして取り組めるようにする。

食材に興味を持つ。
クッキングに参加しながら他
じさを味わう。

2歳児

安全で快適な環境の中で、

身の回りのことを自分でしよ

うとする気持ちを見守りなが
ら援助をする。

自己主張を受け止め、―人

ひとりの気持ちに共感し、自

我の育ちを援助する。

身の回りの事を自分からし
ようとする。
全身を使つて遊んだり、戸
外を十分歩く。

友達と一緒に過ごす楽しさ
を知り、様々な遊びを通して
友達との関わりを深めてい
く。

言葉への興味や関心を持ち 言
葉のやりとりを楽しむ。
興味を持ったことを言葉て伝え
ようとする。
絵本や紙芝居を楽しみ簡単な
言葉を繰り,Zしたり模倣したりし
て進心(

身近な自,kや事象に興味や関心
を広げる。(四幸をどじる、自タィ`
物を用いた制作活蛍,)

植物やとき物 主 水 泥などの

自然物に興味を持ち触れたり遊

んだりすることを楽しむ

様々な事象や出来事を通し

て、イメージを豊力Чこする。
生活やl構びの中で、興味あ
ることや経験したことを自分
なりこ表現する

言葉にならない行動の
惑味や気持ちを理解し、
やり取りすることて安心し
て自分の気持ちを表すこ
とができるよう1こする。

保育者の応答的な関わ
りや話しかけにより、自ら
簡単な言葉を使おうとす
る。
伝えようとする思tWこ共
感する。

身近な自夕′くに興味や関
心を持ち、探索して遊ぷ。
身近な環境に親しみ保
育者と共に生活や遊びを
楽しむ。

生活の中で、様々なも
のから束I激を受け、心行
くまで関わることを楽し
む。

楽しく食べる。

1歳児

応答的なかかわりにより
食事排泄などの活動を通
して自分てしようとする気
持ちが芽生えるようにす
る。

高

“

写しを進める。
手づかみ食ぺを大
切にする。

地域の実態との関わり

*行事への参加→召令、姉妹園交流、中学生社会体験、老人福祉施設交流 卒国児招
待 他I霊 交流 (コロナ状況に応して訪間ではなく、お手紙やオンラインでの交流とする)
ネSNSの 充実⇒固と地埼lをつなぐ役害〕を4り 、プログなどSNSの 発信頻度や内容を高め

る。
*自 冶会長とやり取りしながら 回と地巧とをつなぐイベントの取り組み (祭りの参加など)
の計画を進める。
やお敷歩などの機会にて自然な地域の方との交流からの展開(挨拶、制作物を見せに

率地壌の方に大鼓をコ「いてもらうなど1軍 すことの交流の機会を持つ。
■ワークショップがあるときは 事前の回だよりこてボランティアを要る。また 振興のあ
る方には直接声を掛けてみる。
■つどいの広場では,佐′召の自タィ`を活かせるようなイベントや散歩、孤笙会などイペシ
トを売実させていく。
*la、 口んぼなどの農業体験
*地菊lのお店にお買い物
*地巧l交流の機会を増やす (すまいる小江戸など)

0歳児後半

一人一人の生活リ
ズムを大切にしつつ
生理的欲求を十分
満たす。

要求や愛着行動を
しつかりと受容し、安
心して過ごせるよう
にする。

視イ宗を合わせ表惜豊
かに聞わりながら、心地
よく安心できる関係をつ
くっていく。

年間を通して、様々な場面でわらべ歌を取り入れる。

食べることを楽し
む。十分に日登眠をとる。

心身の発達
健康な心と体を育てる。
のびのびと体を動かす

社会的発達

人と関わる力の基盤をおう
身近な人と共に過ごす喜びを感じる。
体の動き、表惜、発声により気持ちを通わせ
ようとする。
生活や遊びの中で、保育者や友達など身近
な人との存在に気付く。

精神的発達
身の回りのものに親しみ、様々なものに興味
や関心を持つ。
見る、触れる、探索するなど身近な環境に自
ら関わろうとする。
様 な々素材に触れて楽しむ。
表情や手足、体の動きなどで自分を表現す
る。

たつぷりとミルクを飲
む。

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育を行う 2子どもの人権を守る 3発達を適切に援助する4家庭・地域と連携をする 6保護者の支援を行う
自立心を育む (体を動かすことが大好きな子 ・ 頭を使うことが大好きな子 ・ 人と関わることが大好きな子)、  子どもを信じる保育
自ヽ然を活かす  2文化に触れる 3、 自己表現 (考える。伝える。思いやり)

安全対策

毎月魁難初期消火訓練、総合防災ヨ‖練 (2回 )引 渡ヨ1練
普通救命救急講習、SIDS対 応、不審者対応 (警察と連携して指導してもらう機会をつくる)
お散歩シュミレーション(災害時、不審者など)、 地域との連携による合同不審者訓練 (運動公園)
いのちのリスト、マニュアルカイタンスの活用、アレルギーヘの配慮、ヒヤリハットの分析と具体的な対策

可 気付く力 2工夫する力 3楽しく頑張るカ

0歳児前半

授乳 日至眠 排泄など
心地よく感しられるよう
に関わり、生理的欲求
を十分満たす。

人間関係

言葉

環境

表現

生命の保持

情結の安定

健康

食育

衛生・健康

内科検診 (2回 )歯科健診 (1回 )
*健診については国医と相談
ぎ虫駆除、歯磨指導、手洗指導
清掃、消毒、日光消轟

保育の 目標・内容

育みたい資質・能力の3つの柱

保育目標

養

護

教

育

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

令和G年度の保育テーマ

家族の状況及び保護者への支援

コドモン、ポートフォリオ、CCW、 保健便り食育便り、ルクミー、保育参加 保護
者懇談全、保護者会
オンラインて活動(子どもの様子など)の発信(行事だけてなく定期的に子どもた
ちの姿を知つてもらう機会を作る)
回たよりは、子どもの様子などを写真を使って分かりやす〈伝え、国に問心を
持ってもらうようにする。
保首の様子をドキュメンテーションにて発にする。
ワークショップは保護者を巻き込みながら進められるよう 計画の段偕からアイ
デアを募るなど保護者が参画できるようにする。ワークシヨップ当日も可能な方に
は参加してもらえるよう1動きかける。
ヨドモンなどで気になる発信があった場合は 声を指卜け必要に応して個男1面談を
行う。
懇談会以外に茶議会のような意見交換の場を作る。
「家庭に対する安全支援.
子育て講座
定期的なアンケートから回だよりこて発信



2024年度 年間保育計画 (乳児 )

保育の目標・内容

担 当

養護と教育の一体的展開

刊、自然を活かす
2、 文化に触れる
3、 自己表現 (考える・伝える・思いやり)

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 子どもを信じる保育

言Wキイ千主 任

保育のテーマ

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント刊

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

遭徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

悪考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量・図形 、文字写への関
∫、ヽ 度 管

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事

入回式

親子心、れあい遊び会

保育参加

七 タ

敬をの日

秋祭り
ハロ|ウィン

焼き芋
勤労感謝の日

ウィンタ■フェスタ

節分

ひな祭り

お別れ会

保護者支援

食事の移行や発達
について知らせる

懇苧

引取リヨ1練

懇談会

身近なものと閥わり感性が育つ

・様々な物に興味を示して手を伸
ばす
・手にしたものを口に入れてみる
あやし遊びに機嫌よく応じる

・様々な色彩や形のもの、絵本を
見る。
・指差しをし、要求を示したり共感
を求める。
・小さなものをつかむ、引つ張るな
ど手先を使つた遊び(微細運動)を
する。
・わらべ歌や音楽に合わせて体を
動かして楽しむ。

身近な人と気持ちが通じ合う

・応答的な触れ合いから、要求が
満たされて安定感を持つて過ご
す。

・保育者とのスキンシップ(わらべ

うた、触れ合い遊び)を楽しむ。
・受容的な関わりを通じて自分を
肯定する気持ちが芽生える。

・応答的な触れ合いから、要求が
満たされて安定感を持つて過ご
す。
・保育者とのスキンシップ(わらべ

うた、触れ合い遊び)を楽しむ。
・体の動きや表情、声や哺語で働
き掛ける。
・自分以外の存在に気付く(保育
者、異年齢の友達など)。
・優しく受けともてもらい、保育者
等とのやり取りを楽しむ。

健やかに伸び伸びと育つ

・一人ひとりの生活リズムに応じ
て、十分に午睡をする。
・おむつ替えや体を拭いてもらい
清潔になることに心地よさを感じ
る。

・寝返りやお座りをする。
・安心した環境の中で睡眠やミル
クが飲める。

・一人ひとりの生活リズムに応じ
て、十分に午睡をする。
・おむつ替えや体を拭いてもらい
清潔になることに心地よさを感じ
る。

・這う、立つ、歩くなど十分に体を
動かす。
・探索活動を楽しむ。
・様々な食品に少しずつ慣れ、食
べることを楽しむ。

月齢

3
i

6
か

月

7
;

1

2
か

月

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

・新しい環境に慣れる
・保育者に抱かれたり、話しかけてもらつたりして
心地よく過ごす
・水や泥に触れる
・気持ちよく外気浴を楽しむ

・暑い夏を健康で快適に過ごす
・安全な環境の下、探索活動を楽しみ、体を動か
す

気候に応じて散歩等を取り入れ、自然に触れる
保育者に見守られながら好きな遊びを楽しむ

・寒い時期を元気に過ごす
・保育者や友だちと関わる喜びを感じる

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度 年間保育計画 (3歳未満児 )

保育の目標・内容

担 当

養護と教育の一体的展開

1、 自然を活かす
2、 文化に角虫れる
3、 自己表現 (考える・伝える・思いやり)

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 子どもを信じる保育

冨‖主任主 任園 長

保育のテーマ

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3.適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の日標

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量・図形、文字等への関
心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事

入園式

親子ら、れあい遊び会

保育参加

モ タ

敬老の日

秋祭り
ハロウィン

日

ウィンタトーフエスタ
▼

節分

ひな祭り
お別れ会

地域連携

地域との交流

もらう

き芋をす

つきをす

|

|
|

お菓子込

一緒に

"る

―結に合
る

散歩先
運霞力公回…・T■(4月 唄 )、 ド
ングリ(10月 頃 )、 落ち棄
(12月 頃 )

神社…・りゅうの実、木の

実 (11月 頃 )

触れ合いセンター…・ドン

グリ(10月 頃 )

木道…・蓮(7月 頃 )、 木道
の下 (11月 頃 )

農道…・つくし、ダンゴム

シ、テントウムシ、綿毛 (4
月頃 )、 オタマジャクシ(5

月頃 )カエル、ザリガニ(6

月頃 )、 トンボ、バッタ、イナ
ゴ(3月 頃 )、 りゅうの

実、オナモミ、大豆 (11月
頃 )、 雪、氷、霜(1月 頃 )、
タンポポ、オオイヌノフグイ

ホトケノザ (3月 )

花畑…・菜の花(4月 頃 )、
アジサイ、ザリガニ(6月

頃 )、 ひまわり(7月 頃 )、 コ

スモス(9月 頃 )

劇んば―・オタマジャクシ
(5月頃)カエル、稲(6月
頃)、 田んぼの凸凹、麦、
大豆の収穫(11月 頃)

伊佐沼―・連 (7月 頃 )、 力

ルガモ(5月 頃 )、 シロサギ

(12月 頃 )、 氷 (1月 頃 )

表 現

手遊び

泥水の感触
歌

こいのぼり
初夏の風

雨の感触

雨音 夏の暑さ

色水
シヤボン玉

七夕飾り

ボディペインティング

水の気持ちよさ

野菜スタンプ

感触遊び

(水・氷・片栗粉・

寒天)タンポ

ダンス 氷
秋の風

米ぬか
ハロウィンの製作
かばちやスタンプ

焼き芋の香り

火・木の実の形

大きさ 包

ダンス、福笑い

餅をつく

(感触・変化 )

雪・氷・霜などの

感触、色、形

鬼の製作

ひな祭りの歌

ひな祭り製作・絵の具
などの色遊び

言  =五

花、友達の名前

挨拶をする

絵本、紙芝居
ごつこ遊び

虫の名前

子どもの日のお話

カエルの鳴き声

七夕のお話

暑い

冷たい

祖父、祖母への思い

や
'ア

ハロウィンのお話

米ぬかの感触遊び

野菜の形

どんぐリ
お芋

クリスマスのお話
歌絵本

おもちの感触

冷たい

寒い

餅

鬼は外

節分のお話

ひなまつりのお話

環 境

桜 菜の花 つくし 綿
毛 泥 上 虫探し(ダン
ゴムシ・テントウムシ)

水遊び
こいのばり
おたまじやくし

雨音 果物の匂い

カエルの声 ザリガニ

水 ,肖防車

虫の声

伊佐沼の蓮
ひまわり
ガニの世話

〕FIリ

トンボ・バッタ
虫の声
ビニールプール遊び

コスモス 虫の声

月 トンボ・バッタ・
コオロギ・カエル

虫の声
イナゴ・トンボ・バッタ

野菜の種 果物の木

オナモミ、コスモス
リゅうの実、どんぐり
センダングサ、大豆
落ち葉

祐れ棄、落ち葉

雪、氷、霜
冬の伊佐沼

水耕栽塔

恵方巻

イワシ・柊

たんぽぽ・オオイヌノフ
グリ・ホトケノザ
おひなさま

人間関係

保育者との信頼関係
を築く

異年齢、同年代の子と

関わる

わくわくとの交流

仲の良い友運と手を

繋ぐ

おみこしを担ぐ

地域の方との交流

わくわく組との散歩
お仕事

ルールのある遊ぴ

お別れ会

健 康

歩〈・走る 微細

個です(う
(手の動き)

ザリガニ釣り
をく類の着脱
リズム

トイレでの排泄

サーキット
(全身を使つた動き)

歩く、ちぎる、貼る

芋を掘る、洗う、包む、

投げる

ダンス(盆踊り)

投げ入れる、拾う
ダンス
折り紙を折る

糊を使う

餅をつく

身の周りの事を自分
で行おうとする(清潔

俳泄・着脱など)

ぎる(凧揚げ )

沼探検
はさみを使う

豆(新聞紙)を投げる
ジャンプをする

登る・渡る

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

新しい環境に慣れて落ち着いて過ごす
保育士に親しみ、安心して生活をする

・保育士に見守られながら、好きな遊びを楽しむ
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に触れたり春の
自然に親しむ
・泥んこ遊びで水の冷たさを感じる

・梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の自然に興味や
関心を持つ

保育士やお友運と関わりながら夏の遊びを十分に楽しむ

・適切な休息を取りながら、暑い時期を健康で快適に過ご
す
・土や水、砂に触れながら全身を使つて夏の遊びを楽しむ

・閤 阜 な位早 や 百 莫 で 目分 の 思 いを伝 えようとす る
。歩く、走る、跳ぶなど、全身を動かすことを楽しむ

行事を通して地域の方との交流を深める
散歩先や農道で秋の自然物に親しむ

・身近な素材や秋の自然物を使つて自分なりの表現(製作
等)を楽しむ

俣 育 士 や な方標 μ簡 重 な言 章 の本室柿守卜や し,ル し,弁峯 1´お

簡単な身の周りのことを自分でしようとする
雪遊びや冬ならではの遊びを楽しむ

▼

実 い垂 飾 弁〒 気 に渦 ごす

・進級に暮びや期待をもつて過ごす
・見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育士やお友達と言
葉のやりとりを楽しむ

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度保育計画  (3歳以上児 )

保育の目標・内容

当

養 護 と教 育 の 一体 田展 開

1、 自然を活かす
2、 文化に触れる
3、 自己表現 (考える・伝える・思いやり)

(

付く力 る る を育てる

主な行事

入園式

親子ふれあい遊び会保
亨
参加

■タ

|

敬老の日

t祭り
1ウィン
)森遠足

勘撃馨雪弘日

|

ウィン
f―
フェスタ

節分
お別れ遠足

ひな祭り
卒園式
お別れ会

健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわり・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現

バスを使用する活動 動物がいる施設 (生き物の命 大切さに角虫れるには1言乳類に触れることが大切 )
自然学習センター

姉妹園との交流

食育活動 クツキンクでは昼食、午後食をメインに行い、全工程を稚嵌する。
半畑活動に関しては、新井さんの畑は使えず。園庭に畑を作り、苗植えや管理を行う。そのために、自分たちでやりたいこと、やつてみた
いものなどを相談し、園庭で出来る可能な範囲で取り組んでいく。

生活にかかわる施設 (ごみ集積所、浄水場など)
キ鴨田駅より公共のバスを利用した活動もおこなう

キ地域との連携では、近隣のお祭り参加など自治会とも連携、相談をしながら参加できることがあるか検討する。

1

けや

地域連携

触れ合い遊び会会場連携

小江戸交流

ハロウィンで地域を巡る

博物館見学
川越巡り(菓子屋横T)

伝承遊びを教えてもらう
(小江戸交流 )

節分

お別れ違足に行く

一年間のお礼の手紙

保育のテーマ

保護者支援

保護者の不安な気持ちを

受け止める

衣服・掛け布団
箸の使い方

衣服・掛け布団

懇談会

敬老の日のお手紙

鯰合防災訓練

勤労感謝の手紙

ウィンターフェスタについ
て

就学に向けての手紙

お別れ遠足手紙
懇談会

卒園式手紙

保 育指 針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る予

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

表 現

泥の感触

季節の歌
わらぺうた

こいのぼり命J作
ダンス

サーキット作り

音や音楽
雨の音

七夕制作

思い出画

敬老の日の手紙
衣装づくり
お店屋さん準備

自然の楽器作り

火おこし
ダンス

ダンス

凧制作

自然物制作

節分制作

ダンス
プレゼント制作

言  =五

相手に分かるように伝える
お仕事(昼食の配膳)

快拶

文字 (自分の名前 )

触れ合い会の発表
看護師の話を聞く

短冊

お店屋さん

なんでも会議

相談、役割分担

年賀状を書〈

新年の挨拶

日常の挨拶
伝承遊びを教えてもらう

物語 (節分について)

感謝の気持ちを持つ

i境を通 して行う

環 境

桜が散る

水の冷たさ

テントウムシ(生き物 )

′`ッタ、カマキリ(生き物 )
花 花瓶
畑活動 (畑づくり、夏野菜 )

梅雨 (雨の日散歩 )
カエル

伊佐沼の水の量

気温の変化
セミ、ザリガニ探し(釣り)
七夕、夏野菜収穫

氷、かき氷
ンロップ作り
ひまわり

自然 (変化、コスモス)
バッタ、コウロギ (生き物 )
ザリガニ釣り

不本の生き物

道路の標識、看板

きのこ毒キノコ
太 の窯 ′んでり

数量や文字
生物の産卵
火起こし(焼き芋会 )

自然の変化 (霜 、氷 )
火起こし(もちつき)

コマの回し方
カルタの文字
福笑い

豆まき
恵方巻

様々な素材で制作

人間関係

お仕事 (そうじなど)
帰りの会 (朝の会 )

共同の遊具や用具を使う

姉妹園との交流

新井さんとの関わり

集団遊び

多世代交流

他園の友だちとの交流

共通の遊具を使う
思いやりを持つ

地域との関わり

地域との関わり

オニを退治する

友達、地域との関わり

主

健 康

安全パトロール

食事の始まりと終わりを自

分で決める

農遭マラツン

ダンスで身体を動かす

(新曲 )

自分の体について知る
(内科 歯科 )
衣服調整

暑さ(安全)
室内遊び

林での遊び方

避難の仕方

衣服調整

大掃除
戸外遊び

伝承遊び

雪遊び

氷づくり

卒園制作

卒園発表

自己の存在感や充実感を
味わう

保育理念

保育方針

すまし の目標

みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

・健康で安全な生活に必要な習慣を身に付けていく。
・十分に体を動かしながら、遊具や用具で工夫して遊ぶこと

を楽しむ。

健康で安全な生活に必要な習慣を身に付けていく。
お友だちと言葉で思いを伝え合う。

・友だちとの関わりの中でルールがあることに気付き、意欲
的に遊ぶ。
身近な自然の感触や変化に気付く。

日常生活の中で、地域社会の様々な文化や行事に触れ
地域へ親しみを持つ。

・水遊びの安全な遊び方に気をつけながら、自分の身体を
十分に動かし、進んで運動しようとする。

身近な人と親しみ、関わりを深めるとともに、地域の人々

などの自分の生活に関係の深い人たちに親しみを持つ。

・様々な事象の音、色、形などに興味を持ち、気付いたり感
じたりして楽しむ。

・目標を持つて挑戦したり、諦めずにやり通すことで達成感
を味わう。

・色々な素材に親しみながら、描いたり作つたりすることをエ

夫して遊んでいく。

季節により、天気や気温、生活に変化があることに気付く。

・友達と楽しく生活する中で、共通の目的を見出し、工夫し

たり、協力したりする。

・色々な遊びを楽しみながら、物事をやり遂げようとする気
持ちを持つ。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

そ
の
他

10の 姿



令和6年度 食育計画 (乳児)

担 彎副キ仔■ 伴爾 再

養護と教育の一体的展開

1、 自然を活かす

2、 文化に触れる

3、 自己表現 (考える 。伝える。思いやり)

自立心を育む (体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子 。人とかかわることが大好きな子)、 子どもを信じる保育

保育のテーマ

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

■ 指針に基づく保育 2 人権尊重 3 適切な発達援助 4 家庭・地域との連携 5 保護者支援

環境を通 して行 う保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

食育の目標・内容

気付く力を育てる・工夫する力を育てる 。楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

造徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量 図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事

入園式

慣れ保育

端年の節句

七 タ

月見

ハロウィン

秋祭り

焼き芋大会

ウインターフェス

餅つき

節分

桃の節句

保護者支援

慣れ保育の期間に家庭での状

況を聞き取る。

(食物確認表の確認)

アレルギーについて

家庭での離乳の進み具合など

連携をとっていく。

(食物確認表を毎月確認 )

離乳食の開始や進み方を楚認

し、食物至圭認表の確認を行う。

手づかみ食ぺの大切さを伝え

る。

初めての食材の食べ方などに

家庭での食事の姿や圏での食

事の姿を知り、連携を図る。

食物確認表の確認を行う。

誤飲 誤噺について

家庭でのミルクの工や因の量

を伝えながら調節を行う。

食具の使い方について

因で人気なメニューのレンピ

紹介

身近なものと関わり感性が育つ

食ぺ物に触れる。(新 じゃが芋 新玉ねぎ
等)

食に関する絵本の読み聞かせをして、食

べ物への関心を高める。

食べ物の玩具に
'al味
を持ち、食事への関

心を高める

夏野菜 (ト マト ピーマン なす きゅ
うり等)に触れる。

食べ物の写真を見た り

べ物の関心を深める。

野菜スタンブ (オ クラ

等 )

絵本を読み、食

なす パプリカ

色や形の違う食ぺ物を食べたり触れたり

する。

食べ物の歌などを楽しむ。

行事食を見た り、季節の食材に触れる。

句野菜に触れた り、感触遊びなど、遊び

を通 じて食物に触れる。

身近な人と気持ちが通じ合う

ゆったりと授乳が行えるようにする。

「美味しいね」等言葉かけによって薬し

く食事をする。

おなかがすいたら泣いたり、身振りで知

らせるため、気持ちを受け止める。

コップやお茶椀を持つときに不安定な子

がいたら手を添える。

食事の時の挨拶や歌を保育者や友達と楽

しむ。

食事の前後など汚れた時は顔や子を拭い

てもらい、「綺屈になったね」等心地よさ

を知る。

「いただきます」「ごちそうさま」の

挨拶を一緒にする。

空腹のサインを見逃さすに気持ちを受け

止める。

保育者や友だちと食事を薬しむ。

食材の名前など言葉掛けをしながら食事

をする。

健やかに伸び伸びと育つ

安心してミルクを欲んだり、食事

をする。

咀叫の様子を観寮し、適宜声をか

けていく。

様々な食材をよく噛んで食べる。

新しい環境に慨れる

食事はスブーンにのせたり皿にと

りわけたりと食ぺやすいようにす

る。

離乳食の量とミルクの量を調節し

ていく。

機嫌よくミルクを飲んだりできる

ようにリズムを整える。

眠い時に寝て、空腹のときにミル

クを欽むようにリズムを整える。

這 う、歩く等の運動遊びを楽 し

む。

落ち者いて食ぺられるように環境

を整える。

一日の工を確認しながら食事をす

る。

コップやスプーンに慣れる。

体を十分に動かし、空腹を感じら

れるようにする。

手づかみ食ぺができるように持ち

やすい形態にする。

睡眠と食事のリズムを整える。

食前 食後の身支度を自ら進んで
しようとする。

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

お腹が空き、 ミルクを飲み、離乳食を喜んで食
べる。

様々な食材に慣れ、自分で進んで食べ物を持っ

て食べようとする。

保育士との安定した関わりの中でミルクを飲ん

だり、離乳食を手づかみやスブーンで喜んで食べ

る。

様々な食材や味、形状になれる。

氷分補給をしっかり行う。

日中の活動で体を十分に動かし、お腹が空き

ミルクを欽む。

水分補給をしっかり行 う。

季節の食材、色々な味覚に親 しめるようにす

食べたい物や好きな食べ物が増え、楽しく食事

をする。

保育士との安定した関わりの中で、 ミルクを飲
んだり、離乳食を喜んで食べる。

個々の発達に合わせてミルクの工と離乳食の量

を調整する。

手づかみで自ら食ぺようとする。

色々な食べ物に関心をもち、楽 しい雰囲気の中

で食事をする。

11ユ鳴の様子を見ながら、よく噛んで食べる。

かじり取 りや子づかみ食べを行い、食事の意欲

を高める。

ミルクの量を調節 しながら授乳を行 う。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

月

月

12月

1月

2月

3月



令和6年度 食育計画(1, 2歳児) +日 当

養護と教育の一体的展開
1、 自然を活かす

2、 文化に触れる

3、 自己表現 (考える。伝える 思いや
り)

自立心を育む (体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 子どもを信 じる保育

食育の目標 。内容

気付く力を育てる 。工夫する力を育てる 。楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわ り 生命尊重

教堂  図形、文写等への関

心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

冨‖幸 倅■イキ

月見

触れ合い遊び会

ハロウィン

秋祭り

焼き手大会

ウインターフェス

合,Fつ き

節分

桃の節句

園 与

主な行事

入園式

瑞年の節句

七 タ

保育のテーマ

地域連携

興から同 りの畑を見

園外の畑、日んぼを

見に行く

保護者支援

I

|

人気のレンピを固E布 (厨

房と連携)

朝食の大切さを伝える

(個別配慮)

誤飲 誤昧について

弁当の日のお願い

てよ

行事食レンビの紹士

旬野菜の紹介(食育

り等 )

アレルギーについ

節分豆の誤飲誤味

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5,保護者支援

表  現

ままごと

(年間を通して)

行事のおりえ

形や色の気付きを伝え

合う。

野菜スタンブ

氷クレヨン

粘上で回子つくり

「きのこJ「 lえ き芋

ぐ―ち―ば―J等歌やリ

ズムあそびを楽しむ。

形や子触 りなどに気付

く

米の変化 蒸かした匂
い、米の感触

野菜スタンブ

絵本や紙芝居を通して

食ぺ物の名前に興味を持

「ひな奈りJ「やさい

のうた」等、歌を楽しむ

環境を通 して行 う

詈   五

食材の名前を知る。

揃単な言葉で味を表現

食事の時の挨拶

味についての言葉

色、大きさ、

感般を表す言葉

「熱い」等温度

を表す言葉

会話をたのしみな

ら食べる。

冬野菜の名前を知る

↓

環  境
つくし ,S、 きのとう

新じゃが芋

新工ねざ

室内、テラス等でお4
当を食べる

いんげん

稲の成長を見に行く(散

歩)

パブリカ

トマト

月見国子

稲種と米

さつま宇

きのこ

大恨

五平餅(お米 )

春の七卓

(七草がゆ)

白菜

恵方巻 豆
イヮシ、カノ

ひなあられ

人間関係

保育者や友連と一緒

に薬しく食べる。

好きな席を自分で選

び、食事をする。

わくわ《で収猛 した

野菜を見る 触る

おかわりなどのやり

取りをする

友連と協力をしなが

ら活了′〕を行う

共同の食べ物 【冬野

菜)を 大切にし、みん

なで触る

友達と―緒に薬 しく

食事をする。

食事の工のやり取り

をする。

健  康

よく噛んで食べる。

スメーンやフォークなど

を使つて、自分から意欲的

に食べようとする。

食事の前に手を洗い、子

指 ,肖毒をする。

様々な食材、味によ!れ

lP^ICし たものを味わう。

十分に体を動かし空腹感

を得る。

食べる工を自分で選択し

て食事をとる。

保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育のねらい

新しい環境や保育者に慣れ、見守られながら自分で食べよう

とする。

保育園の畑で育てている野菜の観察をしたり、水やりをす

る

食前 食後など汚れた時は顔や子を拭いて綺麗になった心地
よさを味わう。

収種 した野菜を喜んで食べる。

食前の手洗い、あいさつなど食生活に必要な手順を発達に応

じて、身につけていく。

夏野菜を見たり触れたりして、食べることに興味をもつ。

いろいろな種類の食材に興味を持ち、 F旨司いたり、答えたりし

ながら食べる。

給食で使 う野菜など、水で洗うなど活動に参加する。

冬野菜を見たり、触ったりしてみる。

食前、食後の身支度を自ら進んでしようとし、友達と楽 し

く、落ち着いて食事をする。

行事食を通 して、日本の行事や食文化に触れる。

スプーン フォークを使って一人で食べようとする気持ちを
す寺つ。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度 年間食育計画   (3～ 5歳児)

保育の目標・内容

担 当

養護と教育の一体的展開

1、 自然を活かす

2、 文化に触れる

3、 自己表現 (考える 伝える 思いや り)

自立心を育む (体を動かすことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 子どもを信じる保育

気付く力を育てる 。工夫する力を育てる 。楽しく頑張る力を育てる

主な行事

夏野菜種まき

春野菜収穫

夏野菜種 まき

夏野菜の収穫

芋ほり

ハロウィン

冬野菜種まき

焼き芋

餅つき

正月

春の七草

冬野菜収穫

節分

春野菜種 まき

ひな祭り

お彼岸

健康な心と体、自立′ム、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわり ,生命尊重、言葉による伝え合い、豊

かな感性と表現

副主任

地域連携

ltのお礼の手紙

お礼の手紙

暁き芋大会の

お誘い

l市のお礼

銹つきの食べ物を支塀

センター親子に。S、 るま

|r

主任

保育のテーマ

保護者支援

クッキング

(エ プロン、マスク

などのお願い)

さつまいも掘 り

お弁当の日のお願し

↓ |

園長

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1.指針に基づく保育 2.人 権尊重 3.適切な発達援助 4.家 庭・地域との連携 5,保 護者支援

表 現

上の感触

種や芽の形、色

えほん

芽、葉や茎の形や色

収穫した野菜でクッキン

グ

種や芽の形、色

芽、葉や茎の形や色

収穫 した野菜でクッキン

グ

収穫したさつまいもで

クッキング

焼き芋の味やにおい、色

の違いに気付く

芽や茎、葉の形や色

葉や茎の色や形

春の七草の手触 り

恵方巻

ひいらぎいわし

ちらし寿司

舌  =五

会話を楽しむ

種まきについての話 し合

い、種を買いに行く

植え方の伝え合い

芽などの観察

芽や棄の変化に気付く

か話 し合いをする

種まきについての話し合

い、種を買いに行く

植え方の伝え合し

芽などの観察

芽や棄の変化に気付く

収穫 したものをどうする

のか話 し合いをする

さつまいもをどうするの

か子ども同士相談

秋の七草を知る

役割を決めて焼き芋会を

する

葉や芽の変化に気付く

冬の七草を知る

春の七草を知る

正月料理の意味を知る

恵方巻の食べ方など

ひなまつりの食べ物につ

いて教え合う

環境を通 して行う

環 境

畑づくり

クッキング

|

宣え方を調べる、植える

:ら まめ たけのこ
(旬 )

^要

に応 じて間引きをす

;水や りをする

0く ら (旬 )

宣え方を調べる、植える

:ら まめ たけのこ

(旬 )

重え方を調べる、4直える

:う もるこし  めろん
(旬 )

つゝまいもの収穫

火の七草

三上さん宅柿の収穫

く、さつまいも

事の七草

kや りを必要に応 じてす

3

軍の七草の種類

二月料理

雲方巻

三まき

チかん食べ比べ

ららし寿司の具の意味

人間関係

食事のマナー、友達と食

事を楽しむ

l巨まきについて話し合い

種まきをする

水や りのやり方を伝える

収穫をする

種まきをする

水やりのやり方を伝える

さつまいもを掘る

大きさを比べる

焼き芋、火記こし

4市

五平餅

餅つき

鏡開き

種まきをする

健  康

食事の前に手洗

い、手指消毒をす

る。看護の手洗い指

導を定期的に行う。

・友達と楽しみなが

ら食事をする。

食事のマナーを身

につける

収穫した野菜な

ど、様々な食材に触

れる。

・クッキングの身支

度をする。

・戸外でたくさん遊

び、空腹感を味わ

食事の前の挨拶

「いただきます」

「ごちそうさま」

食具の使い方を知

り、身に付ける。

保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

い る の 目

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育のねらい

・健康で安全な食生活に必要な基本的

習慣や態度を身に付ける。

・新しい環境の中で、友達と一緒に食

べる楽しさを知る。

・種まきに向けて季節の野菜について

知る。

・意欲的に様々な食材や食べ物に触れ

る。

・保育者と一緒に食の循環を知ると共

に栽培を通して食物に興味を持つ。

・育てた食材で調理活動をしながら、

調理員等々食べ物を作ってくれる人、

調理してくれる人に感謝の気持ちを持

つ。

。日々の食事やクッキングを通して、

食材や調理の過程に興味を持つ。

・食材の大切さを知り、すべての命に

感謝の気持ちを持つ。 ・行事食を通 し
て、日本の伝統や食文化に触れ発見を

楽しんだり、考えたりする。

10の姿

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



社会福祉法人あゆみの会 伊佐沼すまいる保育園安全計画

◎安全点検

(I)施設・設備・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

2024年 3月 2+日 策定

担当主 任園長

・各保育室内の環境整備

(出入口、家具、床、窓、非

階段等)

・合風対策

・防災倉庫整理、防災備品

の確誤 (数量、消費期FR等

備蓄の確認)

・園舎全体 (エアコン点検、

空気清浄機、ロフト、固定遊

具、出入口、家具、床、窓、非

常階段等)

防災倉庫整理、防災備品の

認 (数量、消費期FF<等 )

の点検の

・園舎全体 (エアコン点

検、空気清浄機、ロフト、

固定遊具、出入口、家

具、床、窓、非常階段等)

。保育室内環境整備 (出入口、

水迫管の凍結防止対策

具、床、窓等)

・年船に合った玩具の点検

(大きさ。年船 )

・防火設備、セコム点検

・災害時非常持ち出し品の

確誤

・散歩マニュアルの確認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検

(固 定遊具合む)

・散歩車の点検

・熱中症対策

・水遊びのマニュアルの確

譴 (水遊び中の職員配置

等 )

・散歩マニュアルの確諷

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検 (固

定遊具含む)

防火設備、セコム点検

・保育室内の環境整備 (出

入口、家具、床、窓等)

*家具等の転倒、落下防止

の確認

・避難経路 (防火設備)

重
点
点
検
箇
所

1



(2)マニュアルの策定・共有

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 所事務掲示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル:各保育室 事務所掲 示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 事務所掲示

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  I日

3月

3月

2024年

2024年

2024年   3月  I日

2024年   3月  十日

2024年   3月  十日

2024年   3月  I日

2024年   3月  1日

2025年   3月  十日

2025年   3月   I日

2025寄1  3月   1日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

202+年 2月 十日

2022年 +0月 十日

2015年 4月 十日

2020年 11月 I日

2021年 2月 I日

2021年 3月 十日

2022年 5月 十日

2021年 +0月 I日

2022年 l(7月 十日

202+年 1月 10日

2022年 7月 I日

2021年 十1月 1日 (地震 )
2020年 II月 十日 (火災 )

2020年 10月 2+日

2021年 3月 1日

2022年 II月 十日

団盗難・空き巣 対Aマニュアル

団不審者対Aマニュアル

日ケガ発生マニュアル

団救急妥請マニュアル

日救急対応マニュアル

図感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

図熱中症・予防対Aマニュアル

団災害時マニュアル

団SIDSoSUDI予防午睡見守リマニュアル

団食物事故防止マニュアル

日食物アレルギー・アナフィラキシー対応マニュアル

団誤飲・誤味 マニュアル

団園外活動マニュアル

図水遊びマニュアル

団園児捜索マニュアル

2



◎児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

歳児以上児

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

・困ったときの対Aの仕方

・安全な登降園の仕方

・予想される様々な災害や事故を想定し

避難訓練

・冬の健康的な遊び方・安全な行動

の仕方

・年長児―・小学校との連携指導

3

冬の健康的な遊び方・安全な行動の仕

方

・感染症対策指導 (手洗い。うがい)

。様々な遊具の安全な使い方を欠口る

・交通安全指導 (散歩中)

・広域避難場所への避難訓練

・遊具遊びや散歩時の事故防止 (再度)

・感染症対策指導 (手洗い。うがい)

暑い日の過ごし方を矢口る

・水分ネ甫給をこまめにし、熱中症予防

をする

。不審者対応の仕方を矢口る

。バス乗車のルールを知る

・夏の健康的な遊び方、安全な行動の

仕方。

・水分補給をこまめにし、熱中症予防を

する

・水遊びでの事故防止指導

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

。安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

・予想される様々な災害や事故を想定し

た避難訓練

乳児・I歳以上

3歳児未満児



(2)保護者への説明・共有

・保育参加

・クラス懇談会

,新入園児説明会にて園の安全対策に

ついて説明をする

・保育参カロ

・消防署と連携し総合防災訓練を行う

。保護者に感染症対策について伝え、園で感

染症が出たときは掲示やコドモンなどで周矢ロ

する。

・保育参加

・クラス懇談会

・門を開けたら捲ず閉める

。駐車場内での安全な対痣について

。すまいるカードの携帯

・登降園時は子どもと手をつなぐ

・コドモンによる登降園チエックと家庭の様

子の記入

・安全な水服について      ~
・アレルギー除去の書類提出

・与薬が捲要な子への対応、書類提出

・ロフトの使い方について

・安全計画および安全に関する取組の内

容についてコドモンにて発信する

。園だよりを活用し、取り組み内容の同矢ロ

をする

。消防署と連携し総合防災訓練を行う

4



◎訓練・研修

(1)訓練のテーマ・取組 (全員参加) ※詳細は自衛消防訓練計画参照

地震

午睡明け

合風・竜巻による被害

地震・火災

(時間設定なし)

火災

夕方保育中の避難

火災

(時間設定なし)

地震・火災

・災害

不客者対A訓練

(時間設定なし)

・火災

地震・火災

(総合防災訓練)

・通報訓練

肺蘇生法講習 (AED使

方法含お)受講

火災

地震・火災

保育士の声掛けで動き

避難

地震・火災

・大規模災害訓練

(BCP)

客者対応訓練 (タト部侵

対薦)(口E吐処理・消毒等)

染症蔓廷防止研修

地震・火災

避難訓練の意味や方法

を矢口らせる

。消火訓練 (毎月実施)
・お散歩訓練 (毎月実施 )

地震・火災

(総合防災訓練)

・通報訓練

・消火訓練 (毎月実施)
。広域避難場所避難

(51き渡しヨII練)

・防災結品の確認

避難

訓練等

※ |

その他

※2

避難

訓練等

※ |

その他

※2

※ I「避難訓練等」設備運営基準第6条第2項の規定に基づき毎月 I回以上実施する避難及び消化に対する訓練

※2「その他」「避難ヨ|1練等」以外の I19番通報、救急対A(′む肺蘇生法、気道内異物除去、AED・エピペンの使用等)不審者対A、 送迎バスにおける見落とし防止等
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(2)職員への研修・講習 (国内実施)

(3)行政等が実施する訓練・講習スケジュール

※所属する白治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする

・エピペンの使用に関わる研修

。次年度の安全計画を確定させる

・マニュアルの見直し

・感染症蔓廷防止研修

(嘔吐処理について)

・インフルエンザ対A
・SIDS防止について (5盆化月間)

・園バスでの見落とし防止

・不審者対Aに関わる研修

・水遊びの際の安全について

。毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫)

・熱中症指数計沢J

・BCP(事業継続計画)についての周矢ロ

。救命救急講習
。人数の点呼確認訓練

・散歩マニュアルの確認
。SIDS防止について

・誤飲・誤味について

・アレルギー・既往歴の確認

・自衛消防訓練 (年 2回消防署に依頼)

・不審者対応訓練

'オンライン研修(キャリアアップ研修等)の受講

◎再発防止策の徹底 (ヒヤ1)・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

・ヒヤ1ザ・ハット事例の収集・分析をし、対策を考え所内で情報共有する(昼礼にて毎日実施)

・事故報告書に基づく、事故防止対策の検討、周矢ロ

・毎月開催の看護安全委員会にて文責および対策の実施 (姉妹園間で実施されているか確認する)

・コドモンアプリを活用した登降園管理により、出欠席確認等の安全管理につなげる

。白治会との連携、合同の避難訓練、防犯訓練 (実施できる場合)

◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等 )
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2024(R6)年度 伊佐沼すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育園での生活を送る 2024.2月 更新 (看護委員会作成 )

家庭日地域との連携

保護者連絡・連携

・家庭調査票の提出・確認・活用
〈適時〉
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等 )
・感染症の掲示、コドモンでの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医療受給者証の期限
把握

・歯科健診の結果・治療の案内

・内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え

※支援センター「看護師の話」(7or8

月)

・お弁当:誤飲への注意 (安全WT)

冬の寝具・衣類の切り替え

内科健診の結果・治療の案内

※支援センター「看護師の話」

ほけんだより

・生活リズム (活動と休息)
・園での生活
・清潔について (爪・頭髪 )
・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時)
・熱中症

・熱中症 ・衣類の選び方
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

・夏の感染症
・皮膚の清潔

夏を乗り切ろう
夏の生活習慣

・虫刺され(蜂・毛虫)
・救急の日
・生活リズム・感染症

・目の愛護デー
・デリケートゾーン
・予防接種
(日 本脳炎・インフルエンザ)
・冬の服装 (下着の着用 )

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

ノロウイルス・嘔吐の処理
丈夫な体を作る
スキンケア
・冬のスキンケア(あかぎれ・しも
やけ)・はなのかみ方

・耳の日
・進学に向けて
・花粉症 ・ 靴の選び方

園内研修口職員周知

・環境の変化に伴う事故発生に留意
する
・戸外活動の注意点(熱中症・けが)
〈適時〉
・新入園児のSIDS
/SUDIの注意喚起

・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起
・手洗い指導

・熱中症予防
・虫刺され
イカリジンでの虫よけ対策
(11月まで)

・水遊びの注意 (感染・事故・熱中症 )
・誤飲・誤疎について

緊急時の対応 (救命請習 )

・空気清浄機点検・整備
救急シュミレーション

インフルエンザの欠席について

嘔吐処理 (職員研修 )

空気清浄機点検・整備

子どもへの働きかけ
/保健行事

・入園時健康診断

〈毎月〉
・身体測定

・熱中症対策 (引 1月 まで)
(帽子・水分補給
熱中症指数計測等 )

・歯科健診
・虫歯予防デー

・内科健診
・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項

世界手洗いデー
・目の愛護デー
・手洗い指導 (わく)
・咳エチケット(わく)

内科健診

手洗い指導 (虹・わく)

デリケートゾーンについて

肌荒れ

毎日日毎月日随時
/看護分科会

〈毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )
・触診・検温
・感染状況の把握・掲示・注意喚
起
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握

〈毎月>
・身体測定・記録 (コドモン)
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証の期限チエック・管理
・アレルギー疾患、 既往歴の把
握
・救急箱、預かり薬のチェック
・安全WT・委員会への参加
・看護委員会
・検便検査郵送・結果管理 (職
員)

〈随時 >
・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等 )
・園児の健康診断の結果
・感染症の掲示、

コドモンでの配信
・体温計の管理
。お散歩バック内

救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証

の期限確認・管理
・嘔吐セットなどの備品管理
・感染症発生時の対応・注意喚

|!預
かり薬の管理・書類管理

保健計画の評価・検討

・耳 偏 楽 品 の 見 日 し・イ需允

・医療用備品のチェック・補充
・感染症など保健のまとめ
・新年度継続書類

(アレルギー・予防接
拓 ヽ

保健目標

進級・入国に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える
H園での生活に慣れる)

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する
歯を大切にする

熱中症の早期発見
と予防に努める

けがに気をつけて、
体を動かす

体を動かすことを楽し
む

薄着の習慣をつけ
文夫な身体を作る

インフルエンザや
風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認

する

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



令禾[6年度   自衛消日方訓練計画 伊佐沼すましヽる保育園

月  日 種 別 発生場所 時間帯 xE尊場所 ねらい 内容 指導及び冨意点

4月 15日

(月 )

地震

初期消火

年間指導

計画作成

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
10「 00

室内の安全な場

所
・避難訓練に慣れる

保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全場所に避難し、保百士の指不に 1だつ

紙芝居などを用いて魁難の意味を知る
避難訓練の意味 .意義を伝える

緊急時の放送・合国の周知

保育士の所に集まる練召

防災頭巾、避難靴の着用

避難リュックの中の点検

消火器類の確認、初期消火

人数確認 報告

5月 15日

(水 )

地震

初期消火

不審者訓線

関東南部にて

震度4程度の
lェれ

午前保育中
10:OO

室内の安全な場

所
!

各クラスの出入り
回まで移動、整列

避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

室内の寮全な場 Pオに避チ笙 1米育士の手営不にtt

防災頭巾 避難靴の着用

人数確認 報告

落下物 転倒防止などの確認

避難口に移動、整列する

初期消火

6月 13日

(木 )

総合防災訓練

火災

初期消火 厨房より出火
午前保育中
10:OO

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
回まで移動、整列

↓

園庭集合

火災の避難の仕方を

知る
・避難滑り合での避難に

慣れる(345歳 )
保育士の話を聞いて、

安全に避難する

室内の安全な場所に避栗EI米 言士の指不に,こ

防災頭巾 赳難靴を着用

避難口に移動、整列する

園庭への旗やかな避難

人数確認 報告
・消火訓練、通報訓練
・避難用滑り合による避難 (345歳 児 )
起震車、煙体験

7月 16日

(火 )

地震
水遊び時の避難

初期消火

水害

関東北部にて

震度 3程度の

揺れ

午前保育中
10:30

安全な場所

↓
待機

,水遊び時の避難方法

を知る
・衣服が濡れた時の状

態を知る(4.5歳児 )
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全な場所に,I:離し、保育士の指不に1チモつ

防災頭市 避難靴の着用
プール五年び時の避難方法の周知
人数確認 報告
消火副1練
(着衣訓練 46歳 児)

8月 19日

(月 )

火災

期消初 火
厨房より出火

午後保育中
16:00

~釜
内の安全な場

所

↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓

園庭集合

・降国時の避難に慣れ
る

・保育士の話を聞いて

安全に避難する

安全な場所に避難し、保百士の「自示に従う

園庭への速やかな避難

防災頭巾 避難靴の着用

人数確認 報告

消火訓練

9月 17日

(火 )

地震

初期消火

水害

埼玉南部にて

震度4程度の

揺れ

午前保育中
9115

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓

園庭集合

・登園時の避難に慣れ

る

保育士の話を聞いて、

安全に避難する

室内の安全な場所に避疑 保育士の指小に征

防災ュ固巾 盤難靴の着用
・人数確認 報告

落下物・転倒防止などの確認

登園直後、年前おやつ中の避難
・避難口に移動、整列する

園庭に避難

初期
'肖

火

10月 11日

(金 )

総合防災司I練

地震
広域避難場所
への避難

初期消火

伝言災害ダイヤ
ル体験

関東全域に

震度6程度

午後保育中
15:30

室内の安全な場

所

↓

各クラスの出入り
日まで移動、整列

↓

園庭集合
↓

広域避難場所へ

移動

・保育士の指示に従い

安全に避難する
・広域避難場所におい

て、落ち着いて過ごす

安全な場所に避難し、保育士の指示に従う

園庭への速やかな避難

防災頭市 避難靴の着用

人数確認 報告

消火訓練、通報副!イ凍

11月 15日

(水 )

予告なし

地震

初期消火

水害

不審者訓練

関東北部で直

下型地震発生

震度7程度
伊佐沼の氾濫

を想定

時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、
安全に避実体する
・漫水を想定して避難場
所までの移動をシユミ
レーションする

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾 避難靴を着用

避難経路の確認
,人数確認 報告
・消火訓練、初期消火

広域避難場所までの避難、誘導

園からの持ち出し物資の 1盗認
・決水時の赳難確保に切替える

12月 16日

(月 )

予告なし

火災

初期消火 月グループより

出火
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

出火場所を考慮して安

全に避難する

保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人数の確認 )

防災頭巾 避難璃とを着用

人数確認 幸R告
初期消火

1月 15日

(水 )

予告なし

地震

初期消火

埼玉県北部で

震度4程度
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾 避難靴の着用

避難経路の確認
人数確認 報告

初期消火

2月 17日

(月 )

予告なし

火災

初期消火
虹組より出火 時間未設定 放送の指示によそ

,保育士の指示に従い
安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人数の確認 )

防災頭巾・避難靴を着用

人数確認 報告

初期消火

3月 17日

(月 )

予告なし

地震

初期消火

水害

埼玉県南部で

震度5程度
入間川、荒川
の氾濫を想定

時間未設定

放送の指示によ

る
注意体制確立

警戒態勢確立

非常態勢確立

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人数の確認 )

防災頭巾 避難靴を着用

人数確認 報告

初期消火



今和 6年度事業計画

二丁目すまいる保育園



2024年度 三丁目すまいる保育園 全体的な計画

保育の目標・内容

養護と教育の一体的展開
多様性における

生きる力の基礎を育むイ
自分らしさを

もつて生きる"を育む

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使うことが大好きな子供・頭を使うことが大好きな子供・人と関わることが大好きな子ども)

O自分で考え行動しやり抜く力を育む ②コミュニケーションカを豊かにし、協調性を身につける ③思いやりの心を育み、人や物を大切にする気持ち育む
主な行事
入国式・進級式
懇談会
秋祭リウィーク
触れ合いウィーク
ハロウィン
ウインターフェスタ
伝承遊びウィーク
懇談会
成長展

にぶんのいち卒園式

保育目標

連携施設との連携

姉妹園交流、子どもの発達の共有、連携行事、姉妹園との
合同研修

職員の資質向上

すまいるアドバイザー(外部講師による直接指導および助言):井上先生
(環境アドバイザー)、 富山大士先生 (クオーレの日)、 コドモンカレッジ研
修、すまいる委員会、ワーキングチーム、国内研修、外部講師による研
修、GT、 臨床育児研修会、Zoom研修の活用、キャリアアップ研修、自己
評価 (保育者の自己評価、国の自己評価)

保育指針のポイント2

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども
1 保百 所保百 指針 に墨つく保百を行う 2子 どもの 人権 を甲る 3発 遷 を適 切 に援助する
4家庭・地域と連携をする 5子育ての伴走者として保護者を支援する

環境を通して行う

地域の実態との関わり

地域清掃への参加、行事への参加・招待、姉妹園交流、敬を、上福岡七
夕祭り、三丁目祭り、埼玉心、じみ野ケアセンター、防災訓練、フードバン

ク、衣類バンク

安全対策

毎月避難・初期消火訓練、総合防災訓練(2回 )
普通救命救急講習、すまいるカード、食事見守り
施設設備点検(いのちのリスト、マニュアル・ガイドラインの活用、不
審者訓練 SIDS感染症対策、手指消毒、清掃、玩具の消毒

保育指針のポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2024寄三度のl果育目標※保護者アンケートより

保護者支援 (保護者と両輪となつて)

電子連絡帳、コドモン、ポートフォリオ、国だより、保健便り、食育便
り、ルクミーフォト、保育参加、保護者懇談会、ワークショップ、国だよ
りの地域回覧、ホームページ、ブログ、行事の参加や招待、姉妹園交
流

衛生口健康

朝の健康チェック、内科検診(2回 )歯科健診(1回 )、 害虫駆除
手洗い、お茶を飲む、衛生検査、身体測定、感染拡大防止策、
関係機関との連携

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との間わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量 '図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

幼児期の終わりまでに
育つてほしい姿

健康な心と体

自立心

生活に、きまりがあることや、その大切さに気

付く

いろいろな人との関わりを楽しむ(姉妹園交
流、地域の人など)

身の回りのものや自然にかかわる中て、もの

の性質などに興味を持ち、ためしてみようとす

る。

保有者など一緒に生き物の飼育や栽培などを
することで、親しみをもって関わる

周回の言葉や話に興味をもつて、聞いたり、自
分なりに伝えたりする(お休みの日のことや散歩
でのことなどの伝え合い)
物語などのお話も興味をもつて集中して見る

り、

メージを広げて、

3歳児

食事や排泄などの身の回りのことなどの基本

的な習慣が身に付くように見守り、必要に応して

援助する

保育者との継キ亮的な信頼感を基に、主体的に
活動し、自分への自信が持てるように見守る

体を使って動くことの子こと良さを感じながら積極的に
遊ぶ
十分に食べる :民るといつた生活リズムが身に付く

(十
′ヵ`に空腹感を感じ、こ欲的に食べる)

2歳児

安全で快適な生活環境の中で、身の回りのことを

自分でしようとする気持ちが育つ

保育者等との暖かなやり取りやスキンシップを楽し

み、心の安定や身体悪党を育てる

基本的な動作が出来るようになり、全身を使つて
遊ふことを案しむ(十分に歩く、手を大きく振って走
る)
保育者等の見守りの中、身の回りのことを自分で
しようとする

保育者等の伸立ちにより、他の子どもとの関わり
方を少しずつ身に付ける
いろいろな人を知る(となり幼児との交流、地域の
人など)

身近な自然に興味や関心を持ち、遊びに取り入れ

ようとする(さ芸ざまな感触を楽しむ)
自分の好きな遊びを見つけて、自分なりの使い方
をする。

保育者等を仲立ちとして、生活や遊びの中で友達
とのやり取りを楽しむ
保吉者等の読み聞かせを興味をもつて聞いたり、
一人で好きな絵本をしつくり見たりして楽しむ

保育者等の応答的な関わりや話しかけにより、
ことばやなどで相手に伝えようとする
絵本に興味を持ち、保育士等の言葉がけに応
げたり、指差ししたりして楽しむ

1歳児

生活リズムが保吉者とかかわり欲求を満たし、
形成される

子どもの欲求を適切に満たしながら、応答的な
触れ合いや言葉がけを行う

歩く、走る、ふら下がるなど、自分の体を動かす
ことを積極的な案しむ
保育者等の助けを借りながら、身の回りのこと
をしようとする気持ちが芽生える

周囲との安定した関係の中で、身の回りの人に

興味や関心を持ち、過ごすことの楽しさを知る

身近な自然に興味や関心を持ち、三感を豊か
にする(さまざまな感触を楽しむ,
周りに興味を持ち自分の好きな遊びを見つける

0歳児後半

健康や安全に配慮し、
―人ひとりの生活リズム
を大切にしつつ、生理的
欲求を十分に満たす

一人ひとりの子どもの状
態を把握し、心身の疲れ
が癒されるよう心がける

,れ、安心感をもつて貿

1 気付く力 2工夫する力 3楽 しく頑張る力 (保育指針の5領域を通じて、非認知能力と自己肯定感を育てる)
0歳児前半

一人ひとりの健康状態
を担握し、感染症や
SIDSブルーなどに備え
て適切に対応する

豊かな感性と表現

自分なりに

・五感を使つた遊び
⇒食材を見る、触れる、

ぐ、調理などの音を聞く

足

回 り

止 め

欲求が満

絵本などを見

様々なことを体験する中で、自分なり
「こ表現す

様々なものに興味を持ち、

と一緒に楽しく食べられるようにする

温かく、受容的なF調わりを通して、自分を肯定する

、ヽ保育士等とのやり取りを楽しむ。

・食べる量の選択(セミバイキング)
⇒ご飯やおかず、デザートなど保育者等との
やり取りの中で自分の好きな量を食べられ
るよう1こする

食べる、熟ヽをか:奮また悪豊控緊鍾稼鋲ど望考慈 l餐
ど
墓房雲藍惹霊惚靭     『への興味や関心を広げる         ようにする

保育者等による愛情豊かな受容の下で、生理的、
心理的欲求を満たし、心地よく生活する。
一人ひとりの発育に応して、はう、たつ、歩くなど、
十分に身体を動かす。
一人一人に生活リズムに応して、十分に食べる、
日尾るなどのリズム感覚が芽生える。

【社会的発達】

【精神的発達】
身の回りのものに対する興味や関心を持つ。
生活や遊び中で様々なものに納れ、感党の働きを

興味のあることや経験したことを再現したり、真似
したりして案しむ
わらべうた、音楽やリズムに合わせて身体を動か
す

咀暇を行う。食具を使う。
・姿勢を整える

情緒の安定

健康

人間関係

環境

言葉

生命の保持
養

護

食育

教

育

表現

育みたい資質・能力の3つの柱

保育目標



保育の目標・内容

2024年度保育計画 (乳児用)三 丁目すまいる保育園

豊かなコミュニケーション「自分から・自分で」を育む、くらしの中の子どものを姿を保護者と共有する。自分らしさを持つて生きる。

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生きる力の基礎

を育む
“自分らしさをもつて生きる"を育む

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人と関わることが大好きな子)

保育目標

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポインド司

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり'生命尊重

敷量 図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事(地域を含む)

入園式
保護者総会

保護者懇談会

内科健診

箇科検診

触れ合い遊びウィーク

秋祭リウィーク
・ハロウィン
内科健診

ウィンターフエスタ

・伝承遊びウイーク
・地域の方と公共の場で交流

節分
成長展
保護者懇談会

・1/2卒園式
・ひな祭り

保護者支援

慣れ保育

保護者会総会 (保護
者会との連携 )

。長期休み中の子ど
もや家庭の様子など
のやり取り
・懇談会にて子ども
の育ちの共有

・保育参加での共有

保育参加での共有
。長期体み中の子ども
や家庭の様子などの(
り取り

ポートフォリオ配布
保育参加での共有

・保育参加での共有
・ハロウィンの保護者

参加の呼びかけ

・行事を通しての子ど
もの育ちの共有

ポートフォリオ配布
行事を通しての子どもの

育ちの共有
行事満足度アンケート

長期休み中の子どもや家庭
の様子などのやり取り

懇談会での交流、意見
交換
来年度の保育計画作り

ポートフォリオ配布
保護者アンケート

身近なものと関わり感性が育つ

・室内でゆつたりと過ごす

。わらべ歌、歌やリズムに合わせて体の
動きを楽しむ
(いないいないばあのできる玩具、ラトル
など音の鳴る玩具)

・気になる玩具に手を伸ばしてみる

・保育者と一緒にゆつたりとした気持
ちで絵本を楽しむ

・春の自然に触れながら、戸外遊びを
楽しむ

・歌に合わせて体を動かしたり、絵の

具などで絵をかいたりして表現するこ

とを楽しむ。

・夏の自然に触れる
(氷、水、シャボン玉、ミストなど)

・室内で感触遊びを楽しむ
(絵の具水氷新聞紙ポール砂シヤポン
玉、片粟粉、のりなど)

・身近な野菜に触れて、食育等とも絡
めながら味覚・視覚等に意識的に働
きかけていく

・秋の自然物に触れる
(葉つぱドングリ花)
・クレヨンで絵を描いて表現する

移行進級に向けて階段遊びをする

・冬の寒さを感じながら、雪や水とも
触れてみる

身近な人と気持ちが通じ合う

・
~女
心して身近な人と過ごす

(晴給の安定 )

わらべ歌・季節の歌

・保育者以外の大人とのか
を楽しむ

欲求を受け止めてもらう

食事は落ち着いた環境で対人数
行う
・わらべ歌を通してスキンシップを

身近な人と応答的な閣わり

ら、れあい遊び、手遊び等

・保育者や友達と手を緊い る

・友達の存在に気付き少しずつ
ろうとする

・散歩を通して地域の方とあし
する

わくわく組のお友だち
に行く等しながら、
む

・簡単な身支度や身の回り
保育者と一緒に行う

・わくわ〈組での
過ごす。
(移行・食事・睡眠)

(個 々に合わせて対応)

健やかに伸び伸びと育つ

・安心して過ごす

(安心してミルクを飲んだり、食事を食べ

る。睡眠をとる。おむつ替えをして心地よ
さを感じる)(ハイハイて室内の探索を楽
しむ)

。ゆったりと外気浴を楽しむ

(散歩車に慣れる。)
(草花に手を伸ばしてみる)

・雨を楽しむ

(玄関先で雨に触れたり、音を楽しむ )

水と触れ合う(室内で行う)
熱中症に気を付ける

※発達に合わせた生活移行

ゆつたりと探索活動を楽しむ

・氷や雪に触れて感触を楽しむ

たくさん体を動かして遊ぶ

歩いて散歩を楽しむ

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい (重点目標 )

【特定の大人との応答的な関わりを大切に
して過ごす】

【一人ひとり1こ合わせた安定した生活リズ
ムで気持ちよく過ごす】

【身近な人や物への興味や好奇心を持
ち、十分に楽しめるようにする】

【生活や遊びの中で様々な物に触れ
付きや感覚の働きを豊かにする】

翼

４

月

～

６

月

７

月

～

９

月

１

０

月

～

１

２

月

１

月

～

３

月

(移行・食事・睡眠 )



2024年度保育計画 3歳未満児 (三丁目すまいる保育園 )
養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生きる力
の基礎を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

とが大好きな子ども,頭を使うことが大好きな子供・人と関わる とが大好きな子ども)豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使う

保育目標

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

保育の目標・内容

気付く力を育てる・五夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量 図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事

入囲式

進級式

保護者総会

保護者懇談会

ふれあいweek

内科健診

ハロウィン
歯科健診
ウィンターフェスタ(week)

・お正月
・節分
・保護者懇談会
・成長展
引/2卒園式
・ひな祭り
・伝承遊びウィーク

地域連携

地域清掃 (第一日曜 )

地域清掃 (第一日曜 )

・地域清掃 (第一日曜 )
・ハロウィン
・ウィンターフェスタヘの招

待

・地域清掃 (第一日曜 )

(地域の店に行つてみる)
・節分
・ひな祭り

伝承遊びウィーク
・園バス乗草体験 (虹 )
・姉妹園交流

保護者支援

慣れ保育

行事を通しての子ども

の育ちの共有
・行事満足度アンケート
・保育参加での共有

ポートフォリオ配布

保育参加での共有

(・ ハロウィンの保護者

参加の呼びかけ)
・ポートフォリオ配布
・行事を通しての子ども
の育ちの共有
・行事満足度アンケート

り取り

懇談会での交流、意

見交換
・来年度の保育計画作

り

ポートフォリオ配布
・保護者アンケート

表 現

・身近な素材 (砂、水 )こ

触れてみる

触れ合い遊びを十分に
行う

様々な素材、遭具を使つ

て表現してみる(クレヨ

ン、絵の具、小麦粉、片

粟粉など)
・色の違いに気づく

(色水・色紙
',[具

など)

様々な素材の進し

付く。

1ヽこ気

・音楽、リズムやそれに合

わせた体の動きを楽し

む。

伝承遊びを通して自分のイ

メージを身体全体で表現した

りする

1鋪
辞

言 語

絵本での言葉のやり取
りを楽しむ。
親しみをもって日常の挨
拶に応じる。

保育者の応答的な関わ

りや話しかけにより、自ら

旨菜で話してみる。

絵本や紙芝屠を楽し

み、簡単な言葉を繰り返

したり、模倣をしたりして

遊ぷ。

英語への興味関心を持

外国の挨拶に触れ、伝

えようとする。

生活や遊びの中で友だ

ちとの言葉のやり取りを

楽しむ (ごつこ遊びなど)

環 境

自分の持ち物に興味を
もつ

玩具、絵本、遊具等に
興味を持ち、それらを
度った遊びを楽しむ。
プランターの野菜を育て

てみる
花 (チューリップなど)を
見る一育ててみる
生き物の親察をする
月の部屋への移行を通
してルールのある生活に

月虫れる。

・生き物に興味を持つな
かで命の大切さを知ろう
とする。
近隣の生活や季節の行
事や文化等に興味や問
心を持つ。
自ら好きな遊び(虫探し
など)を見つけ遊ぼうとす
る。
見る、聞
ぐ、味わう
いながら、
気付く。

く、触れる、嗅
等の感覚を使

変化や違tWi

・身近な生き物に気付き

親しみを持つ。
公共施設に行き、様々

な場所や人と問わる。
チューリップを植える
・姉妹園の幼デしとの交流
を通して、年上のお友だ
ちへの興味関心を持とう
とする。
見る、聞く、触れる、嗅
ぐ、味わう等の感覚を使
いながら、変化や違しЧこ

気付く。

見る、聞く、触れる、喫
ぐ、味わう等の感覚を使
いながら、変化や違いに

気付く。
セミバイキシグを通し
て、自分の食べれる量を
知る。

人間関係

保育士等に慣れ安定し

て過ごす。
様々な年齢の友だちと

問わる。
友進と手をつないてみる

友だちの遊びに気付き、

興味を持ち始める。

好きな遊びを通して友

達と一緒に遊ぼうとする。
自分より′よヽさい友だちや

年上の友だちと問わろう
とする。

ルールがあること|三気
付く
ルールのある遊びに挑
戦する
生活や遊びの中で、友
だちや保育者の真似をし
たり、ごつこ遊びを楽しん
だりする。

自分の気持ちを相手に

伝えてみる

伝承遊びを通し、集団
遊びを楽しむ

健 康

環境の変化に慣れる。

食事で姿勢や咀曙を意

識する。

体を動かして遊ぼうとす

る
・簡単な身のまわりのこと

(手洗い、口拭き)を 自分
で行おうとする

衣服の着脱を自分で行

おうとする
・様々な食材に触れる

自ら考えて行動する

水遊び等、全身を使つた

遊びを楽しむ

友達と誘導ロープをつな
いで歩く

草花や生き物などに関
わる。

〕1泄に興味を持ち、自ら
トイレに行こうとする。

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい (重点目標 )

【安心できる人、安心できる場所】
・新しい環境に慣れて落ち着いて過ごす
・特定の大人との応答的な関わりを大切にし、継
続的な信頼関係を築〈
・保育者に見守られながら、好きな遊びを楽しむ。
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に触れ
たり春の自然に親しむ。
・梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の自然
に興味や関心を持つ。

しつかり食べる、しつ狗`りH氏る、しつかり遊ふ」
保育者やお友だちと関わりながら夏の遊びを十分に
楽しむ。
・適切な休息を取り入れながら、暑い時期を健康で快
適に過ごす。
・一人一人に合わせた安定した生活リズムで
気持ちよく過ごす
・水や砂に触れながら全身を使つて夏の遊びを楽し
む。
・簡単な仕草や言葉で自分の思いを伝えようとする。
・歩く、走る、跳ぶなど、全身を動かすことを楽しむ。

たくさん関わり、たくさん少く】
・身近な人や物への興味や好奇心を持ち、十分
に楽しめるようにする。
・散歩先で秋の自然に親しむ。
・身近な素材や秋の自然物を使つて自分なりの表
現 (希1作など)を楽しむ。
・保育者やお友だちと簡単な言葉の模倣、やりと
りを楽しむ。
・友達と関わる楽しさを知る

五感の働きを量かに】
生活や遊びの中で様々なものに触れ、気付きや感覚
の働きを豊かにする

【自己主張が出来る】
・自分の気持ちを安心して表せるようにする

・簡単な身の回りのことを自分でしようとする。
・雪や氷など冬ならではの遊びを楽しむ。
・寒い季節を元気に過ごす。
・進級に喜びや期待をもって過ごす。
・見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育者やお友だ
ちと言葉のやり取りを楽しむ。

4月

5月

6月

7月

3月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



担 当

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生ける力の基礎
を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

自立心を育む(身体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

冨Ⅲ主任主 任国 長

保育目標

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子ども 自分のことが出来る子ども

1_指針に基づく保育 2_人権尊重 3_適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2024年度  三丁目すまいる保育園 食育計画 (零L児用 )

食育の目標・内容

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

遭徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量・図形、文字等への関
心、感営

言葉による伝え合い

★アレルギー対届
・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識。
その他アレルギー食提供まで
の手順に沿つて配膳していく

実際の活動
・イヌケノコ、アスハフ

に触る。

・〃′く1こ円R″L0
・きゅうり、とうもろこ
し、いんげんに触る
・カレー粉の匂いを
感じる

・叡人丁つでアーノ
ルを図み、ゆつたり
とした環境で食事を
する。

・さつまいも、栗、み
かん、プロッコリー、
カリフラワー,か Iぎ
ちゃ、ごぼうに触る。

・おやつと同じ野粟
の調理前を実際に
角虫る
・かぶ、ブロッコ
リー、にんじん、き
のこ等の野菜に
鳴虫ったり匂いをかし
だり、重さを感じる

主な行事
八国式

1賞れ保育

裕誕生 日のリクエス

ト食材

子どもの日

懇談会
歯科検診
内科検診

七 タ

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

十五夜

内科検診
十三夜
秋祭リウィーク
ハロウィン

勤労感謝の日

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

お正
伝承遊びウ

月
イークリー
七 草

師分
懇談会

|

ひな祭り
1/2卒園式

保護者支援
・慣れ保育甲、琢庭で

の様子を聞きながら、

連携が大切と伝えてい

く

・食物確認表の確認
・家庭での離乳の進み
具合など連携をとって
いく        |

・発達状況を把握し、家
庭と連携し、家庭と連
携して個人差に配慮す
る

。献立表の食材確認を
するように伝える
・朝食の大切さを伝え
ていく

栄養士、保育者、保護
者の三者で面談をしな
がら、離乳食を進めて
いく

身近なものと関わり感性が育つ

新しい環境に少しずつ慣れる

季節の食材や行事食に触れる

コップから水分を取つてみる

さまざまな食材に触れてみる

色々な食材を国に入れてみる

手づかみ食べから一口量を知る

前歯でかじりとる経験をしてみる

行事などの食文化に触れる

食具の使い方に慣れる

身近な人と気持ちが通じ合う

自分の欲求を保育者に受け止めて
もらう

言葉をかけながら食事をする

落ち着いた環境の中で、ゆつくり
食事をする

あいさつを保育者と一緒にしてみる

おなかがすいたら泣く、または1南語に
よリミルクや食べ物を催促する

一人ひとりの発達に応じて食材の

国さなどを選ぶ

友だちや一緒に食べる人の姿に
気づく

保育者や友だちと一緒に楽しい

雰囲気の中で食事をする

友だちと簡単なやりとりを楽しむ

健やかに伸び伸びと育つ

安心した中で摂乳や食事をする

空腹感を感じ、離乳食を食べる

日中の活動を楽しむ

一定のリズムでお腹が空〈ように
整えていく

食べ物を手でつかみ、日元に運ぶ

水分補給をしつかり行う

様々なものを食べてみようという
意欲を持つ

自分の食べたい物やおかわりの意
志を伝える。

自分の汚れを自ら拭こうとする
色々な食べ物に挑戦する
エプロン、日拭きを自分のカゴに片
付けようとする

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

少しずつ新しい環境に慣れていく

保育者との愛着関係をはぐくむ

お腹が空き、食事を食べ、午睡するリズムに
慣れていく

・食事は対人数で行い離乳食は落ち着いた環境で
行つていく。

・日中の活動で体を十分に動かし、お腹が空き、
食事を食べる、ミルクを飲む
・手づかみで自ら食べようとする
・色々な食材そのものの味や舌ざわりを楽しむ

食べ物の食感や感触を楽しむ

・旬の食べものやさまざまな食材に接する機会を持ち、
楽しく食べる

一人ひとりの発達に応じて、少しづつ歯ごたえのある
食材を取り入れ、よくかむことを身につけていく

・手づかみをしたり、食具を使って、意欲的に食事をす
る

・行事食を通して、日本の行亭や、食文化に触れる

・食事の前には、手を洗うことや、食後の口拭きなど、
自分でやつてみる

・みんなで食べる楽しさを知る

第
I

期

第
Ⅱ

期

昂

Ⅲ

期

昂
Ⅳ

期



2024年度 三丁目すまいる保育園  食育計画 (1、 2、 3歳児)
担 当

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生き
る力の基礎を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体 大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

楽しく食べる

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

★アレルキー対應
・個々のアレルギーの状況を

指示書、医師の診断書をもと

に把握し、全職員共通認識

その他アレルギー食提供ま

での手順に沿つて配膳してい

く

副主任

主な行事

入園式

慣れ保育

お韻正生日のリクエスト

子どもの日

懇談会

七 タ

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

十五夜

ふれあい遊び会
十三夜
ハロウィン

勤労感謝の日

ウインターフェスタ

冬至、クリスマス

お正月・七草

伝承ウィーク

節分
懇談会

l
ひな祭り

主任

地域・保護者連携

・近隣の方へ入園のお
知らせをする

・地域の方との交流
・近隣の店に行つてみ

る

ハロウィンを通して地
と

しめる

り

の

・ウインターフェスタに

・伝承遊びウイークリー

豆まき交流

国 長

保育目標

保護者支援

・慣れ保育中、食事の

様子を見てもらう
・献立表、食材の確

認、連携
・連体中の様子、疲れ

具合等連携

懇談会での午後食試

食

水遊びに伴つて朝食
の大切さを伝える

幼児食の子どもは月
1回のお弁当(子どもが

食べやすいお弁当を伝
える)
お弁当ではアレルギー
に気を付ける
・ウインターフェスタに

招待する

・伝承遊びウイーク
・豆まき
懇談会で年後食試食
・お弁当ではアレル
ギーに気を付ける。

保育指針ポインド2

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

表 現

・味覚・食感を感じる

ままごと遊びを築しむ

・食材を触つたりしながら食育を
知る

・食材を使って、制作等を行つて

みる(野菜スタンプなど)

様々な感触に競れてみる

環境を通して行う

言 語

・食事のあいさつをす
る
。食材の名前を知る
・行事食を通して日本
の文化を知る

野菜の特徴に気づく

冷たい感触「つめた
いJ
食事の挨拶をする。

・ありがとう(簡単な言
葉)を伝えてみる

イにぎにぎ」

・行事食を通して日本
の文化を知る
「ぺつたん」
自ら「いただきますJを
する。

環 境

・プランター (きゅうり'
オクラなど)での栽培を
行つてみる
自らのペースで食事
を行う

栽培したものを食べ

てみる
・季節の食材に触れる

・口拭きなど身の回り
を整える

・おやつを自分で運
び、下げる
食材を購入し、受け
取りに行く
・冬野菜を育ててみる

給食のお皿を下げる
・盛り付けされたおmを
自分で選んで持つてい
く
。様々な感伺虫を楽しむ

人間関係

保育者と情結の安定
を図る

。食材の名前を保育者
や友だちと話しながら

知る

・―結に図鑑や写真を

見て食ぺ物を知る
・友だちと食事を楽しむ

友だちと食事を楽しむ

健康

・水分補給をこまめに
する
手洗い
・様々な食材や味を知
る
・よく噛んで食べる
・姿勢を整える

・十分に体を動かし、

空腹を感じる

・水分補絵をこまめに

行う

姿勢を整える

季節の食材を食べて
みる
姿勢を整える

・日本の伝統的な行事
食を食べてみる
。セミバイキングを経験
ずる
・姿勢を整える

保育指針ポインド1

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

食育の目標・内容

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・新しい環境や保育者に慣れ、見守れながら自分で食
べようとする

国での生活リズムに少しずつ慣れていく

・国での食事や色々な食材に慣れていく

・友だちや保育者の見守りの中で、一緒に意欲的に
楽しく食べる

食前の手洗い、あいさつなど食生活に必要な手順を
発達に応じて身につけていく

・さまざまな食材に触れる

・食具を正しく使おうとする・食べたい物、好きな物が
増え自分で進んで食べようとする

・散歩先の実のなる本や身近な食べ物を知る

・食器の片付けを少しずつ自分たちでやつてみようと
する

・食前、食後の身支度を自ら進んでしようとし、友だち
と楽しく食事をする
・多くの食材に触れ、味覚の経験を広げる

食具を持つていない方の手で、茶碗を支えて食べる

行事食を通して、日本の伝統的な食事に触れる

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



社会福祉法人あゆみの会 二丁目すまいる保育園安全計画
2024寄13月 21日 策定

◎安全点検

(|)施設・設備・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

・各保育室内の環境整備

(出入口、家具、床、窓、非

階段等 )

・合風対策

・防災倉庫整理、防災備品

の確認 (数量、消費期FR等

倍蓄の確認)

・園舎全体 (エアコン点検、

空気清浄機、ロフト、固定遊

具、出入口、家具、床、窓、非

常階段等)

・防災倉庫整理、防災倍品の

(数量、消費期FR等 )

水遊び中の園庭の点検

。園舎全体 (エアコン点

検、空気清浄機、ロフト、

固定遊具、出入口、家

具、床、窓、非常階段等)

。年船に合った玩具の点検

(大きさ・年船)

。水遊びのマニュアルの確認

(水遊び中の職員配置等)

。防火設備、セコム点検

・保育室内環境整備 (出 入口、

家具、床、窓等 )

・水道管の凍結防止対策

・散歩マニュアルの確認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検

(固 定遊具含む)

・散歩車の点検

・熱中症対策

・災害時非常持ち出し品の

確認

・散歩マニュアルの確記

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検 (固

定遊具含む)

防火設備、セコム点検

・保育室内の環境整備 (出

入口、家具、床、窓等)

*家具等の転倒、落下防止

の確認

・避難経路 (防火設備)重
点
点
検
箇
所



(2)マニュアルの策定・共有

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 事務所掲示

閲覧用フアイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育宝 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所
閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

2025年   3月  I日

2025年   3月  1日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  1日

十日

I日

3月

3月

2024年

2024年

2024年   3月  十日

2024寄1  3月  十日

2024寄i  3月  I日

2024寄i  3月  十日

2024年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

2021年 2月 I日

2022年 +0月 十日

2015年 4月 十日

2020年 II月 1日

2021年 2月 1日

2021年 3月 十日

2022年 5月 1日

202+年 +0月 I日

2022年 7月 1日

2021年 I月 10日

2022年 17月 十日

2022年 C7月 I日

202+年 1

2020年 十

月

月

日 (地震)

日 (火災)

2020年 +0月 2+日

202+年 3月 十日

2022年 II月 I日

図不客者対Aマニュアル

図ケガ発生マニュアル

図救急要請マニュアル

図救急対応マニュアル

団感染症対応マニュアル (予防・嘔吐処理 )

団熱中症。予防対Aマニュアル

団′ヾス送迎 マニュアル

団災害時マニュアル

団SIDS・ SUDI予 防午睡見守リマニュアル

日食物事故防止マニュアル

団食物アレルギー・アナフィラキシー対Aマニュアル

日誤飲・誤疎 マニュアル

図園外活動マニュアル

団水遊びマニュアル

図園児捜索マニュアル

団盗難・空き巣 対Aマニュアル

2



◎児童・保護者に対する安全指導等

(1)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

冬の健康的な遊び方・安全な行動の仕

方

遊具遊びや散歩時の事故防止 (再度)

・感染症対策指導 (手洗い。うがい)

・夏の健康的な遊び方、安全な行動の

仕方。

・水分補給をこまめにし、熱中症予防を

する

・水遊びでの事故防止指導

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

・予想される様々な災害や事故を想定し

た避難訓練

乳児・I歳以上

3歳児未満児

3



(2)保護者への説明・共有

・保育参カロ

・クラス懇談会

・新入園児説明会にて園の安全対策に

ついて説明をする

・保育参加

・消防署と連携し総合防災訓練を行う

。保護者に感染症対策について伝え、園で感

染症が出たときは掲示やコドモンなどで周矢ロ

する。

・保育参加

・クラス懇談会

・門を開けたら捲ず閉める

。駐車場内での安全な対痣について

。すまいるカードの携帯

・登降園時は子どもと手をつなぐ

・コドモンによる登降園チエックと家庭の様

子の記入

。安全な水服について      ~
・アレルギー除去の書類提出

・与薬が捲要な子への対痣、書類提出

・ロフトの使い方について

・安全計画および安全に関する取組の内

容についてコドモンにて発信する

。園だよりを活用し、取り組み内容の周矢ロ

をする

・消防署と連携し総合防災訓練を行う

4



◎ヨII練・研修

(I)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

地震

午睡明け

合風・竜巻による被害

地震・火災

(時間設定なし)

火災

(時間設定なし)

火災

夕方保育中の避難

不審者対A訓練

(時間設定なし)

震・火災

地震・火災

・災害

肺蘇生法講習 (AED使

方法含む)受講

火災

地震・火災

(総合防災訓練 )

・通報訓練

地震・火災

・通報訓練

。大規模災害訓練

(BCP)

。防災結品の確認

者対A訓練 (タト部侵入

應)

地震・火災

保育士の声掛けで動き

避難

お散歩訓練 (毎月実施)

地震・火災

(総合防災訓練)

・消火訓練 (毎月実施 )

(嘔吐処理・消毒等)

染症蔓廷防止研修

地震・火災

避難訓練の意味や方法

を矢日らせる

。消火訓練 (毎月実施 )

避難

訓練等

※ I

その他

※2

避難

訓練等

※ |

その他

※2

※ I「避難訓練等」設備運営基準第6条第2項の規定に基づき毎月十回以上実施する避難及び消化に対する訓練

※2「その他」「避難訓練等」以外の I19番通報、救急対A(′は肺蘇生法、気迫内異物除去、AED・エピペンの使用等)不審者対A、 送迎バスにおける見落とし防止等

5



(2)職員への研修・講習 (国 内実施 )

(3)行政等が実施する訓練・講習スケジュール

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加日途にかかわらずメモする

・エピペンの使用に関わる研修

・次年度の安全計画を確定させる

。マニュアルの見直し

・感染症蔓廷防止研修

(嘔吐処理について)

・インフルエンザ対A
・SIDS防止について (3全化月間)

・不審者対庵に関わる研修

・水遊びの際の安全について

。毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫)

・熱中症指数計測

・BCP(事業継続計画)についての周矢ロ

・救命救急講習
。人数の点呼確認訓練

・通園用バスでの見落とし防止

・散歩マニュアルの確認

・SIDS防止について
。誤欲・誤疎について

・アレルギー・R元往歴の確認

・七S、じみ野市防災訓練 (II月 )

・自衛消防訓練

・不客者対応訓練 (東人間警察署に依頼)
。オンライン研修(キャリアアップ研修等)の受講

◎再発防止策の徹底 (ヒヤ1)・ ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等 )

・ヒヤ1)・ハット事例の収集・分析をし、対策を考え所内で情報共有する(昼ネLにて毎日実施)

・事故報告書に基づく、事故防止対策の検討、同矢ロ

。毎月開催の看護安全委員会にて文責および対策の実施 (姉妹園間で実施されているか確認する)

6



◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等)

・コドモンアプリを活用した登降園管理により、出欠席確認等の安全管理につなげる

。自治会との連携、合同の避難訓練、防犯訓練 (実施できる場合)

7



2024年度  自衛消防訓練計画 【 三丁目すまいる保育園 】
手子牛場 所 E寺閻帯 辞婁鮮場所 ねらい 内容月  日 種 別

嚇 員 flジ 忘 思

関東北部にて

震度3程度の
揺れ

10:OO
午前保育中

室内の安全な場

所
・避難訓練に慎れる
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

征
る
に
知

4月 15日

(月 )

地震・火災

初期消火

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

室 困の安 全 な場 Pオに避 鉦 l米育
=υ
l子再不

に従う

防災頭巾 避難靴の着用
・人数確認 報告
・落下物・転倒防止などの確認
・避難口に移動、整列する
・初期消火

5月 15日 (水 )

地震 火災
初期消火

関東南部にて

震度4程度の
揺れ

10:OO
午前保育中

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入口

まで移動

厨房より出火
午前保育中
10:00

室内の安全な場

所

↓

各クラスの出入ロ

まで移動、整列
↓

三丁目公園集合

・火災の避難の仕方を知

る
・階段での避難に慣れる

(わくわく組 )
・保育士の話を聞いて、
安全に避難する

・至内の安全な場P'iに避要筐・保育■の1目不

`こ

布ヒう

防災頭中・避難靴を着用

避難口に移動、整列する

園庭への速やかな避難
人数確認・報告
消火訓練、通報訓練

6月 14日

(金 )

総合防災訓練
火災

初期消火

・水遊び時の避難方法を

知る
・衣服が濡れた時の状

態を知る
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

・安全な場 P,「に避癸にし、l栄 育主の子営不に征

・防災頭巾 避難靴の着用
,水遊び時の避難方法の周知
,人数確認・報告
・消火訓練

7月 16日

(月 )

地震・火災
水遊び時の避鈍

初期消火

関東北部にて

震度3程度の
揺れ

午前保育中
10:30

安全な場所
↓
待機

・安全な場所に避難し、保百士の悟示に従

園庭への速やかな避難

防災頭巾・避難革llの着用

人数確認・報告
・消火訓練

厨房より出火

午後保育中
16:OO

軍困の安全な場

所

t

各クラスの出入ロ

まで移動、整列

降園時の選難に慣れる

・保育士の話を聞し

安全に避難する

8月 19日

(月 )

火災

初期消火

登園時の避難に慣れる

保育士の話を聞いて、

安全に避婁佐する

室P]の 賢字な場 P,「に避鉦・1呆育
=υ
l硝不

こ従う
。防災頭巾・避難靴の着用
,人数確認 報告
・落下物・転イ至l防止などの確認
・登園直後、年前おやつ中の避難

避難口に移動する

初期消火

9月 17日

(火 )

地震 火災

初期消火
埼玉南部にて

震度4程度の
l呂れ

午前保育中
9:15

室内の安全な場
所

t

各クラスの出入口

まで移動、整列

安全な場所に避難し、保育士の指示に従

園庭への速やかな避難
・防災頭巾・避難靴の着用
・人数確認・報告
・消火訓練、通報訓練

関東全域に

震度6程度
午後保育中
15:30

室内の安全な場

所

↓
各クラスの出入口

まで移動
↓

三丁目公園移動

・保育士の指示に従い、

安全に避難する
広域避難場所 (三 丁目
公園)において、落ち着
いて過ごす

10月 ,7日

(本 )

総合防災訓練

地震

広域避難場所

(三丁目公園)ヘ

の避難

初期消火

伝言災害ダイヤ

ル体験

保育士の指示に従い、

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾・避難革iとを着用

避難経路の確認
・人数確認 報告
'消火訓練、初期消火
・広域避難場所までの避難、誘導
・園からの持ち出し物資の確認

予告なし

11月 15日

(金 )

地震

初期消火

関東北部で直

下型地震発生

震度6程度 時間未設定 放送の指示による

調乳室より

出火
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する
・出火場所を考慮して安
全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認)

防災頭中・避難靴を着用
人数確認・報告
・初期消火

予告なし

12月 16日

(月 )
火災

初期消火

・保育士の指示に従い

安全に避難する

・保百士の指示に従い、避要にする
。防災頭巾・避難靴の着用
・避難経路の確認
・人数確認・報告
・初期消火

予告なし

1月 15日

(水 ) 地震 火災

初期消火
埼玉県北部で

震度4程度
時間未設定 放送の指示による

虹組より出火 時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近く1こいる保育士の所に集まる(人数の確

認)

防災頭巾 避難靴を着用
人数確認 報告
・初期消火

予告なし

2月 17日

(月 )

地震 火災

初期消火

・地震、火災時の職員の対応の理解
・色々な災害発生場所を想定した避難経路の確認をと

・消火器の使い方の確認をする。(総合防災訓練時の水

中に防災頭巾をかぶる練習をする。又、手t児は保

地震の際は出入り口を開ける。

人工呼吸、心臓マッサージなど救命救急の方法を理解

消火器の使い方を知る。
火元の確認・把握をする。

初期消火に向かう際は、必ず大声で周りに状況を伝え、

火元の手前から徐々に近づいていく。

防災頭巾・上履きを着用する。(訓練時)普段の訓練時

引き取り時、保護者の確認をして、子どもを渡す。
(必ず「すまいるカード」の確認をする)

【指定避難場所までの避難】
・三丁目公園、福岡中学校まで避難方法の周知。
・子どもの安全な誘導、職員の連携を取る。
・園からの持ち出し物資の確認をすることで、再度イ可を持

【時間未設定での避難訓練】
・通常保育の中で、放送に指示に従い避難する。

訓練時間、避難場所、避難方法に関しては、未設定とす

日 の

は

レ・

自衛消
て確認

(火災予分担表 防の担当者

緊急事態発生)を理解し、 に備え

'避難靴 避難
けヽないもの・

→肖避難経路 設置拐所火器の 防災頭巾
し袋・避難時に持ち出さなくてはし

身が落ち着し自

自の任務を声を桂卜け合t

々 避難靴の有無、 幼児は靴

整列

仕 方

タオ
、雑オム

々

ティンュ、救急薬品 ,レ

巾ツ おしり拭き

る。

に速や力Чこ誘だ

正確な人

ピシ

・ヘルメットの着用

【火災・地震訓練】

事務所に知らせる(コ

なヽいか確認をする
廊下

る。

ど )

の確認・火元から遠ざかる。
確保(荷物等で塞いでしよう

よヽうに)をする。

中で慣れるよう西己慮する。

災の時は窓を開める。

ける。カーテンは下るす。
上 )

外の整理

る。

整頓 )
頃より国内外、

|き取り訓練】(予定 )

用 。

出したらよいのか検討する。

らなくなるため)

導する。
(2次災害の防止 )

る。→内線による報告可

ホールなど各部屋に子ど

練(初期消火)】
身の安全の確保をする。

放送の指示による

保育士の指示に従い、

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認 )

防災頭巾
・人数確認

初期消火

・避難酎とを着用
報告予告なし

3月 17日

(月 )

地震 火災

初期消火 埼玉県南部で

震度5程度
時間未設定



2024年度  三丁目すまいる保育園  保健計画 年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育園での生活を送る

家庭日地域との連携

保護者連絡・連携

・家庭調査票の提出・確認・活用
く適時>
・体調変化に伴う連絡

(保護者連絡の目安・緊急時等)
・感染症の掲示、コドモンの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医療受給者証の期限切
れ案内

・歯科健診の結果・治療の案内

・内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣月限の切り替え

お弁当への注意 (安全WT)

冬の寝具・衣類の切り替え

内科健診の結果・治療の案内

・冬のスキンケア(あかぎれ、しもやけ)

buru―

・生活リズム (活動と休息)
・園での生活
・清潔について (爪・頭髪)
・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時)

・熱中症
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

夏
皮
の感
膚の
染症
清潔

・夏を乗り切ろう
・夏の生活習慣

・虫刺され(蜂・毛虫)
・救急の口
・生活リズム・感染症

・目の愛護デー
・予防接種
(日本R凶炎・インフルエンザ)
・冬の服装 (下着の着用)

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

ツロウイルス・嘔吐の処理
・丈夫な体を作る

耳の日
進級、卒園に向けて
花粉症

園内研修日職員周知

・環境の変化に伴う事故発生に留意
する
・戸外活動の注意点(熱中症Ⅲけが)
〈適時〉
・新入園児のSIDS
/SUDI・ブルーの注意喚起

・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

熱中症予防
虫刺され・イカリジンでの虫よけ対策
(11月 まで)

水遊びの注意 (感染・事故)

緊急時の対応 (救命講習)

・空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席について

・空気清浄機点検・整備
マニュアルの見直し

子どもへの働きかけ
/保健行事

・入園時健康診断

〈毎月〉
・身体測定

・熱中症対策
(帽子・水分補給等)

・歯科健診
・虫歯予防デー
・内科健診

皮膚疾患などの把握
水遊び時の注意事項

・世界手洗いデー
・目の愛護デー
・内科健診

・手洗い指導
・咳エチケット

毎日・毎月・随時
/看護分科会

く毎日>
・視診 (体調不良の早期発見)
・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握
・病欠・体調不良の子どもの把握

<毎月>
・身体瀕1定・記録
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証・乳児医療受給者証の期限
チェック・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、既往歴の把握
・救急箱、預かり薬のチェック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職員)

く随時 >・ 体調変化に伴う連絡・対応

(保護者連絡の目安・緊急時等)
・感染症の掲示、
コドモンでの配信
・体温計の管理
・お散歩バック内

救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・嘔吐セットなどの備品管理
・感染症発生時の対応・注意喚起

保健計画の評価・検討

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・補充
・身体測定グラフの配布
(全園児)

保健目標

進級・入園に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える
・園での生活に慣れる)

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する
歯を大切にする

暑さに負けず、
元気に過ごす

けがに気をつけて、
体を動かす

体を動かすことを楽しむ

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

感染症や

風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認す

る

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



今和 6年度事業計画

鶴ケ岡すまいる保育園



2024年度 鶴ケ岡すまいる保育園 全体的な計画
義
‐
護と教育の一体的展開

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I指針に基づく保育を行う 2.子どもの人権を守る 3.発達を適切に援助する4家庭・地域と連携をする 5.保護者の支援を行う

自立博を育む(体を動かすことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子 人と関わることが大好きな子 )

信じる保育(子 どもを信じる、大人を信じる、表現を信じる)

主な行事

人園式

貌子.Sれ あい遊 び会

もちつき

成長晨

■回式

1気付く力 2工 夫する力 3楽 しく頑張るカ

幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿

健康な,こと体

自主ド

協同性

進徳性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり 生命尊重

数量 図形、文字等への関 d感 覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

小学校との連携

学校訪 Fo弓 連絡会議への歩力E

教員との電話や面談なと

“

〔よる直警的なやり取り

情訳交換会なとへの歩加

鶴ケ同小学校への広裁逮難訓夕練

職貫の資質向上

すまいる委員会 ワーキングチーム トミーの日、CCWクオーレのB国 内研修 園外ζ耳修GT臨床育児保育研究
会 キャリア7ッ プ研修、自己評価制度 鶴ケ舞協議体

5歳児

揆乳 睡 BR桐 1泄なと

せナⅢよく感じられるよう

に関わウ
=理
的欲求を

十分満たす。

一人一人の生′もリ

生理0つ欲求を十分

満たす。

食手排泄なとの活動を,こ

して自分てしようとする気

持ちが芽生えるようlξす

安全て判央重な環境のヤて

身の[。]つ のことを自分てしよ

うとする気持ちを見守りなが

ら援助をする。

l鷲療で安全な生活にX要な習慣
が身につくように見守り個′?に たし

て援助する。

健康で安全な生活にX要な習慣に 健康で安全な生活にX要な習慣を身
に付け、自ら意欲的に行動てとるようにを持ち 白ら出来ることの事びを

感じられるように援助する,

一人一人の子どもを主体として契め、

肯定する気持ちを言葉や 1‐ 度で伝え

自分への自信 をF貿得てきるようにする。

目標をもってす甘

`戦

したりあきらめずに

やり遂げることでュエ成感を味わい 森?

な生活や遊びに憲欲的に取リイ且む.

お友遼と思いを伝え合う中て 協力し

て物多をやつ遂げる大切さや充実態を

味わう。

地域の人など自分の生活に関係の深

い人々に親しみを持つ。

友(=と 考え言葉で伝え合い、相手の護

を問こうとする意欲や態度を身に付け

遊びを発展甘せる。

習字を拉うして文字に角uれ る機会を4

1蕪々な事物や自然に主体的に関わり

試したり発見したt'しながら、工夫して

遊ぶ。

と
'と

の中て物の性質や敷霊、図形 文

字 時 F色弓なと

“

E関 (を 持ってかかわる。

現したり、演して遊んだりするなどの楽し

さを味わう。

綺麗なものや素g苫 らしいものに触れ、

自分のやく現に生わヽそうとする。

食ぺ物と体のl驚康との関係に輿味を

持つ。

食を重じて 自分の体に輿味を持つ。

4歳児

一人一人の子どもが主体的に活璧|

し 自発1■や探索意欲なと
・を高める

とともに自分への自信が持てるよう

に見守り迪切に働きかける。

全身を使いながら様々な遊 _日 ゃ用

具て工夫して遊ぶ。

健康 安全な生活に)`要な習慣や

態度に関 、・を持ち身に付けようとす

自分の思いを伝えた

'1日

子の
`と

を

町いたりして会話を来じむ。

給本や、(ヽ茎居などを通して ストー

リーや吉素の面白さに丸付く。

自然や身近な手物に興味を持ちエ

夫して生活やテ好_びに取り入れる。
身の回りの1・,の 色 重 形などに関′む

を持ち救えたりししべたりする。

態したことや、イメージしたものを

自分なりに工夫して士ろうとする。

ないたリイrつたりすることを来じ

み、遊びに使ったり飾ったりする。

食べ物や栄終に関して興味を持つ

食のプロセスに興味を持つ.

環境設定

十二等氏 ワークショツプ

白回 姉女木園てのワークシつッヴ

*環境整倍した内容に関しては 子ともの姿なとを写

真や動面などでも発信する場を作る。

(ゾーン)や理具の充実。

イ定期的にコーナー (ツーン)の 見0し を行う。(興味

や聞だ、発達にあっているかなと)
⇒各クラスコーナー担当を配置し l算味 聞ミ 発達に

たして遊具等を見直す。
⇒クオーレ環境整緒担当者による確翼や提案

*環境整備についてはプロジェクトチー
`、
を立ち上げ

ワークシヨンブ前に「Pくらず 話し合い 整備を進めてい

保育指針のボイント2

3歳児

子どもの気持ちや考えを受け止

め 白我の形成とともに主体的に活

動できるように振動する。

十分に体を動かしながら様々な

扁員や遊具を使った遊びを楽しむ。

自分でできることは自分てしようと

する。

ブライベートパーンについて考え

友l工と鳥いを伝え合ったり問わり

を深めるヤて 簡単なルールを守っ

て遊 Iごうとする。

口ったときにどうすればFをいのか
自分て考える。

経験したことや感じたことを 自分

なりの言葉で伝えようとする。

生活や班びにX要な言葉が分か
り使おうとする。

=′
舌の中で、様々自然や事素に触

れ 規しみを持って自分から問わろ

身の回りの物の色 豊 形なと

“
=関

ミを持ち、分けたり集めたりする。

生活の中て、様々な音や色や形手

触り動となヒ〕こ気付いたり感じた

感したことや考えたことを自分なり

に表,見して来じむ。

知の1ス穫に口1味を持ち食べる楽し
みにつなげる。

地域の実態との関わり

半つどいの広場てはイベントをえ交させていく。(ラーニングストー

'一

試全全 個】」オg;央

安全対策

毎月避難T′η期消火釧練 総合防災剖練 (2回 )BCP計 画の同ケロ見直し
彗通救命教急誘習 SlDSttκ、不客者対κ (年 2[・]、 警察と連携して指導してもらう″箕会をつくる)

いのちのリスト(ハザードのl李去)、 と】力
'カ

イアンスの活用 アレルギーヘの酉Eだ ヒヤリハットの分析と具体

的な対策
救サの口(戸外での災害なとを起定した訓練)大規模災害計画の見直し、剖‖練の実施

2歳児

自己
=張
を受け止め 一人

ひとつの気持ちに共感し、白

我の奮ちを援助する。

身の口りの事を自分からし

ようとする。

全身を使って遊んだり・'外
を十′刀`歩く。

ブライベートパーツについて

知る。

友建と一緒に過0す 葉じせ

を去Dり 鞣々な遊びを通して友

達との間わりを深めていく。

局グルーブとの交流

を広げる。(B子 を感じる 自然物

様々な野寡や出来多を通 し

て イメージを豊かにする。

生活や遊びの中で 宴味あ

なりに表現する

く,に輿味を持つ。
クノヤンクЧこ歩力Eしながら他

してを味わう。

十歳児

意味や気持ちを理解し

やり取りすることで安,ぜし

て自分の気持ちを表すこ

と力ぐてきるようにする。

簡単な身の口りのことに

14味 を持ち 瑳びの中で

十分体を螢l」かしたり戸タト

をケくことを楽しむ。

保育者を仲立ちとして

友進 とのやつ取りを来しみ

ながら関ミを広げていく。

国ったときにl黒 育者に仕

車や言菜て伝えようとす

保育者のた答的な問わ

りや話しかけにより 自ら

聞単な言葉を使おうとす

伝えようとする思いに共
態する。

身近な自然に興味や闘
すヽを持ち 探舞して遊,ぶ。

身近な環境に親しみ保

有者と共に生活や速σを

楽しむ。

生活の中で、様々なもの

から沖1激を受け せ行くま

で,蜀わることを楽しお。

楽しく雀ぺる。

0歳児後半

要よ́や愛着行動を

しっかりと資容し安
だして過ごせるよう

§身の発達(使やかにのびのびと言つ)
,電康な′むヒ体を首てる。

指先を使つた遊びを楽しむ。

のびのびと体を動かす。金べることを楽しむ

十分に]監 gRを とる。

社会的発達(身】丘な人と気持ちが通じ合う)
人とF“]わ る力の基盤をおう

身近な人と共に過ごすきびを感じる。

体の動き 表情 発声により気持ちを追わせよ

生活や遊びの中で、保言者や友盗など身近

な人との存在に気付く。

関わりの中で口の形 音声の模倣を楽しむ。

精神的発逹 (身近なものと関わり歓声が有

つ
)

身の回りのものに親しみ 様?な ものに獲世味

や問せを考つ。

見る、触れる 探索するなと身二千なIく境に自ら

聞わろうとする。

1熊 ?な 素イに局虫れて案し0。

表崎や子足 体の動きなどで自分を表現す

離■を]電める。
子●から金べを大

家族の状況及び保護者への支援

越譲含テム
'ド

ても重宜意見交換の場を作る。(泰話会の問に損」す)

O歳児前半

況線を合わせ表情避

かli関 わりながら せ地

よく奏′道できる関4ンFをつ

たつ,Sやつとミルクを飲む。

1入 爾語 釘 9'不 イント I

保育理合

保育方針

すまいる保育園の目標

今和5年度の保育テーマ

衛生 健康

内科検診 (2口 )占岩健診 (曰 )
*健診についてIよ回医とIB談

害虫務ヒ除 占磨指導 手′先指諄

清!弔 ′嵩苺
`ヨ

光消毒、プライペートパーツ

育みたい資質 台Z力 の3つの柱

保育 目標

生命の保持

情緒の安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

食育

養

護

教

育



2024年度保育計画 (乎L児用)
子口当

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立趙を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

子どもを信じる保育(①自然の中で思い切り遊ぶ。②多様性を調め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 表現を楽しむ(わらべ歌・歌・手遊び・リズム・楽器・素材)

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

乳児のわらべうた

iOの姿

健康な鳶と体

自立鳶

協 同′陛

重終性・規算E怠融 の牙 生え

社会生活との関わり

忌考力の牙生え

自然 とのか か ,々り 生常 畢 皇

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

昌」ヨ三4士

主な行事

入園式

子 どもの 日

クラス懇談会

歯科検診
,S、れあい遊び会

総合防災訓練

七 夕

内科検診

ハロウィン

サツマイモ堀

秋祭リウイーク

焼

ウインター4フェスタ

お省十つき

二月あそび

クラス懇談会

飾分

ひな祭り

保育目標

保護者支援
ぞめ子田ヽ 'つ ■`4′衿を

取り合い、信頼関係を

築く

離乳食のやり取り

薄着のお願い

保育参カロのお願い
1

!症の

占を

↓
燒を手会への参加

ベストなどの準備依頼

冬の感染症の注意喚起

ウインダーフエスタ
ヘの参カロ

恣談会にて来年戸又

に向けて情報発信

―早間の属長を
=び合う

夏の感多

注意喚貫

異年欝垢

伝えてい

身近なものと関わり感性が育つ

【写間を重してJ

様々なものに手を伸ばす

(操作できる玩具、人形、箱と小物、

ボール、型はめ、ガラガラ、小物玩具、

積み木)

散歩
I音の出るおもち I

I

■
自然物に触れる

|ゃに触れる

(水、草、花、虫、砂、士戸
水や上に

触れる

水遊び、氷

遊び、ミス

ト

・花を見る
・虫の動き

を見る

シャボン

玉

・日差 し、

影、光、雨

・様々な感触を楽しむ

(水、氷、クレヨン、

新聞紙ちごり、タンポ

新聞紙、水、寒天

粘上、絵具、布、水)

感覚遊び

鳳を感じ

「蒟畳垂亘J」嗚
る

焼き芋
! ・ トンボ

!・ 落ち葉、ど
Iん ぐり、松ぼ
1つ くり

L● 雲のインノ _
・クリスマ

スの雰囲気

i・ 氷    i
i ・回庭の霜 i
i、 霜柱、氷 i

lた言』堰S I

L____I

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.適切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

環境 を通 して行う

身近な人と気持ちが通じ合う

I

|

i友達の存在に気づ

iく

【年間ど蓮じマ

「

―― ―」

・体の動きや表情、発声、哺語などをやさしく

受け止めてもらい保育者とのやり取りを楽し

む。

わらべ歌、絵本、,S、れあい遊び。
・保育者や友逹の真似をする。
・異年船の子に興味を示す。

・散歩に出かけ、地域の人と関

わる (声掛けに反応する)

・ら、れあい遊び会に向けて

! ・地域の人とやり取りをす

!る 。

健やかに伸び伸びと育つ

【年間を迫して】
・保育士等による愛情のこもった痣答的な関

わり1こよって′む身共に満たされ穏やかで安

定した生活を築く

安越した'亦園気の中で授乳、食事をする。

・室内、テラス、園庭の探索
室内:マットの山、太鼓橋、平均棒、ソフト
ブロック、ロノジー等全身を使って遊ぶ

園庭 :築山 (タイヤの階段、糾面)、砂場

保育指針ボイントI

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2024年度の保育テーマ

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

保護者と一緒に保育者と関わり、新しい

環境 新しい保育者に慣れる

室内外で十分身体を動かす。
・たっ,Sく りとミルクを飲む。
・発達にκじて、離乳食を楽しみながら食
べる。

名 元 を侵 つてめそ ひ を条 し0
・室内外で十分身体を動かす。
・様 な々物に触れ感触を楽しむ。
・たっ▼Sミリとミルクを飲む。
・発達に應じて、離乳食を楽しみながら食
べる。

途中入園があった時は、上記の

ねらいを繰り返す。

4月

5月

6月

7月

8月

(7月

10月

11月

12た

1月

2月

3月



2024年度 鶴ケ岡すまいる保育園 保育計画 (|、 2歳児)
聖 仕

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立慮を育む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

子どもを信じる保育(①自然の中で思い切り遊Sto②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む)表現を楽しむ(ゎらべ改・獣・手輩び・リズム・楽器・煮材)

気付く力を育てる・工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

iOの姿

健康な′こと体

自立′は

協同性

道終佐 規範逮識の芽
=え

社会生活との関わり

尽考力の芽生え

言葉による伝え合い

豊かな感性と孝<現

わらべうた

昌U工仕

主な行事

人園式

子どもの日
クラス懇談会

内科検診

首科検診

、S、れあい遊び会

終合防災創練

七 夕

歯科検診

サツマイモ堀

秋祭リウイーク

ナえき学会

ウインター4フェスタ

お餅つを

二 月あそび

クラス懇談会

部分

ひな祭り

副 園長 /三 仕

保育目標

地域連携

地域への挨拶

夏野菜の首の購入

消防署との連携

欲老の日

燒さ学会

お併つきボランテイア

伝統文化ウィークリー

園 おた

保護者支援

泥、砂 水などの感触

給の具、クレヨンなどて様々な,寝現

様々な素材に競れ表現する

手遊び、歌、ダンス、リズム遊び

音遊び

家庭状況の把握

園庭遊びの説明 (BR

の汚れ等)

雨の中での遊び

業紙  ICじみ絵
嗚子をならす

水遊びにおける半構、
フィンガーペイント

色水

夏野菜スタンプ

寒天

I_

風船

i花曇傘望
を使つ

I(ど んぐり、落 I

ハサミ駒
I:琴事
郷まっ

― ― 一 J

I____ Iの専業たの′二鷺喚鷺

1  クリスマス製作 (オーナメ

i イt,5歩 _フ ェスタての製
I作等

I

1予
議種嶺線iて了

|

L_____― ― I

i観全鍵
製作
         i

歩力a

保護者との相互理解

懇談会にて来年の

見通しを持つた

姿を伝える

ひな察り製作 一年間の成長を

喜び合う

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1.指針に基づく保育 2.人権尊重 3。通切な発達援助 4.家庭。地域との連携 5.保護者支援

表 現

凍境を通 して行う

言 語

園庭をケく、定る、築山を登る

薗庭の固定遊具 (※′骨り合、g―プの

ばり、アスレティック)

三輪車やストライダーなどの遊具て体

のバランスを整える。

鉄搭 平均台 太鼓橋などの運動遊具

野菜の我おを通して食べ物への奥味

間ドを持つ

い檜な淫黙メ
ターホ松公園)

保有者とのかかわり

気持ちを受け止めてもらう

手伝い

友i圭 との間わり

ままごと

見てまねる

同じ猿とびをしようとする

身覧な昆虫や小動物に触れる

手師をなじる(草花、自然現象)

挨拶

桜(お花見)

身近な昆虫深し

買野菜の首を権える

こいのぼり

ものの名前 保奮者や友連の名前をや

り言葉で表す。

絵本 紙逮居 パネルシアター ペープ

卜など

猿育者や他児との言葉ての伝え合い

地ナ北の方との関わり

あいてつ
水、泥、砂などに

B虫れる
シャボンエ遊び

水構の生き物
栽培活動

¬雨の日活動

カタツムリ、
ザリガニ、パッ
タ、かえる、ゲ
ンゴムシ、クワ
ガタ、カプトム

あじさい
シヤボン玉

βしたことを言葉にする

嚇近オ音を言葉で表現する

曽釧 1稔敬伊を増やす
集団遊び

T漱イ0遊び
gフ トにメュ(る

水遊び

ボールI嵯び

夏ギT菜の収穫と調
理

水を利用した遊臭

てダイナミックに遊

I ttξ写,ん 礎氷 ばさみ遊び

L 笹の葉 分の言葉で思いを表現する
氷遊 t卜、色水遊び

水遊び (水車、ミストなど

(大 や」ヽ)七 泥遊び

夢テラスで水,tび

ロフト下

(プロジェクター遊び)

:恥軍編島戸 !

Iすことを案しむ  I

I羞
ど鼻g抑 十

1_____1

I ttτ与▼視協
1方との関わり

お芋ほり (焼き芋)
トンボ
落ち菜、どんぐり、松ぼつ

「トリックオフトリート

」など言葉の響きを楽しむ
地域の人に挨拶をしたり
、やり取りをする。

レジスター買い物ごつこ

L

1貌子て製作を薬しむ
i 
クリスマス装|“ |

|

1
お二月遊び (凧あげ)
氷作り
雪遊び

正月進びを
楽しむ (凧、
コマ、福実い 氷作り

回膚の籍

、霜柱、氷

雪が降つ

たら雪遊び

お二月の挨F,

節分

I豆まき (鬼は外、福は内) i

l_______j

お雛様

I____

― ― -1

きを感じる (風の変化、暖 |
かさを感じる)      i

見探し

氷作り

雪遊び 養榛g号と毛進々捲9`阜を損I

友速の存在を知る       I

― 一 一 ― 一 一 ― -1

環 境人間関係健 康

保育指針ポイントI

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2024年度の保育テーマ

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

好きな整

'び

を見つけて楽しむ 散歩を楽しむ

(新入園児)園庭や室内でゆっくりと過ごし、安
ドして保育園での生活に慣れていく

保育者に見守られながら、さまざまに工夫し集

中して遊ぶ

草花や昆虫などに角虫れ、自然に親じむ

梅雨の時期を快適に過こしながら自然に興味

関
`を
もつ

保育者等に手伝ってもらいながら身の口りの事

を行っていく

保育者や他児と関わりながら、水J与びなどの夏
の遊びを存分に楽しむ

過切な休怠や水分,需給、着替えをして、健康に

過ごす

全身を使って外 室内での遊びを楽しむ

気づいたこと、感じたことなどを簡単な言葉で

表現して楽しむ

他児と一緒に遊びを楽しむ

行事などを通して地域の方との交流を深める

自分の思いや気持を相手に伝えようとする

考えや尽いを伝え合う経験を重ねていく

季節の自然に掘虫れ、遊びのなかに取り入れる

保育者や他児と挨拶などの簡単な宮葉の模倣

や

やり取りを楽しむ

身の回りの事を自分でしようとする(着脱 轡E膳

(ト レーを使って)たたむ)
雪 氷などを使った遊びを通して冬の自然に親

じむ

戸外 室内共に全身を使って遊 ,Sヽ ことを楽しお

少し先の見絶しを持ちながら生活したり遊んだ

りする

気の合った他児と遊ぶことを楽しむ

見立て遊びやごっこ遊びをして、保言者や他児

と言葉のやり取りを楽しむ

4月

5月

6月

7月

3月

(7月

iO月

1'月

12月

I月

2月

3月



2024年度 鶴ケ岡すまいる保育園 保育計画 (3歳以上児)

基護と教育の一体的晨関

生きる力の基礎を育む

自立鶯を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

子どもを信じる保育(①自然の中で思い切り遊.工。②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む)表現を楽しむ(わらべ歌・歌・手遊び・リズム・楽器・素材)

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく預張る力を育てる

iOの 姿

健康なゞと体

台立だ

協にo,性

!逮徳性 規範意識の芽生え

社会
=′
ととの問わり

思考力の芽生え

自然とのかかわつ 生命尊重

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

わらべうた

副ユ任

主な行事

人園式

お花見 バス

,佐沼公園

クラス懇談会

内科 函科検診

総合防災剤練 大キ祭り

,佐沼ザリガニ
'コ

リ

かき水

笹取り

上揺回七 夕祭り

お月見

盗足

総合防災剖練

触れ合い遊び会

内料ぃ診
バス

和口」」登 JJ

丼つき

び会、凧あげ

市分

長晨

ひな射渕絵
卒園式

焼き芋

伝承あ妄

畠」薗長/主任

保育目標

地域連携

姉妹園交′́し

体,粟配信

長野菜の首の購入(1箆t
園去 )

J属託医との連執

消防署との連携

七夕動面

自然発表 (ZOOM)

冬野菜の種賠大、ワーぢ
シヨンプ

嘱託医との連携′弩F′■署
の速扶、ハロウィン勤面、

書館へいこう

郵便局見学

勤労感謝ウィーク

ごみ峡集車
→ごみ処理施設見学

燒き学会

お併つき

お二月 伝,7、遊び会

資源口峡施設 (今昔村

小学校訪間

幼保小連絡会

梅祭り

保護者支援

子どもの日々の様子の伝

達と収集

連体中の様子の伝え合い

達足への歩力9

築tL改 修のワークシヨンブ

懇談会、保育歩カロ

保育の意図 (価値)の 説

明

大キよてこい祭り

水遊びにおける準備

安全対策

弁見子で飾る

夏の感来症の注意喚真e

秋祭り,S、れあい遊び会ヘ

の参加

保護者との相互理解

災害H寺の緊急連絡の確認

院き学会への歩カロ

速足へのな力E

ウィンターフエスタヘの歩

保護者との相互理解

冬の感染症についての注

意喚起

懇談会へのみ力g保育所
保奮の_煮図(価値)のオE
互理解

成長晨
一年間の成長を暮び合う

保育指針ポイント2

自分のことお゙好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.連切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

表 現

感動体験を増やす

身重オ環境十分に関わる

こ蘭講師による指導

給本 音楽

水遊び

下]どい、平均合を工夫する

プロジェクト保育 (内容決定)

給面 おままごと

外で楽しめるエ

夫をする(コ ート第l作 )

ジェクト保吉 (作成開始)

り「布&ビニール

兵llメ

たりして薬じむ

物語月PEE

興味のある音楽に合わせて踊る
プロジエクト保育 (完成予定)

患したことや考えたことを告や

動きで表現する(体操、サーキッ

ト)

敬老の日の子窓イ十リ

自分の好きな水婆を、身に付け

地域を口る さまざまな共材を、
工夫する

焚火の堰と臭い 炎の色、熟

サンタヘの手紙 (カナダ)

さまざまな素材を使い、志装を

発展させる

和紙の感2政  習字

二月遊びを楽しむ

(独楽回し羽報つきなど)

名人認定証の発行

春の訪れを感じる

(春一番の風の音

草木の妄F「 芽の色など)

| 卒固製
`府

環境を通して行う

朝の会やナ語りの会の中て言葉
による伝え合いを案しむ絵本や

物語に貌じむ

宙活 星活

義人の際のお店屋さんとの対

話

野菜のかんばんつくり

を動について気付をや発見を
伝え合う

サークル活動(こども会議)

短冊にお願いを奮<

文字で伝える楽しさ

自分の意見を文字に表す

劇あそび

回鑑を使って調べる

名前 生態

手紙遊び

言葉の書をや使う薬しさ

危険やルールについて伝え合

制t物イ乍品紹介

二月遊びを楽しむ
(かるた すごろく)

本や物語に親しみ、想像を巡
せたり言葉のリズムを楽しむ

|

お別れ会 卒園に

向けてアイディアを
J!じ合い表現する

環 境

足元の算花 桜
ザリガと、カメ飼吉

園庭の■台

お花見 春探じ

虫探じ木エ

命の不思議さl争佐沼ザリガニ

釣り

1 幣

逮瀦螺切0
ドングリのJ!来始め
色水あそび

0適

↓を公1重のドングリ集め
ひまわり、朝古頁のイ壺

台フ八ぉ」ィ乍
ドングリを育てる

けやの森の林遊び西中央公園
のイチョウ 色、大きさ、二

秋の自然探し

落ち策 ドングリの根

生命の不屠議さ

赤松公園

編み物

亀久保凸公園の寒桜

二月あそび

伝統的な遊びに親しむ

園庭の,層と霜柱

白然の変化

雪
七彩の街の権

(梅の種類)

,オと薙礁;ど
れ

人間関係

舶を作る遊びの選,'＼をする自分
でをえ自分て行動する
お当番活動

 |

ナて取

目的に

人ヒ連

考える

、1こ 親

と訪 F口弓

ヽ
霞

)

続しむ

脹
通
為i聖兵P房

|え

た

首を植える

共通の目的の実現にや

り細む

公共の交通機関を

野菜を作るという共通σ

F口]けて試行錯誤す

執

叉慕した野菜の使い迫望

高欝者をはじめ地サ′見の

しみを持つ

近隣施設訪聞

ロヽウインて地獄のお宅

焼き学会を地域に案

親子で製作を
‐
ス族を大切

近「芥保有園との交|

紀範患識の芽
='

i分 という文化や伝統「
姉妹園交流

健 康

いろいろな遊びのやて存分に
体を動かす

望ましい金習慣の形成

宙グループ少装文て散ケ

野菜チップス

'く

り

熱中症についてれる

色ぞオスボーツ
カプラ

自分の健康に関dを もつ

外国の料 ,里
ペープサート(奮育)

十分に体を動かす気持ちよさ
を体験する

愛の感染症について知る
シロップづくり

夏野菜の収療と調理食ぺ物へ

の奥味 関d
全身を使って踊る

親子で体を動かす気持ちよてを

体験する

救サ活動

安全な生活に必要な習慣に気

付く、食の大切さに気付く

kの種類,産地,買い物,炊飯
焼き手の,匂い,3,形

1占ξギ蛋舜亀筋軽譲報
を

やりたいことに向かつて預 ,際

節分のX▲本を通 じ

白ら生活にX要 な
慣や態度を考える

習

交通安全の習慣を身につける

保育指針ポインH

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

2024年度の保育テーマ

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらt

,,き な遊びを見つけて 友たちや保有者と十分に楽しむ

身近な春の自然に触れ興味をもつ

好きな二けびを見つけ さまざまに工央し集中して遊、Sく

友だちとの間わりを広げ、一緒に楽し0こ とを知る

友だちと共通の目的をもつて遊ぶことをきび 十分に楽しむ

手師の変化や特徴に気
'き
、興味や間せをもつ

友たちと共通の目的をもって遊、Sヽ中で 自分の患つたことを

相手に伝え オロ子の思いにも気づく

夏の遊びを存分に楽しむ

友だちと共通の体験をすることで、イメージを共有しながらさ

まざまな遊びを楽しむ

適切な休患や水分稿給 着替えをして

'室

康に■島ごす

気づヽヽたこと、感したことなどをさまざまな方法で表現して来

じむ                身近な自然に親

しみ 多師の変化に気●き、関dを もつ

気づいたこと 感したことなどをさまざまな方法で表現して楽
じむ                  身]にな

自然に親しみ、手師の変化に気づき 閲せをもつ

友たちと共通の目的をもって遊び お互いの考えや思いを伝

え合う経験を1重ねていく

季婁|の 自然に廊虫れ 遊びのなかに取り入れる

友だちと協力しながら活■うに取組む充実態や消足態を味わ

つ                    孝師の行

事や伝統文化
`〔

般れ。興味 関だを深める

自分のやりたいことに自信をもって恵欲的に取り(aむ

手師の行事に親し,そ の意味や百来に興味 関だをもつ

自分のやりたいことに自信をもって意欲的に取り組む

冬に,S、さわしい生活の仕方をおり、健康に気をつけて生活す

進級 就学への期待をもって生活する

友たちと共通の目的をもつて遊、エヤで お互いの考えや気持

ちを伝え合い 自信や信頼態を高めていく。

4月

5月

6月

7月

9月

F

I月

2月

3月



2024年度食育計画 (乳児用)
担 当

覆護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育お

自立鷲を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と問わることが大好きな子)

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊、Sヽ。②多様性を記め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わらべ歌 歌 手遊び リズム・楽器)

気付く力を育てる・工夫する力を育てる。楽しく頑 3長る力を育てる

わらべうた

iOの姿

健康な′じと体

自立′は

協同性

迪徳性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり 生命尊重

敗云 図形、文字等への関 0、 懲覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

副主任

主な行事

入園式

慣れ保育

吾こ生日会

5月

|,S、れあい会

7月  七 夕

8月

月 秋 (仮 )

1月 ハロウイン

1月 焼き芋

!月 ウインター
フェスタ

餅つき

1月

2月 飾分

士月ひな祭り

4

6

II

I

副園長/主任

保育目標

保護者支援
・
'贋れ保言にてス

庭での食事形態を

聞き取る(食物確

誕表の確認)
・各月献立表を確

譲してもらう

食事の量を共有し

ていく

身近なものと関わり感性お゙育つ

【一人ひとりの発達に庵じて】
※ 1,2歳 児の活動を見なが

ら、出来るところに参加する。

食事の挨拶を真似ようとする

食材を見たり触ったりする

・季節の食材に触れる (大田活

動含めて)

クッキングの雰囲気を楽しむ

(絵本、写真、参カロ、見る等)

・エプロン、口拭き(食器)の片
づけ(個 の々様子に痣じて)

食べ物の歌などを楽しむ

野菜スタンプ

・行事食を見たり、季節の食材
に触れる。

・旬野菜に触れたり、感触遊び

を通して食物に触れる。

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭 地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う

身近な人と気持ちが通じ合う

【一人ひとりの発達にκじて】

。ゆったりと授乎しが行えるよう

にする

・楽しい募囲気の中で食事が

できるようにする

・友逹や保育者と一緒に楽し

く食事をする

・空腹のサインを見逃さずに

気持ちを受け止める

健やかに伸び伸びと育つ

【一人ひとりの発達に痣じて】

・一人一人のリズムに合わせ

ミルクを飲む

・咀疇の様子を観察し、通宜
声を掛けていく

・食べ物に興味を持ち、手を

伸ばす

・手づかみで食べようとする

指先を使った遊びを楽しむ
・口を動かし、よく噛んで食べ

る(口 の形、音声の模倣を楽し

む)
・離乳食の形状を確記し、ミル

クの量・時間帯の調整をして

いく

水ノヵ＼ネ甫給をしっかリイ子う

・様々な食材をよく噛んで食
べる
。自ら手を伸ばして食べようと

する

・睡眠と食事のリズムを整える
。食前「食後の身支度を自ら

進んでしようとする

保育指針ポイントI

保育理念

保育方針

すまいる保育園の日標

2023年度の保育テーマ

百みたい貧質・能力の3つの柱

食育のねらい

ミルクを欲みたい時に欲みたいだけ欲む

一人一人の状態に合わせ、離乳食を進める

う t

・食べたい物や好きな食べ物が増

食事をする

・色々な食べ物に興味、関ミを持ち、楽しい

募囲気の中で食事をする

離乳食を暑んで食べる

手づかみで自ら食べようとする

様々な食材や味・形状に慣れる

水ノ刀ヽをしっか t,とる

様子を見ながら完了食へ移行してい|

・季師の食材、色々な味覚に親しめるど

する

3カ 月

4カ 月

5カ 月

6カ 月

7カ 月

8カ 月

9カ 月

iO力 月

II力 月

12カ 月

Iオ I力 月

Iオ 2カ 月

|,2歳児の様子を見ながら
一緒に楽しむ



鶴ケ岡すまいる保育園2024年度食育計画(l,2歳児)
担 当

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立鳶を育む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

る。工夫する力を育てる。楽しく頑g長る力を育てる気付く力を育て

iOの姿

健康な′はと体

自立趙

協同性

遊俺性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり 生命尊 1重

教■ 図形 文字等への間せ 感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

わらべうた

副主任

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊,Sミ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 告を楽しむ(わ らべ歌・歌・手遊び リズム・楽器)

主な行事
人 医1式

お花見

こともの日
八十八夜 (お茶)

虫歯予防テー

食育月間 (埼玉の味を

矢Dろ う)

,S、れあい会

すいか割リ

流しそうめん

かき水

十 五ィR
(お 月見 )

さつまいも掘り

キ
ヤ
燒といも大会

ワインターフエスタ

餅つと

萌開こ

年明けうどん

世界、家庭の料理

節分 (患万巻 ,

雛祭り

お別れ会

副園長/主任

保育目標

地域連携
萩少を週して展家てん

に挨拶をして知への輿

味を持つ

流しそうめん交況

かき氷交流

すいか割り交流

ツ ロヽワイン交流

圧えこいも父況

'オ

つき交況

国長

保護者支援

食T′〃確認表の確

認、家庭での食事の

様子の間き取り(新入

園児)
お弁当のお願い

試食会、役育だより

1米 言参 刀ロ

|る

↓

お弁当のお鵬い

ポスターを展示

| |

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.適切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

表 現

を行い、身近な人の模倣

し、再現する」

おやつの選択

|

じヽて

か 1こ

!して

を宍p

大

とtヂ

,等
)

tやに

碑
静
師ヽ
、

"元

1サ

付く

t tt

'の

感

級
　
一イ
る
り

麦

手

の色

|

、ヽ音を

工感を

緑、

惑

末を持●

界の料
't祭り)

らいに,

蒸かt

味、お|

記付く

野菜の

【触を気

のにおヽ

うヽんし,

味

午 i

曖
氣

岬
帥
携
Ｏ
ｇ
釈
ュ
コ

）
作

お

世
鞭
卸
分、，
ｕ
欲

∪
変

お

触

ｕ
社
は
形、
）
②

匂

環境を通して行う

= 

‐
五

「食材名を矢口る。

楽しい募囲気の中

で保育士と言葉の

やりとりをする」

①簡単な言葉で自
身が感じたことを表
現する。

∪ 電〕、本 こて、懲 湾宝

∪ ン ロツフ の 味 、9

①スイカの色、音

υ温度 'ヽI禾を言栞
にする

(プチプチするね )
′ヾナナをバターナイ

フで

わ力`めを戻す

(形が変わったね)

環 境

夏野菜の種まき

①季節の役材の下

処理を手伝う
キャベツ〕lさ

(形、色、大きさ

の違いに気付く)

②楽しtヽ募囲気の

中で食材に関わる

米とぎ そら豆さや言

沐口(具野 来 )

①トウモロコンの

皮むき   《
ひじとの水もどし

月)

②すすきを飾り、

τ手への興味聞′こ

を持つ

①いも洗い、この

この子房分け

駐ヽ`コ宿を重して

作り方や地域の方

との交流を楽しむ

みかん絞り

日と汗の手備に

参加する

餅つき

①もち米とご

呑 の て 早

(七車がゆ)
冬野菜種まと

患万巻、(豆 ,、 訪

方角を矢口る

ちらし看 口」

(にんじん型抜 t)
ハイキングヘ参加

|

人間関係
Ⅲ午Fa」 を二月して

「保育者や友達と一

緒に楽しい寡囲気

の中で食べる(ク ン

キング含む)」

①厨房の人との関

わりを通し、食材、

調理に興味を持つ

②他職種や地域の

方との関わりの中

で食材や環境に輿

味を持つ

わくわく組と一緒に

クッキング

セルフおにごり

(2月 から宙と一紹

に)

朝おやつの手伝ヽ

(12月 ごろより)

健 康

食前に手を洗う
エプロンを自らつ

け、タトす

よく噛んで食べる

口を拭〈

口腔チェック

様々な食材、味に

慣れる

自らH又穫 し、味わう

十分に体を動かし

空腹惑を惑じる。

虹 チョッといっぱい

を伝え自ら運、こヽ(3
月ランチョンマット使

用 トレー使用)

火1日活動

ユあそび 耕す

野菜に興味をもつ

1大
ホF(ニ
ィ
ジン

筏

↓

H又穫

|

収穫

くオFく

| 

ほうれん

F

↓
収穫
↓
収寝

↓と硼 H

ィ
ルムT

保育指針ポイントI

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2023年度の保育テーマ

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・新しい環境や保育者に慣れ、見守られながら白

分で食べようとする
・食材に触れる経験や体験を通して、五感の働き

を豊かにする
・わくわく組のナ田活動を観察して、野菜やメロ活動
への期待を高める
。食事を通して食材の褒さや食感の変化に気付

き、よく噛むよう1こする

・お友達や保育者と一緒に意欲的に楽しく食べる
・食前の手洗い、あいさつなど食生活に捲要な手

順を発達にκじて、身につけていく
。メ日の活動を通して、夏野菜に興味を持ち、引又穫
した野菜を喜んで食べる

・様々な食べ物に接する機会を持ち、楽しく食べる
。絵本やぬりえなどを通して大口の野菜や旬な食材
に輿味を持ち、様 な々違いに気付く
・収穫した野菜などを様々な方法で楽しく食べる

・食事前後の身支度を自ら進んでしようとし、友逹
と楽しく、落ち着いて食事をする
。行事食を通して、日本の行事や食文化に触れる

4月

5月

6月

7月

3月

(7月

iO月

11月

12月

I月

2月

3月



2024 ケ まいる

の

3 以 上
担 当

(曾 の 一 体 日g展 開

生きる力の基礎を育む

F遊び・リズム・楽器 )

素材 )

iOの姿

健康な′ほと体

自立ヾ

協同性

迫徳性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

尽考力の芽生え

自然とのかかわり 生命尊重

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

3つの 大 好 きを育 む

▼体を使うのが大好とな子

▼頭を使うのが大好きな子

▼人と関わるのが大好とな子

わらべうた

おべんとうばこのうた

大きな果の木の下で

やさいもグーチー′く一

カレーライスのうた

やさいのうた

お二月

まめまき

副二任

工 な行 争

入園式

へ十′＼夜 (茶 )
ベス遠足

食言月間埼玉の味を食べよ

内科検診 歯科検診

大井祭り

E「土料理を食べよう

七タウィーク

秋祭り

お月見、お彼岸、バス速足

子ほリハロウィン

世界食井EDAY
世界手洗いDAY

焼き芋ウィーク

お餅つき
クリスマス

正月あそび 春の七草

世界の料理

家庭の味を食べよう

伝統文化ウイーク

クラス懇談会

ひな祭り

お楽しみ会

副園長/主任

養 護 と支

保育目標

子きな子 )

自分で考え判断できる力を有む) 音を楽しむ(わらべ歌・歌

ち 歌・手遊び・リズム

する力を育てる。楽しくテ喚張る力を育てる

地 颯 埋 携

つどいの広場での試食会

地域の方(今村さん)との連

携

夏野菜の首の購入

(種七園芸 )

お茶の購入

そうめんのR社入

流しそうめん

ボランティア

かき氷ンロップの購入

(KASUMIス ーパー)

冬野菜の種の購入

(種七園芸 )

米の購入

続き手ウイークヘの参加呼

びかけ

もち米購入

お餅つきへの参カロ

園 長

休 護 有 又後

食育だより

弁当の日

弁当の日

活動の可ヌ見化

保育参力D、 懇談会

流しそうめんへの、保護者

鬱其カロ

弁当の日

焼t芋への

保護者参カロ

|

↓

1米育据 針 ホイントZ

i.保護者支抜

瑕 テ兄

上の感触、砂場、築山との違

お余の来の匂い、し、Tり 万

の違い

国旗を作る(描く)文 化の違

fdfv

煙と具い炭の色、炎の色、熱

そうめんの水の:置

野菜クイズ

かき氷ンロップの色、味

御萩 (粒あん)

さつまいも団子

据った手の大きさ、形、董さ

焚火の煙と臭い炭の色、炎

の色、熱さ

米ともち米

食感の違い

回旗を作る(描く)

文化の違い

今年の方角

鰯の匂い

壮丹餅 (こ しあん)

ひし餅の色

環境を通して行う

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.週切な発達援助 4.票庭・地域との運祷

自立ミを育む (体を便うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大 i

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊▼Sミ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。Ю

子どもを信じる保育く①自然の中で思い切り遊ぶ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。①自分で考え判断で

飛 何 く刀 を 甫Kる 。エ ス

会話を楽しみな

がら食事をする

お店屋さんとの言葉のやりと

り(今村さんと買い物 )

メロや稲の様子を友だち同士

伝え合う

給本を通して名産や県名を

宍口る

者板つくり

かを氷の話し合い

首屋さんとの言葉のやりとり

米屋さんとの言葉のやりとり

院き芋屋さんのチケット作成

餅つき会の案内を作る

るもの)

絵本やカードを通して回名や

国旗を矢コる

保存食の意味 (お餅、千し

手)

絵本の中の料理

環 境

焔を作る種から栽始
バケツ稲を作る(発泡スチ

ロール)

苗の買い物

葉っぱの形の違い

大きさ、豆の数

埼玉県の市町村地図、自分

が住んでいる場所

害虫について考える

流しそうめん

食材の産地、県を、日本地廣

夏野菜1又穫

かき氷 スイカ割り

料理、食材の原産□

回旗、世界地図

種の大きさ、色の違い

ピーマンの色の変化

カレー作り

子ほり、稲刈り

1又穫祭

世界の食べ物

たき火と安全

米1よ炊く、もち米は蒸すの違
ヽヽを矢口る

七草の種類

料理、食材の原産国

国旗、世界地図

保存食 (昔の知恵)、 患方着

ンヾ作り
1

人間関係

ジャガイモを植える

I田活動について相談をする

(今村さん)

野菜の種類を知る

水やり当番

野菜を作るという共通の目

的にむけ試行錯誤する

ジャがイモ堀り

流しそうめんの準備

工夫、他児への思いやり

かさ氷の準備

工夫、他児への患いやり

共同の用具を大切に使う

(包丁等 )

世界食料DAY
食の大切さに氣付く

(残食量の計測 )

手洗いの大切さを欠コる

焼き学会の準備

工夫、他児への思いやり

餅つき会を地域に案内する

家庭の味があることを宍口り、

それを作ったり食べたりする

料理を作り、人の役に立つ喜

びを味わう

共通の目的に向かつて考え

たり、工夫したりしながら調

理を楽しむ

X田活動 健 康

食事の前に手洗い、うがし

をする。

力いっばヽヽ体を動かし、空

l夏感を味わう

ナ田作業を行い農家の方の

仕事に興味を持つ。

食材を前歯で噛み切る。食

事の姿勢 (両 足がつく姿勢 )

3色食品群分類表で、役材
の役割を欠口る

食具の使い方を共口り、身に

つける(調理器具に触れる)

ほうれん草 きゆうり とまと
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4米育子宮針 ′すヽイントI

保育理念

保育方針

すよいる保育園の 日標

2023年度保育テーマ

百 み′_い 貧 質・能 力の 3つ の柱

貸 育のね らい

保育者や友だちと一緒に楽しい

募囲気の中で食べる(ク ンキング

を含む)

白ら行いたい食育活動を還び、

考えて実行してみよう

知活動を通して、野菜に対して

興味をもつ

夏野菜の1又穫を通し、食べる意

欲をもつ

夏の味、食材、行事を楽しむ

世界食糧DAYか ら、食べ物の

大切さを宍口る

秋から冬の味、食材を味わいな

がら行事を楽しむ

行事を通して、その行事の内容

と意味を去9り、食文化への理解を

深める

食べ物や食べ物に関わった人々

に感謝の気持ちをもつ

4月

5月

6月

7月

8月

9月

IO月

II周

12月

I月

2月

3月



2024年度 安 全 年 F日日 画計 鶴ケ岡すまいる保育園

環境

《4月 ≫

・防犯設備の確諷 (セ コム等 )

《5月 頃≫

・熱中症指数の掲示
・虫よけの準備

《毎 日イ子うこと≫

・いのちのリスト
・ヒヤリハット
・気づきノート
・空気清浄機の使用

≪毎月≫

・避難訓練時に災害伝言ダイヤルの試

験運用(15日 の場合 )

《都度≫

・嘔吐処理惰品の確記

《防災訓練時6月・IO月 ≫

・防災設備の確諷(通報装置等 )
・非常食、防災備品の確誤

《II月 頃≫

・カロ湿器の使用開始

(フk!友きは毎日イ子う)

保護者発信

《年間を通して≫
。すまいるカード

のお願い

《毎月≫

避難訓練時に災

害伝言ダイヤル

の周矢ロ

《H月 ≫
SIDS強化 月間

園内・園外研修、職員周知

・アレルギー既往歴の確認

《研修≫

・SIDS・ 誤飲・誤疎 ・個人情報 SNS
・アレルギー ・ハラスメント・水の事故
・バス柔車マニュアルの確認
・虐待 (保護者・不適切な保育 )
※セルフチェック

《5月 ごろ≫

・熱中症について
,虫の危機 蚊 (デング熱など)、 毛虫など

・蜂について 。水遊びについて

≪6月 ～7月 ≫

・普通救命講習

・竜巻について
・大規模災害時のマニュアルの周矢口、確

言忌

・感染症について

インフルエンザ、嘔吐処理
。SIDS強化月間

・虐行について

子どもへの働きかけ

。安全パトロール

・地震、火災が起こったら
・野外調理の安全
・毒のある植物、生き物
・遊具の安全な使い方

《5月 頃≫

・熱中症の危険
・帽子の大切さ
・園外活動での蚊
・水遊びのルール

野外調理の安全

・水服の安全、調整

安全関係行事

避難訓練

散歩の日
※毎月28日 を散歩の日として戸

外での緊急対べ訓練を行う

避難訓練

散歩の日
子どもがいなくなった訓練

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

不審者対応訓練

(警察立ち合い)

避難訓練

避難訓練

散歩の日

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

子どもがいなくなった訓練

避難ヨ|1練

散歩の日

避難訓線

散歩の日

避要佳訓練

散歩の日

避要任訓線

散歩の日

月

4月

5月

6月

7月

8月

(7月

10月

II月

12月

I月

2月

3月

☆避難訓練・散歩の日については別途計画を作成



2024年度  自衛消 [′う訓練計画 鶴ケ岡すまいる保育園

月  日 不重尼」 葺年楊所 時 FttR再 搬 郵 揚 Pナ「 ねらい 内 容 指導及て沼 章点

4/¬ 5
(月 )

地震
初期消火

関東北き8にて

震度 3程度の
揺れ

厨房より出火

午前l呆育中
10i00

室内の安全な場所
↓

各クラスの出入り
□まて移動、整列

・ 避難訓練に慣れる
。保育■の話を聞い

て、安全に避難する

安全場 PサTに避難し、 l采膏■のおびに l′τつ

辛l氏芝居などを用いて避難の意味を知る

避難訓練の意味・憲義を伝える

緊急時の放送・合図の周知

保吉土の所に集まる練習

防災頭巾、避難靴の香用
・避難リュックの中の点検
・消火器類の確認、初期消 大`
・人多女確認・報告

【騎員の意思統一】
・非常災害支」策責任分lB表 (火災予防の担当者、自
衛消防隊編成組l哉表)を理解し、緊急事態発生に傭
えて確認をする。
・避難経路・消火語の設置場所。防災頭巾。避難
靴・避受こ用持ち出し袋・避難8きに持ち出さなくては
いけないもの。非常食の確認をする。
・地震、製災時の職員の対応の理解
・色々な災害発生場所を想定した避難経路の確認を
とる。
・消火器の使いんの確認をする。 (総合防災訓練8彗
の水消火器訓練)
。災害伝言マニュアルの試験運用を行う。
【火災・地震訓練】
①生命の安全を第一に老え、全職員が避難誘導す
る。
②保育士自身が落ち着しヽて避難誘導する。
③各自の任務を声を掛け合いながら遂行する。
④火元の確認。火元ア〕`ら違ざかる。
⑤日と百ょり避難経路の確S3、 確l呆 (荷物等で塞いでし
まう事のなしヽように)をする。
⑥保育中に防災頭巾をかぶる練習をする。叉、乳児
は保育の中で慣れるよう配慮する。
⑦避箕性靴の有無、サイズの確認をする。
⑤乳児担任はおんぶの仕方 (おんぶ組の仕ん)を練
習する。
③日寂、避難リュックの中身の確認をする (携帯電
話、笛、数急薬品、ティシュ、タオル、児重名簿、
筆記用具、着替え、オムツ、おしり拭き、雑巾、ビ
ニール袋、オンフイヽ1たょど)
①避笑任車、子t母車のタイヤの亀裂・空気の確認をす
る。(命のリストで毎日確認)
①火災の8も lよ窓を閉める。 (延暁を防ぐ)
地震の際は出入り□を関ける。非常□の扉や通路扉
も開ける。カーテンは下ろす。 (避難経路の確保、
窓ガラスの散乱8,j止 )
⑫地震の際は振動がおさまるまで静かに待機する。
①落下物・転倒l,5止器具の確認をする。 (室内,卜の

整I望整頓)
①日頃より園内外、公園での安全な場所の確認をす
る。
①個別支l羨のあ要な子どもには保育者が付く。
①避難する際は出来るだけまとまり、安全に速やズ)｀
に誘奪する。 (2次災害の防止)
①紙芝居や絵本などによる安全指導を適宜行う。

【人数確認・ 報告】
・ 毎朝の出席人数を正確に把 l屋 し、事務所に知らせ

出席簿に記入する。
・避難訓練の際は、誘導後、防火管理貢任者に正確

な人数の確認・避難状況の報告をする。→内線によ

る報告可

・ 分担表に基づき、 トイ
どもがいないか確認をす

【救命救急語召 (予定)】

・職員の講習会とし、状況に応 した救命ん法を理解

できるようにする。
・ 人工DV吸、心l咸マッサージなど救命ホ安急のアj法を

理解する。

【不審者対応訓練】
。不審者と判断 した場合の連絡方法を確認、}B握を

する。
・相手に束」激をうえないようにし、建物内に侵入さ

せなしヽよう時間を /〕 せ`ぐ。

・ 110番通報・ セコム通報・保護者、地域、保育課
への連絡

【消火訓練 (初期消火)】
。ますは身の安全の確保をする。

・ 消火器の使いんを知る。

・ 火元の確認・ケB握をする。
・ 初期消火に向ア〕`う際は、りす大声で同りに状況を

伝え、癌援を求める。

・ ピンは火元から5m程 の距
~離
にて抜くようにす

る。 (力が入つて しましl、 一度レバーを握つて しま

うと、消イし液が止まらなくたょるため )

・ 火元の手前ア)｀ら徐
'マ

に近づいていく。

【広域避難場所までの避難】
・鶴ケ丘可ヽ学校まで避難ん法の周知。
。子どもの安全な誘導、職員の連携を取る。

・ 園〆〕`らの持ち出し物資の確認をすることで、再度

伺を持ろ出したらよいのダつ`検討する。

【時間未設定での避難訓練】
。通常l呆育の中で、放送に指示に従しヽ避難する。
・訓練B彗間、避癸饉場所、避難アj法に関しては、未設
定とする。

レ。ホールなど各き8屋に子
る。

5/15
(水 )

地震

初期消火
子どもがしヽ

なくなつた
際の訓練

関東南部にて

震度 4程度の
揺れ

厨房より出火

午前保育中
10:OO

室内の安全な場所

各クラスの出入り
□まて下多動、整列

園庭集合

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を間い

て、安全に避難する

・室内の安全な場所に避難・ l呆育主の

指示 |こ従う
。防災頭巾・避難靴の着用
。人数確認・報告
。落下物・転倒 ,方止などの確認

・避難口に移動、整列する
。初期消火

6/司 4
(金 )

火災

初期消火

※総合防災
訓練
不審者対応
訓練

厨房より出尺
午前保育中
10:OO

室内の安全な場所
↓

各クラスの出入り
□まて移動、整列
↓
園庭集合

・ 火災の避難の仕方

を知る
。非常階段ての避難
に慣れる (34.5
歳)
・保育士の話を聞い

て、安全に避難する

堅困の安全な蛎 P)Tに避笑穫・ 保甫■の

指示に従う
。防災頭巾・避難靴を着用

・避難□ |こ移動、整列する
。園庭への速やズ〕`声ょ避難
。人数確認・報告
・ 消火訓練、通報訓練

・水消火署

7/16
(火 )

水道び時の

避難

初期消火

警察立ち合
いのもと不
詈者訓練

関東北部にて

震度 3程度の
揺れ

厨房より出火

午前保育中

10:30

室内の安全な場所
↓

各クラスの出入り
0まで移動、整5「J
↓
園庭集合

・水遊ぴ時の避難方

法を知る

・ 保育士の話を聞い

て、安全に避難する

・安全な場所に避薙 し、 l呆育■の掲示

|こ従う
。防災頭巾・避景饉早llの着用

。人類確認 。報告

・消火訓 4東

8/15
(木 )

火災

初期消央
厨房より出火

午後保育中

1 6iOO

室内の安全な場 Pノ軒

↓
各クラスの出入り
Dまて移動、整,J
↓
園庭集合

・降園時の避笑雄に慣
れる

・保育士の話を間い

て、安全に避難する

・安全な場所に避難 し、保育主の指示

|こ従う
・園庭への速やノ9｀な避難
。
l万災頭巾・避難靴の香用
。人数確認・報告
。消火訓練

9/17
(火 )

地震
初期消災

埼玉南部にて

震度 4程度の
揺れ

事務所より出

火

午前保育中

15

室内の安全な場所
t

各クラスの出入り
□まで移動、整列
↓
園庭集合

・登園時のl騨難に慣
れる
。保育土の話を聞い
て、安全に避難する

・室内の安全な場所に避難・
イ呆育■の

指示に従う
。防災頭巾・避難靴の着用
。人数確認・報告
・ 落下物・転倒 Bソコ止などの確認

・ 登園直後、年前おやつ中の避難

・避難□|こ移動、整列する
。園庭に避難
・ 孝,1期消 lttl

¬O/15
(火 )

地震

初期消火

※総含防焚
訓練

関東全域に

震度 6程度
同房より火災

15130
午後 l呆育中

室内の安全な場所
|

各クラスの出入り
口まで移動、整列

t

園庭集合

・ 保育士の指示に従
しヽ、安全に避難する
。出火場所を考慮し

て安全に避難する

・保育士の指示 |こ従しヽ、避難する
。近くにいる保育士の所に集まる (人

数の確認 )
・ ]方災頭巾・避難靴を着用
。人数確認・報告
・初期消火
。通報訓練
・水消火器

11/¬ 5
(金 )

地震

初期消火

子どもがしヽ

なくなつた

際の訓練

関東北部で直

下型地震発生

農度 7程度
厨房より興災

時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従
い、安全に避難する
・出火場所を者慮し

て安全に避難する

・ 保育士の指示に従い、避難する
。近くにしヽる保育士の所に集まる (人

数の確認 )
・ 防受頭巾・避難畢lを着用
。人数確認・報告
・初期消火

12/¬ 6
(月 )

火災

(突風時の

避難 )

初期消火

不審者文」癌

訓練

わくわく組

より出火
時間末設定 放送の指示による

保育土の指示に従

、ヽ安全に避難する

出火場所を考慮し

て安全に避難する

・保育土の指示に従しヽ、避難する
。近くにいるl呆育士の所 |こ集まる (人

数の確認 )
。
l,コ

‐
災頭巾・避難靴を着用
。人数確認・報告
・初期消火

1/15
(水 )

地震

初期消火

埼玉県北部で

震度 4程度
厨房より出火

時 Fes未設定 放送の指示による

・ 保育土の指示に従

い、安全に避難する
。出央場所を者慮し
て安全に避難する

。l呆育土の指示に従しl、 避難する
。近くにいる保育士の所に集まる (人

数の確認 )
・ 防災頭巾 。避難靴を着用
。人数確認・報告
・初期消火

2/」 7
(月 )

火災

初期消火

不
~舌
者訓練

にこにこ組
より出火

8き間未設定 放送の指示による

・ l只吉士の指示に従
い、安全に避難する
。出火場所を老層し

て安全に避難する

・ 保育士の指示に従しヽ、避難する
。近くにしヽる保育士の所に集まる (人

李女の確認 )

・ B方受頭巾・避難靴を蓄用
。人類確認 。報告

・初期消火

3/17
(月 )

地震

初期消火

埼玉県南き8で

震度 5程度
厨房より火災

時 PB5未設定 放送の指示による

・ 保育士の指示に従

しヽ、安全に避難する
。出穴場所を考慮し

て安全に避難する

。保育土の指示に従い、避難する
。近く|こいる保育士の所に集まる (人

数の確認 )

・ 8方災頭巾・避難靴を着用
。人数確認 。報告
。初期消火



鶴ケ岡すまいる保育園 散歩訓練計画

月28日 の 日」 て 、 の訓 イ子 。(天 し、(28日
,散歩マップ(冊子)にある、緊急時対Aマニュアルに沿って、動きを確訳する。
・散歩マップは、随時兎新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

に

わくわく 確認事項月 に こにこ 確認事項

不審者

。合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)
・事務所の対応確譴

4月 天候急変
・避難先の確認
。事務所の対A確訳

子どものけが

(救急要請無)

・園への連絡確認
・事務所の対応確訳

5月
子どもが動けない

(散歩先で)

・園への連絡確認
・事務所の対応確訳

天候急変
・避難先の確認
・事務所の対応確記

6月 子どものけが
・園への連絡確認
・事務所の対A確認

7月

8月

9月

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)
。事務所の対応確詔

10月
子どもが動けない

(散歩先の途中で)

・園への連絡確訳
・事務所の対A確訳

園への連絡確誤

事務所の対応確認

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

子どもが動けない

(散歩先で)
|1月 不審者

・救急要請の確訳
・園への連絡確訳

行方不明

(散歩先で )

・園への連絡確諷
・事務所の対A確認

子どもの病気

(救急要請X要 )
12月

・合言葉で集まる。

(体操ゲームしよう)
・事務所の対A確諷

・救急要請の確訳
・園への連絡確訳

不審者1月
子どもの病気

(救急要請捲要)

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

不審者
・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

行方不明

(散歩の途中で)
2月

指定なし3月 指定なし



2024(R6)年度 鶴ケ岡すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育国での生活を送る 2024.2月 更新 (看護委員会作成 )

家庭口地域との連携

保護者連絡事連携

・家庭調査票の提出・確認・活用

〈適時〉
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等 )
・感染症の掲示、コドモンでの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医療受給者証の期限
把握

歯科健診の結果・治療の案内

,内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え

※支援センター「看護師の話」(7or8

月)

・お弁当 :誤飲への注意 (安全WT)

・冬の寝具・衣類の切り替え

・内科健診の結果・治療の案内

※支援センター「看護師の話」

ほけんだより

・生活リズム(活動と休息 )
・園での生活
・清潔について (爪・頭髪 )
・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時)
・熱中症

・熱中症 ・衣類の選び方
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

・夏の感染症
・皮膚の清潔

・夏を乗り切ろう
・夏の生活習慣

・虫刺され(蜂・毛虫 )
・救急の日
・生活リズム・感染症

・目の愛護デー
・デリケートゾーン
・予防接種
(日 本脳炎・インフルエンザ)
・冬の服装 (下着の着用)

風邪予防
スキンケア

鼻のかみ方・中耳炎

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

ノロウイルス・嘔吐の処理

丈夫な体を作る
スキンケア

・冬のスキンケア (あかぎれ・しも

やけ)・ はなのかみ方

・耳の日
・進学に向けて
・花粉症 ・ 靴の選び方

国内研修 E職員周知

・環境の変化に伴う事故発生に留意
する
・戸外活動の注意点(熱中症・けが)
〈適時〉
・新入園児のSIDS
/SUDIの注意喚起

・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起
・手洗い指導

・熱中症予防
・虫刺され
イカリジンでの虫よけ対策

(11月まで)

・水遊びの注意 (感染・事故・熱中症 )
・誤飲・誤疎について

・緊急時の対応 (救命講習)

・空気清浄機点検・整備
救急シュミレーション

インフルエンザの欠席について

嘔吐処理 (職員研修 )

・空気清浄機点検・整備

子どもへの働きかけ
/保健行事

・入園時健康診断

〈毎月〉
・身体測定

・熱中症対策 (～ 11月 まで)
(帽子・水分補給
熱中症指数計測等)

・歯科健診
・虫歯予防デー

・内科健診
・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項

世界手洗いデー
・目の愛護デー
・手洗い指導 (わく)
・咳エチケット(わく)

内科健診

手洗い指導(虹・わく)

デリケートブーンについて

肌荒れ

毎日日毎月日随時
/看護分科会

く毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )
・触診・検温
・感染状況の把握・掲示・注意喚
起
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握

く毎月 >
・身体測定・記録 (コドモン)
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証の期限チェック・管理
・アレルギー疾患、 既往歴の把
握
・救急箱、預かり薬のチェック
・安全WT・ 委員会への参加
・看護委員会
・検便検査郵送・結果管理 (職
員)

く随時 >
・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等 )
・園児の健康診断の結果
・感染症の掲示、

コドモンでの配信
・体温計の管理
・お散歩バック内

救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証

の期限確認・管理
・嘔吐セットなどの備品管理
・感染症発生時の対応・注意喚
起
・預かり薬の管理・書類管理

・保健計画の評価・検討

・弔 偏 条 ロロυ′兄 巳 し '4隔 ,E
・医療用備品のチェック・補充
・感染症など保健のまとめ
・新年度継続書類

(アレルギー・予防接

保健目標

進級・入国に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える
!園での生活に慣れる)

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する
歯を大切にする

熱中症の早期発見
と予防に努める

けがに気をつけて、
体を動かす

体を動かすことを楽し
む

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

インフルエンザや
風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認

する

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



今和 6年度事業計画

高階すまいる保育園



2024 まいる 的な計画

保育の目標・内容

子H任

養護と教育の一体的展開

自分のことが好きなこども 自分のことができるこども

可 保育所保育指針を遵守する 2子 どもの人権を守る 3発 達を適切に援助する 4家 庭・地域と連携する 5子育ての伴走者として保護者を支援する

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

①コミュニケーションカや思いやりの心を育む ②身近な地域や自然と関わり、周囲の物や人を大切にする気持ちを育む ③自身で考えて行動し、やり抜く力を育む
※保護者様アンケートより

主な行事

入園式
親子心、れあい遊び会
フkかけ祭り
秋祭り
ハロウィン
ウインターフェスタ
卒園式

呂‖三任

小学校との連携

近隣小学校との交流、学校訪間、幼保小連携連絡会議、散歩時に検庭で遊ぶ機
会、親子ふれあい遊び会の会場(小学校体育館)、 教員と保育士の情報交換、保
育所児童保育要録の送付

職員の資質向上

井上先生 (環境 )、 富山先生 (クオーレの日)、 コドモンカレッジ研修、すまいる委員
会・ワーキングチーム、国内研修・外部講師による研修、GT・ 臨床育児研究会、
Zoom研修の活用、キャリアアップ研修、自己評価(保育者の自己評価、国の自己
評価 )

主 任同 長

保育指針のポイント2環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開 )

保育理念

家族の状況及び保護者への支援・地域の実態との関わり

保護者参加の研修、電子連絡帳、コドモン、ポートフォリオ、回だより、保健便り、食育便り、ルクミー、保育参加、保護者懇談会、保護者との
ワークショップ、国便りの地域回覧、HP、 ブログ、行事の参加や招待、姉妹回交流、他園交流、一時保育預かり事業、つどいの広場

安全対策

毎月避難初期消火訓練、総合防災訓練(2回 )、 普通救命救急講習 BIき取り副1練、いのち
のリスト(職員による毎日の安全点検 )、 マニュアル・がイタ

・
シスの活用、不審者訓練 (警察指導 )、

子どもがいなくなつた時のヨW練、毎月28日 は散歩の日

笑顔を増やす

保育指針のボイント1

法人理念

保育方針

すまいる保育園の目標

2024年度の保育目標

衛生・健康

内科健診 (2回 )歯科健診(1回 )、 害虫駆除、歯
磨指導、咀Π需・疎下の指導、手洗指導、感染拡
大防止策 (毎 日の消毒の徹底)、 行政との連
携、来園者の対応

1 気付く力 2工夫する力 3取り組む力 (保育指針の5領域を通じて、非認知的能力と自己肯定感を育てる)

幼児期の終わりまでに
育つてほしい姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量,図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

SDGsi持続可能な発展の
ための目標

5歳児
にする。

健康で安全な生活に必要な習慣を
身に付け、自ら意欲的に行動てきるか
うにする。

一人一人の子どもを主体として認
め、肯定する気持ちを言葉や態度て
はえ、自分への自信を獲得てきるよう
にする。

目標をもつて」ι戦したり、あきらめず
にやり通すことで達成感を味わい

僚々な生活や遊びに意欲的に取り組
む。

友連と思いを伝え合う中て、協力し

て物事をやり遂げる大 tフコさや充実感

を味わう。
地域の人など、自分の生活に関係
の深い人々に親しみを持つ。

友選と考え言葉て伝え合い、相手の

り、試したり発見したりしながら、工夫

して遊ふ。
生活の中て物の性質や数量、図形、

文字、時間などに関心を持ってかか

わる。
外国の文化に触れる

自分のイメージを動きや言葉などで
表現したり、演して遊んだりするなど
の楽しさを味わう。
綺躍なものや素晴らしいものに触れ、
自分の表現に活かそうとする。

・食べ物と体の健康との関係に

興味を持つ

発達確認 (CCW・ ポートフォリオ )、 コドモンによる園からの情報発信、指導案、国バス、タブレット、Zoomに よる会議の活用

4歳児

健康で安全な生活に必要な習慣に
関心を持ち、自ら出来ることの暮びを
感じられるように援助する。

―人―人の子どとが主体的に活動
し、自発性や探索意欲などを高めると
ととに、自分への自信が持てるよう「こ

見守り適切に働きかける。

全身を使いながら、様々な遊具や用

自分の意見を持ち、相手に伝える中

で、相手の意見も聞いて受け入れる。

友選とイメージを共有し協力しながら

睦ぷ。

自分の思いを伝えたり、相手の話を

聞いたりして会話を楽しむ。

絵本や紙芝居などを通して、ストー

リーや言葉の面白さ十三気付く。

自然や身近な事物に興味を持ちエ

夫して生活や遊びに取り入れる。身の

回りの物の色 量 形などに関心を持

ち数えたり比べたりする。

る。

自

・食べ物や栄養に関

持つ
して興味を

3歳児
る ・ひとり

健康て安全な生活に必要な習慣
が身につくように見守り、1回 々に応
じて援助する。

子どもの気持ちや考えを受け止

め、自我の形成とともに、主体的に

活動てきるように援助する。

十分に体を動かしながら、様々な

用具や遊具を使つた遊びを案しむ。

自分てできることは自分でしようと

する。

友達と思いを伝え合つたり、聞わり
を深める中て、簡単なルールを守つ
て遊Iまうとする。

経験したことや感じたことを、自分

なりの言葉で伝えようとする。
,生活や遊びに必要な言葉が分か

り、使おうとする。

生活の中で、様々自然や事象に
脱れ、親しみを持つて自分から関わ
ろうとする。
身の回りの物の色 員 影などに
関心を持ち、分けたり集めたりす
る。

生活の中で、様々な音やこや形手

触り、動きなどに気付いたり、感じた

りして楽しむ。

感じたことや考えたことを自分なり
に表現して楽しむ。

・野菜の収穫に興味を持ち、食
べる楽しみにつなげる

2歳児

安全で快適な環境の中で、身の
回りのことを自分てしようとする気
持ちを見守りながら援助をする。

自己主張を受け止め、―人ひと
りの気持ちに共惑し、自我の有ち
を援助する。

身の回りの事を自分からし
ようとする。
・全身を使つて遊んだり、戸
外を十分歩く。

友連と一緒に過ごす楽しさを知

り、様々な遊びを通して友連との

関わりを深めていく。

言葉への興味や関心を持ち、言

葉のやりとりを楽しむ。

絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な

言葉を繰り返したり、模倣したりし

て遊ぷ。

身近な自然や事象に興味や聞心
を広げる。
植物や生き物、土 水 泥などの
自然物に興味を持ち、触れたり遊
んだりすることを楽しむ。

襟々な事家や出来事を通して、
イメージを避かにする。
生活や遊びの中て、興味あるこ
とや経験したことを自分なり「こ表
現する

食材に興味を持つ

1歳児

応答的な関わり「こより食事排泄
などの活動を通して、自分でしよう
とする気持ちが芽生えるようにす
る。

言葉にならない行動の意味や気

持ちを理解し、やり取りすることで

安心して自分の気持ちを表すこと

がてきるようにする。

簡単な身の回りのことに興味を
持ち、遊びの中で十分体を動かし
たり、戸外を歩いたりすることを楽
しむ。
体幹や感覚遊びを楽しむ。

保有者を仲立ちとして、友連との
やり取りを楽しみながら関心を広
げていく。

保有者の応答的な関わりや話し

か Iナにより、言葉を理解し、自ら簡

単な言葉を使おうとする。

身近を自然に興味や関心を持
ち、探索して遊ふ。

身近な環境に親しみ、保有者と

共に生活や遊びを楽しむ。

生活の中で、様々なものから則

政を受け、心行くまて関わることを

楽しむ。

自分の気持ちを身振りや言葉て
表現する。

楽しく食べる

0歳児後半

―人一人の生活リズムを

大切にしつつ生理的欲求

を十分′葛たす。

要求や愛着行動をしつか

りと受容し、安心して過ご

せるようにする。

心身の発達
・健康な心と体を育てる。
・のびのびと体を動かす。
・食べることを楽しむ。十分に午睡をする
・身近な自然に触れる。

社会的発達
人と関わる力の基盤を培う
・身近な人と共に過ごす喜びを感じる。
・体の動き、表情、発声により気持ちを通わ
せようとする。
・生活や遊びの中で、保育者や友達など身
近な人との存在に気付く。
・わらべ歌、心、れあい遊びを楽しむ。

精神的発達
身の回りのものに親しみ、様々なものに興
味や関心を持つ。
・見る、触れる、探索するなど、身近な環境
に自ら関わろうとする。
・表情や手足、体の動きなどで自分を表現す
る。
・気に入つた絵本を繰り返し保育者に読
んでもらうことを喜ぶ。

離乳を進める

0歳児前半

摂乳 睡眠 招1泄など心地

よく感じられるようI=関 わり

生理的欲求を十分満たす。

目を合わせ表情豊かに関
わりながら、心地よく安心て
きる関係をつくつていく。

空腹を感して飲みたいだ
けのミルクを飲む

育みたい資質・能力の3つの柱

保育目標

生命の保持

情結の安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

食育

ツール

養

護

教

育



2024年度 高階すまいる保育計画 (平L児用)

保育の目標・内容

の 一

自分のことが好きなこども    自分のことができるこども

1 保育所保育指針を連守する 2子 どもの人権を守る 3発 達を適切に援助する 4家 庭・地域と連携する 5子育ての伴走者として保護者を支援する

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と問わることが大好きな子 )

保育者との愛着関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が満たされることで安心して生活する

保育指針ポイント2環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開)保育指針ボイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

クラスの年間目標

気付く力を育てる・工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

9か 月～12か 月未満

言葉をかけ、体に触れるとおしりや足を自分から上げる
2回寝になる
午前の睡眠時間が短くなる
自分で食べるようとする意欲

・はう、つかまり立ち、伝い歩きなど、移動運動が活発になる
・哺語を受け止めてもらい、保育者とのやりとりを楽しむ
・指差しで自分の要求や思いを訴える
・つまむ、叩く、引つ張るなど、手や指を使つて楽しむ

◆五感 (触覚、味覚、嗅覚、視覚、聴覚)を刺激出来るように環境を整える
◆前庭覚、固有覚(感覚統合)の発達を意識した遊びの提供
室内 :手押し車、操作できる玩具、人形、ボール、型はめ、ままごと、ブロック、積み木、絵本、粘土、クレヨン、筆、スポンジ、風船、墨、花紙、絵具

室外 :コンビカー、バイク、シャボン玉、水風船
自然 :日差し、光、影、風、雨、水、砂、上、石、車、花、虫、氷、雪、落ち葉、枝、どんぐり、松ぼつくり
食育 :野菜、果物、魚

子どもが手づかみで食べられる食材を提供する
言葉で知らせ、見通しを持たせる
指先を使う玩具を用意し、手や指の動きを促す
まわりの安全を確認し、探索活動が十分できるよう援助する
わらべうたを通して情結の安定を図る

園行事

ハロウィン
内科検診

焼き芋

ウィンターフェスタ
餅つき

お正月
伝統文化

節分
懇談会

ひな祭り
卒園式

保育のねらい

友達と手を繁いで散歩に行く

様々な香りを知る

子ども同士のら、れあいを経験する

冬の自然に角虫れる

日本の伝統文化に触れる

自分のことを自分でやつてみようとする

進級に向けて

6か 月～9か 月未満

保育者とのふれあいを楽しみながら、オムッを替えてもらう
ォムッを外すと自分から足を上げる
2回寝に移行する
保育者がそばにいると安心して入眠する

・腹ばい、寝返り、おすわりなど活発に動く
・欲しいものに向かつて、ハイハイをする
・親しい人と同じものを見て心を通わせ、応答的な問わりを楽しむ
・わらべ歌遊び、ふれあい遊びなどを通して、言葉や保育者との関
わりを楽しむ

・摂乳や離乳食は一人ひとりの子どもの健康状態や食欲に応じてす
すめる
・落ち着いた明るい表情で語りかけ、発語や哺語に応答する
・人見知りや甘えの感情が出てくるので、気持ちを受け止め、子ども
の思いが十分に出せるように関わる
・形や大きさ、素材の違う様々な遊具を準備し、触つたり舌〔めたりす
る遊びを十分に楽しむ

10月

11月

12月

1月

2月

3月

保護者支援

きめ細やかな連絡を取り合い、信頼関

係を築く

薄着のお願い

保育の意図の説明、相互理解 (懇談

会 )

夏の感染症の注意喚起

離乳食相談

配慮が必要な家庭への支援

3か月～6か 月未満

オムツを替えることに慣れる
3回寝になる
抱かれたり体に触れられていると安心して眠る

・首がすわり、腹ばいにすると手を床に着けて、頭や肩
を持ち上げる
・手に触れたものや自分の手を口にいれたり舌氏めたり
する。
・機嫌がよい時は盛んに口南語を発し、日が合うと自ら微
笑みかける

・落ち着いた雰囲気の中で、安心して過ごせるようにす
る
・睡眠中は事故のないようにこまめに観察する
・子どもの気持ちや要求に応じて、たくさん話しかけたり
して、発語を促す
・特定の人との安定した問わりを持てるようにし、心、れ
あいを十分にする

園行事

入園式

慣れ保育

親子ら、れあい遊び会

保育参加

懇談会

歯科健診、内科催診

七 タ

夕涼み会

お月見

保育のねらい

保護者と一緒に保育者と関わり、新し
い環境に慣れる

春の自然に角虫れる

様々なものに興味を持ち、見つめたり、
手に取つたり、日に入れたりする

梅雨の時期の自然に触れる

室内で十分に身体を動かす

様々な感触を楽しむ

秋の自然に触れる

育みたい資買・能力の3つの柱

健やかに伸び伸びと育つ

身近な人と気持ちが
通じ合う

身近なものと関わり感性が
育つ

保育者の関わりと配慮

4月

5月

6月

7月

8月

9月

養
護
と
教
育

年
間



2024年度 高階すまいる保育園 保育計画 (1、 2歳児)

保育の目標・内容

養護と教育の一体的展開

自分のことが好きなこども    自分のことができるこども

1 保育所保育指針を遵守する 2子 どもの人権を守る 3発 達を適切に援助する 4家 庭 地域と連携する 5子 育ての伴走者として保護者を支援する

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

①保育者との安定した関わりのもとで、自分でやりたいこと、楽しいことをみつけられる力を育む。 ②大好きな遊びをみつけて友だちとのやりとりを楽しむ。 ③身の回りのことを自分でしようとする。

保育指針ポイント2環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開 )保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

クラスの年間目標

気付く力を育てる・工夫する力を育てる,楽しく頑張る力を育てる

主な国行事

入園式

お弁当の日
こどもの日

親子ふれあい遊び会
総合防災訓織
保育参加
懇談会

七 タ

お月見

ハロウィン

ウィンターフェスタ
餅つき

お正月

節分

懇談会

ひな祭り

操作出来る玩具、微細の玩具、人形、ボール、型はめ、ままごと、プロック、積み木、粘上、のり、絵の具、シール、クレヨン、筆、画用紙、花紙、片栗粉、墨
コンビカー、バイク、シャボン玉、水風船年間の環境

自然 :陽射し、光、影、風、水、砂、土、石、草、花、虫 (ダンゴムシ、クワガタ、カブトムシ、コオロギ )、 水、枝

地域連携

掲示による情報発1

つどいの広場による地域速
甘
kる

僚

日

|

回外保育に
地域交流

地域の方カ
竹をいただ

ハロウィン
総合防災ヨ

‐
勤労感謝σ
秋の味覚

伝統文化査
伝える

保護者支援

家庭状況の把握

保育参加、窓談会
の案内

保育参加

夏の感染症の
注意喚起

熱中症に関する
注意喚起

↓

お弁当の依頼

ウィンターフェスタヘ
の参加

冬の感染症の注意
喚起

懇談会にて来年度の
備品や見通しを持つ
た
姿を伝える

表 現

手遊び ダンス
散 楽器
わらべうた
さまざな藤触

雨の音 雨だれの
落ちる音の違いを
感じる(トタン)

竹をたたく音
笹の葉の音

氷の冷たさに
負虫れる

ごっこ継び
(むつくり熊さん)
保育者の真似をし
体を動かす

自分の好きな衣装
をつくり、行事を
楽しむ
自分のロッカーに
口拭きを片付ける

落ち葉を握る
感触、音

マラカスや鈴で音
を出すことを楽しむ
さまざまな素材に
触れ親子で製作を
楽しむ

伝統遊びを楽しむ
自分のペストと
帽子をかぶる

絵本のイメージを
持った遊びをする
おにごつこかく
れんぼ

|

言 語

絵本 紙芝居
言葉を繰り返す
チューリップの歌

こいのぼりの歌

絵本や紙芝層の
イメージをもつて

奈覧吃の粋七夕の
十

海の歌

|

どんぐりころころ

トリックオア
トリートの言葉
の響きや使う
楽しさ
虫の声

厨房スタッフと
コミュ_ケーンヨン
をとる
よつばつくりの歌

経験したことを
言葉で表現する
クリスマスツング
お正月の歌

雪の歌

絵本や物語に親し
み、想像を膨らよ
せる
鬼のパンツ
豆まき

うれしいひなまつり
春の歌

環 境

散歩
きの草花
蝶、てんとう虫
ダンゴ虫

こいのぼり
風の強さ、向き

雨の音、風

七夕の竹
笹の葉

イテョウ
もみじ

どんぐり
松ぼつくり
落ち葉
秋の味覚

|

稲柱 氷 雪

|

節分

なまつり

人間関係

友たちと手をつなぐ

異年齢、同年齢で
かかわる

着督えやナキ付け
を通して保育者と
関わる
 |

|    |

地域の方
との交流

|

友だちと
イメージを
共有して

叶
〔

り
の
地 J

方 !

交 ,

健 康

いろいろな遊びの中
で存分に休を動かす

水…泡遊び

色水遊び

簡単な身の回りの

こと(手洗い)を

行う

衣類の着脱を自分
でしようとする
体を拭こうとする

水分補給
落ち着いた雰囲気
の中で休息をとる
|

|

体を動かすことを
楽しむ

秋の味覚の匂い
色 、 1多

友だちや保護者と
共に楽しい時間
を過どす

氷の冷たさ、感触

|

|

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

好きな遊びを見つけて遊ぷ
・ゆつたりとした硝券囲気の中で安心して過ごす

・保育者に見守られながら、好きな遊びを楽しむ
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に撤れたり春の自然に

親しむ

梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の自然に興味や関心を
持つ

保育者に手伝つてもらいながら身の回りのことをする

保育者や友達と閣わりながら、夏の遊びを楽しむ
保育者や他児と一緒に水に親しみ、水遊びを楽しむ

・水や氷に触れながksんぢちょくら全身を使つて夏の遊びを楽し
む
・適切な休息をとりながら、暑い時期を健康で快適に過ごす

簡単な言葉で思いを伝える
他児と一緒に体を動かし遊ぶことを楽しむ

行事を通して地域の方との交流を深める

言葉を使って自分の要求を伝える

・秋の自然に触れる
・いるいるなイメージを持ちながら遊ぶ

秋から冬への季節の変化を感じる
・保育者や他児と簡単な言葉の模倣、やり取りを楽しむ

・簡単な身の周りのことを自分でしようとする

雪遊びや霜柱など冬ならではの遊びを楽しむ

戸外、室内ともに全身を動かして遊ぶことを楽しむ
少し先の見通しを持ちながら生活したり活動に参加したりする

気の合った他児と遊ぶことを楽しむ
・見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育者や他児と言粟のやり

取りを楽しむ

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度  高階すまいる保育園 保育計画 (3歳以上児 )
養護と教育の一体的展開

自分のことが好きなこども   自分のことができるこども

1 保育所保育指針を遵守する 2子 どもの人権を守る 3発 達を適切に援助する 4家 庭・地域と連携する 5子育ての伴走者として保護者を支援する

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

①安心して生活し、いろいるな経験を遊びの中で表現しながら意欲的に楽しむ  ②さまざまな活動の中で、仲間同士でいることの暮び、楽しさを味わう
1 気付く力 2工 夫する力 3取 り組む力  (保育指針の5領域を通じて、非認知的能力と自己肯定感を育てる)

主な行事

入園式

懇談会
保育参加

親子ふれあい遊び

総合防災訓練
(消防立ち合い)
内科健診
歯科健診

七タ
懇談会

水かけ祭り
普通救命講習

お月見

秋祭り
ハロウイン
総合防災訓練
内科健診

観劇会 (宙 )

ウィンターフェスタ
お餅つき

伝承あそび
凧あげ

節分
懇談会

ひな祭り

卒回遠足

卒回式

地域連携

掲示板を活用した
情報発信

花や夏野菜の
百の購入

嘱託医との連携

地域の方から笹を
いただく

行事、活動の
写真掲示

手洗い指導の体験

'電
託医との連携
消防署との連携
ハロウィンウィーク

地域の福祉施設との
交流会に参加する
仕事への参画 )

お餅つき

お正月
伝承遊び
喜初め
茶道

小学校訪間
幼保小連絡会

歯磨き指導
紙芝居
作品康
ワークショップ

保護者支援

子どもの日々の
様子の伝達と共有

水遊びにおける準備
安全対策

親子ふれあ遊び会
への参加
夏の感染症の
注意喚起

懇談会、保育参加
保育の意図の説明
相互理解

熱中症に関する
注意喚起

保護者と共に半年
間の成長を喜ぷ

災害時の緊急連絡の
確認

ウインターフエスタ
ヘの企画相談
保護者との相互理解

ウィンターフエスタ
ヘの参加
保護者との相互理解

冬の感染症につい
ての注意喚起

懇談会への参加
保育所保育の意回
(価値)の相互理解

感謝の気持ちを伝
える
一年間の成長を暮
び合う

表 現

感動体験を増やす
身近な環境十分
に関わる

野菜の花の色
菜つばの形など
表現してみる

雨の中でも戸外て
楽しめる工夫を
する(ヨート製作 )

七夕の物語を
表現してみる

音楽に親しみな
がら楽器に触れる
衣装を作る楽し
さを味わう

感したことや考えた
ことを音や動きて表
現する

自分の好きな衣

装を身に付け地

域を回る

さまざまな素材を
使つて工夫する

さまざまな素材を
使い工夫して遊ぶ

正月遊びを楽しむ
(こま回し、羽根つ
きなど)
十三支の折り紙

春の訪れを感じ
る(春一番の風
の音、草木の新
芽の色など)

卒園製作

保育指針ポイント2

言 語

章月の会や帰りの会で
言葉による伝え合い
を楽しむ

絵本や物語に
親しむ

踊りを通して

心を通わせる

短冊に1願い率を
喜く
文字で伝える楽
しさ

畑活動について

気付きや発見を
伝え合う

園鑑を使つて誠べる
名前、重さ

トリックオアトリート
言葉の響きや
使う楽しさ

危険やルールに
ついて伝え合う
観劇を通して

言葉のやりとり

を楽しむ

ペープサート
人形劇
演して進ふ
音楽や歌に親じむ

正月遊びを楽しむ
(かるた、すごろく)

絵本や物語に
親しみ、想像を
巡らせたり、
言葉のリズムを
楽しむ

お別れ会、卒回
に向けてアイデ
ィアを出し合い
表現する

環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開)

環 境

近隣公回の桜
足元の車花
野鳥、めだか
回庭、室内のロフト

プランターで革花
や野菜を育てる
命の不思議さ
ザリガニ釣り
(伊佐招)

梅雨の時期
幼虫やダンゴ虫
色水遊び

ルールのる遊び
を楽しむ

ドングリの出来始
め色水あそび

公園のドングリ集め
形、大きさ、

水の色

けやの森の林遊び
イテョウ
色、大きさ、量

落ち葉、ドングリ
の根
生命の不思議さ

杵の童さや日の

大きさに触れる

正月あそび
伝統的な遊びに
親しむ
回庭の籍と霜柱
自然の変化

雪や籍柱といつた
冬の自然に触れ
不思議さを感じる

ひな壇を飾る
伝統文化に
触れる

人間関係

遊びの選択をする
自分で考え
自分で行動する

クラスの友だちとの
関係を深める
当番活動を始める

親子参加の回行事
に
向けてアイデアを出
し
話し合い、みんなて
作り上げる
親子で製作を楽しむ
家族を大切に思う

野菜を作るという
共通の目的に向け
て試行鉛誤する

高齢者をはじめ
地域の人に親しみ
を持つ

ハロウィンで地域の
お宅を訪問する
遭徳性の芽生え

スィートポテト
作りを体験する

親子で製作を楽しむ
家族を大切に思う

公共施。賃への訪間
規範意識の芽生え

節分という文化や

伝統に親しむ

姉妹圏交流

共通の目的に
向かつて考えたり
工夫したりする

健 康

いろいろな,とびの中で
存分に体を動かす
望ましい食習慣
の形成

十分に体を動かす
気持ちよさを体
験する

手洗い うがいの大切
さを 知り自ら行う
暑さの中での遊び方を
工夫する
親子て体を動かす気持
ちよさを体験する

熱中症について知る
夏の感梁症について
知る

夏野菜の収穫と
調I國

食べ物への興味 関心

安全な生活に必要な
習慣に気付く
食の大切さに気付く
手洗い うがいの大
切さを知り自ら行う

さつま芋掘り遠足

友たちや保護者と
共に時間を過ごす
ことの暮びを味わう

やりたいことに
向かつて頑張る

節分の絵本を通し

自ら生活に必要な
習慣や態度を考え
る

交通安全の習慣を

身につける
(交通安全紙芝居 )

歯磨き指導

生命 情緒

一人ひとりに応して適切に対
応し、安定した生活を送る。

清潔で安全な環境を整える。

子どもの気持ち、欲求をしつか
り受け止め、安定した信頼閥
係のもと安心して週ごす。

子どもが先の見通しをもつて
主体的に活動できるよう、
一日の流れを配慮する。

子どもの動線や視線に配慮
した環境を整える。

手洗い、うがい、衣服の調整
など、その意味を理解し、
自分でしようとする。

保育者との信頼関係を基盤に、
自分の考えに自信をもつてさ
まざまな活動に主体的に取り
組む。

生活の流れを見通し、手洗い、食
事、緋泄、着替えなどをすすんでし
ようとする。

進んで友だちを助けたり、助けて
もらつたりして、協力してよるうとす
る、また人の役に立つ喜びを感じ
る。

保百指針ボイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

クラスの年間目標

百みたい資質・能力の3つの柱

保百のねらい

好きな,柱びを見つけて、友たちや保育者と十分に楽しむ
身近などの自タィ`に触れ興味をもつ

好きな,鱗びを見つけ、さまざまに工夫し、集中して嘘ふ
友たちとの関わりを広げ、一緒に楽し0ことを知る

友たちと共通の目的をもって遊ぶことを喜び、十分に楽しむ
季節の変化や特徴に気づき、興味や関心をもつ

友だちと共通の目的を七つて遊ふ中で、自分の思つたことを相手
こ伝え、相手の思しЧこと気づく
夏の遊びを存分に楽しむ

友たちと共通の体験をすることで、イメージを共有しながらきまざ
まな遊びを築しむ
適切な休息や水分補給、着督えをして、健康に過ごす

気づいたこと 感した事などをさまざまな方法て表現して楽しむ
身近な自,大に親しみ、華節の変1ヒに気づ言、関心をもつ

気づいたこと、感した事などをさ芸ざまな方法で表現して薬じむ
身近な自然に規しみ、手師の変化に気づき、固心をもつ
SDGG持 続可能な発展のための目標 No2飢観をゼロに

友たちと共通の目的をもって,厳び、お互いの考えや思いを1なえ
合う経験を重ねていく
幸師の自然に船れ、遊びのなわЧ三取り入れる

友たちと協力しながら活動に取組む売
~兵
憲や
'奇

足感を味わう
幸節の行事や伝統文1ヒに触れ。興味‐関心を深ある

自分のやりたいことに自信を七つて意欲的に取り組む
幸師の行事に親しみ その意味や出来に興味 閉心をもつ

自分のやりたいことに自信をもって意欲的に取り組む
冬に心、さわしい生活の仕方を知り、健康に気をつけて生活する

走級 就学への期待をもって生活する
友たちと共通の目的をもつて,嵯ふ中て、お互いの考えや気持ち
を伝え合い 自信や僧顔感を高めていく。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度   高階すまいる保育園   食育計画 (子と児)

主 任 a‐Jl主任 担当園長

の 一

自立心を育む (体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子 )

食育の日標・内容

厨房スタッフとと子どもとの信頼関係の構築保育のテーマ

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育 2子どもの人権を守る 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント可

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主な国行事

入園式 慣れ保育

夏の食材に振れる  ・懇談会

親子ふれあい遊び会
肉科健診     ・歯科健診

七 タ 懇談会

・フkかけ祭り

お月見

秋祭り ハロウィン

秋の食材に振れる

ウィンターフエスタ   ・餅つき

お正月

節分 懇談会

ひなまつり

保護者支援

・慣れ保育の期間に家庭での状況を聞
き取る。
(食物確認表の確認)

・家庭での離乳の進み具合など連携を

とつていく。

(食物確認表を毎月確認 )

・個々の子どもの発育

・発達状況を把握し、家庭と連携して個

人差に配慮する。

・朝食の大切さを伝えていく。

身近なものと関わり感性が育つ

・食事の時の挨拶を見て真似をしようとする。

・食に関する絵本の読み間かせをして、食べ物ヘ

の関心を高める。

・食べ物の玩具に興味を持ち、食事への関心を高
める

・食事の挨拶を保育者と一緒にやってみる。

・季節の野菜やわくわく組が収穫する野菜を見た
り触れたりする。

・ハロウィン行事に向けて、かばちゃに触れたり、
かばちゃ料理を食べたりする。

・厨房職員と一緒に配謄を通して、「ありがとう」の

気持ちを伝える。

落ち着いた環境の中で、ゆつくり食事をする。

・みかん、イワシなど、季節の食材の匂いや香り

を感じる。

身近な人と気持ちが通じ合う

・ゆつたりと授乳が行えるようにする。

・友だちや保育者の見守りの中で楽しく食事

をする。

・おなかがすいたら泣く、または哺語によっ
て、ミルクや食べ物を催促する。

・個人差に応じて授乳を進めていく中で、
様々な食品に少しずつ慣れ、食べることを楽
しむ。

・かばちゃ、さつま芋(秋の食材)について絵
本を見たり、歌遊びを楽しんだり、大きなか
ぼちゃを、一緒に触って、季節の食材に触れ
る。

・節分の行事に触れる。

イいただきます」「ごちそうさま」「モグモグ」
「おいしいね」など、保育者と言葉を交わしな
がら食べる。

・テーブルを国んで友だちと一緒に食べる。

健やかに伸び伸びと育つ

・一人ひとりのリズムに合わせたつぷりとミ
ルクを飲む。

・咀l爵の様子を観察し、適宜声をかけてい
く。

・様々な食材をよく噛んで食べる。

・食べ物に興味を持ち、手を伸ばす。
→ 手づかみで食べようとする。

・口をしつかり動かす。→よく噛んで食ベ

る。

・離乳食の量とミルクの量を調節していく。

水分補給をしつかり行う。

・様々なものを食べてみようという意欲が

育つ。

・椅子に座る、口を動かす、手を動かす、

身体の動きができるようになる。

・食具を持つて、日まで運んで食べられる
ようになる。

・食べ物の命に感謝し、様々な食に触れ、
日を拭いたり、食器やタオル、エプロンを
片づけるなど、自分でやつてみようとする。

・食事、睡眠などの生活のリズム感覚がめ
Iよえる。

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・おなかがすき、ミルクを飲みたいときに飲み

たいだけゆったりとした環境の中で安心して

飲む。

・離旱L食を暮んで食べる。

・一人ひとりの状態に合わせ、離乳を進め

る。

手づかみで自ら食べようとする。

様々な食材や味、形状に慣れる。

水分補給をしつかり行う。

・いるいろな食べ物を見る、触る.味わうなど
の体験を通して自分で進んで食べようとす
る。

・様子を見ながら普通食(完了食)へ移行す
る。

・様々な食べ物に接する機会を持ち、楽しく
食べる。

・国の周りにある食物、身近な食べ物をし
る。

・T寧に関わりながら、少しづつ歯ごたえの
ある食材を取り入れ、よくΠ歯むことを身に着
けていく。

・行事食を通して、日本の行事や、食文化に

触れる。

・食事前には、手を洗う事や、食後の口拭き
など、自分でやつてみる。

みんなで食べる楽しさを知る。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

1 1 月

12月

1 月

2月

3月



2024年度   高階すまいる保育園   食育計画(1,2歳児)

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子 )

食育の目標 i内容

園長 主任 担当

養護と教育の一体的展開

厨房スタッフとと子どもとの信頼関係の構

築

気付く力を育てる,工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主な行事

入回式

懇談会

・親子心、れあい遊び会

・内科健診  ・歯科検診

七タ

夏の食材に振れる

水かけ祭り

お月見

・秋祭り

ツ ロヽウィン

夏の食材に振れる

ウインターフェスタ

・餅つき

・クリスマス

鏡開き

節分

・桃の節句

副主任

保育のテーマ

地域連携

掲示板の

活用

・ハロウィンでお菓
子をもらう

餅つき

・豆まき

保護者支援

食物確認表の確認、

家庭での食事の様子

の間き取り(新入園児)

・保育参加

・朝食の大切さを知ら
せる
・懇談会で子どもの姿
を共有する

防災食について

弁当の日のお願い

子の句食材
'ロウィルス対策

曇談会で一年の

子どもの成長を
Bび合う

|

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育 2子どもの人権を守る 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

表 現

・ままごとを楽しむ
(年間を通して)

'ジャガイモの色や形、感触

夏野菜の色や形、

感触 (赤 、緑、紫、

丸い、大きい、小さい

とげとげ、つるつる等

野菜スタンプ

粘土で団子つくり

・もち米の変化、

蒸かした匂い、

餅の感触
・野菜スタンプ

・餅の硬さに気づく
・冬野菜の色や形、感触

イワンの匂い

ひし餅の色

環境を通して行う

言 語

食材の名前を知る
・簡単な言葉で味を

現する

表

・食事の時の挨拶

「おいしい、
甘い、ほくはくJ等
の言葉

・色、大きさ、
感触を表す言葉

冷たい感角虫
「冷たいJ

「にぎにぎ」

「ぺったん
ぺったんJ

|

環 境

・テーブルとイスの高さ
スプーンを使つて食べ

ようとする

|

夏野菜の生長の様子
ジャガイモを洗う

・スイカ
ナス
・キュウリ

コツコリー
を増 (さつま芋)

|

キノヨに触れる

稲穂と米

・さつまいも洗い
・ゆず、ミカン、柿等、実
のなる木への興味さま
ざまな種類の
カボチャに触れる

・大根
・もち米、餅
・にんじん

・春の七草
(七草がゆ)

恵方巻、豆
イワシ

ひなあられ

人間関係

・保育者や友だちと一

緒に楽しく食べる。

ハロウィン
(交流)

餅つき

七草

豆まき

健 康

・よくΠ占んで食べる。

・スプーンやフオークなど
を使つて、自分から意欲
的に食べようとする。

・食事の前に手を洗う(感
染症の拡大対策)。

・様々な食材、味に慣れ
る。

収穫したものを味わう。

・十分に体を動かし空腹

感を感じる。

保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

育みたし ・能力の3つの柱

食育のねらい

・新しい環境や保育者に慣れ、見守られながら自分
で食べようとする。

・保育国の周りにある野菜や食べられる植物に興味
を持つ。

・畑の野菜に興味を持ち、収穫した野菜を喜んで食
べる。

・もっとほしい、もういらないの意思表示ができる。

・友達や保育者の見守りの中で、一緒に意欲的に楽
しく食べる。

・食前の手洗い、あいさつなど食生活に必要な手順
を発達に応じて、身につけていく。

・夏野菜に興味を持ち、収穫した野菜を喜んで食べ

る。

様々な食べ物に接する機会を持ち、楽しく食べる。

・畑の野菜や保育国の周りにある果物の木に興味を
持ち、身近な食べ物を知る。

・収穫した野菜などを様々な方法で楽しく食べる。

・食べたい物、好きな物が増え、自分で進んで食べよ
うとする。

・食前、食後の身支度を自ら進んでしようとし、友達と
楽しく、落ち着いて食事をする。

行事食を通して、日本の行事や食文化に触れる。

・食具を持つていない方の手で、ちやわんを支えて食
べる。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



社会福祉法人あゆみの会 高階すまいる保育園 今不口6年度保育園安全計画
2024寄i3月 21日 策定

◎安全点検

(|)施設・設備・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

。各保育室内の環境整備

(出入口、家具、床、窓、非常

階段等)

・台風対策

・防災倉庫整理、防災倍品

の確認 (数量、消費期FR等

備畜の確認)

・園舎全体 (エアコン点検、

空気清浄機、ロフト、固定遊

具、出入口、家具、床、窓、非

常階段等)

・防災倉庫整理、防災備品の

(数量、消費期FR等 )

・水遊び中の園庭の点検

・園舎全体 (エアコン点

検、空気清浄機、ロフト、

固定遊具、出入口、家

具、床、窓、非常階段等)

・年船に合った玩具の点検

(大きさ。年齢 )

・水遊びのマニュアルの確諷

(水遊び中の職員配置等 )

。防火設備、セコム点検

・保育室内環境整備 (出 入口、

家具、床、窓等)

・水道管の凍結防止対策

・散歩マニュアルの確認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検

(固 定遊具合お)

・散歩車の点検

・熱中症対策

・災害時非常持ち出し品の

確認

・散歩マニュアルの確認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検 (固

定遊具含む)

防火設備、セコム点検

・保育室内の環境整備 (出

入口、家具、床、窓等)

*家具等の転倒、落下防止

の確譲

・避難経路 (防火設備 )重
点
点
検
箇
所

1



(2)マニュアルの策定・共有

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

2024年   3月  I日

2024年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025寄1  3月   I日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025寄1  3月   I日

2025年   3月  1日

I日

十日

3月

3月

2024年

2024年

2024年   3月  I日

2024年   3月  I日

2024年   3月  十日

202+年 +0月 I日

2022年 (7月 1日

202+年 1月 10日

2022年 7月 I日

2022年 (7月 十日

2021年 II月 十日 (地震 )
2020年 十1月 十日 (火災)

2020年 10月 21日

2021年 3月 1日

2022年 II月 十日

2021年 2月 I日

2022年 +0月 十日

2015年 4月 十日

2020年 II月 十日

2021年 2月 I日

2021年 3月 1日

2022年 5月 十日

図熱中症・予防対Aマニュアル

団バス送迎 マニュアル

団食物事故防止マニュアル

団食物アレルギー・アナフィラキシー対Aマニュアル

団誤飲・誤疎 マニュアル

団園外活動マニュアル

団水遊びマニュアル

団園児捜索マニュアル

団盗難・空き巣 対Aマニュアル

日不審者対Aマニュアル

図ケガ発生マニュアル

団救急要請マニュアル

日救急対痣マニュアル

団感染症対薦マニュアル (予防・口こ吐処理 )

図災害時マニュアル

図SIDS,SUDI予防午睡見守リマニュアル

2



◎児童・保護者に対する安全指導等

(I)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対A、 交通安全等)

歳児以上児

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

。因ったときの対庵の仕方

・安全な登降園の仕方

・予想される様々な災害や事故を想定し

‖練

・冬の健康的な遊び方・安全な行動

の仕方

・年長児…・小学校との連携指導

3

冬の健康的な遊び方・安全な行動の仕

方

。遊具遊びや散歩時の事故防止 (再度)

感染症対策指導 (手洗い・うがい)

感染症対策指導 (手洗い。うがい)

様々な遊具の安全な使い方を知る

・交通安全指導 (散歩中)

・広域避難場所への避難訓練

・夏の健康的な遊び方、安全な行動の

仕方。

。水分補給をこまめにし、熱中症予防を

する

水遊びでの事故防止指導

・暑い日の過ごし方を欠口る

・水分補給をこまめにし、熱中症予防

をする

。不客者対Aの仕方を知る
。バス乗車のルールを矢口る

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

・予想される様々な災害や事故を想定し

た避難訓練

乳児・十歳以上

3歳児未満児



(2)保護者への説明・共有

・保育参カロ

・クラス懇談会

・新入園児説明会にて園の安全対策に

ついて説明をする

・保育参加
。消防署と連携し総合防災訓練を行う

。保護者に感染症対策について伝え、園で感

染症が出たときは掲示やコドモンなどで周知

する。

・保育参加

・クラス懇談会

・門を開けたら雖ず閉める

。駐車場内での安全な対応について

,すまいるカードの携帯

・登降園時は子どもと手をつなぐ

・コドモンによる登降園チエックと家庭の様

子の記入

。安全な水服について      ~
・アレルギー除去の書類提出

・与薬が捲要な子への対A、 書類提出

。ロフトの使い方について

・安全計画および安全に関する取組の内

容についてコドモンにて発信する

。園だよりを活用し、取り組み内容の周知

をする

。消防署と連携し総合防災ヨ|1練を行う

4



◎訓練・研修

(I)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

地震・火災

午唾明け

合風・竜巻による被害

地震・火災

(時間設定なし)

火災

(時間設定なし)

火災

夕方保育中の避難

不審者対A訓練

(時間設定なし)

震・火災

地震・火災

・災害

肺蘇生法講習 (AED使

方法含む)受講

火災

(時間設定なし)

地震・火災

(総合防災訓練 )

。通報訓練

地震・火災

(時間設定なし)

。大規模災害訓練(BCP)

・防災倍品の確訳

者対A訓練 (タト部侵人

た)

地震・火災

保育士の声掛けで動き

避難

地震・火災

避難訓練の意味や方法

を知らせる

。消火訓練 (毎月実施)
・お散歩訓練 (毎 月実施)

地震・火災

(総合防災訓練)

・通報訓練・31き取り訓練

・消火訓練 (毎月実施 )

(嘔吐処理・消毒等)

染症蔓廷防止研修

避難

訓練等

※ |

その他

※2

避難

訓練等

※ |

その他

※2

※ I「避難訓練等」設備運営基準第6条第2項の規定に基づき毎月十回以上実施する避難及び消化に対するヨ|1練

※2「その他」「避難訓練等」以外の |17番通報、救急対痣 (′む肺蘇生法、気迫内異物除去、AED・エピペンの使用等)不審者対A、 送迎バスにおける見落とし防止等
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(2)職員への研修・講習 (園内実施)

(3)行政等が実施する訓練・講習スケジュール

※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする

・エピペンの使用に関わる研修

。次年度の安全計画を確定させる

・マニュアルの見直し

・感染症蔓廷防止研修

(嘔吐処理について)

・インフルエンザ対應

・SIDS防止について (3全化月間)

・不審者対Aに関わる研修

・水遊びの際の安全について

。毒のある植物・生き物 (蜂。毛虫)

。熱中症指数計測

・BCP(事業継続計画)についての周知

・救命救急講習

・人数の点呼確訳訓練

・通園用バスでの見落とし防止

・散歩マニュアルの確認

・SIDS防止について
・誤飲・誤疎について

・アレルギー・既往歴の確誤

・自衛消防訓練

・不審者対A訓練 (,|1越警察署に依頼 )
・オンライン研修 (キャ

Iサアアツプ研修等)の受講

◎再発防止策の徹底 (ヒヤ1)・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

・ヒヤリ・ハット事例の収集・分析をし、対策を考え所内で情報共有する(昼礼にて毎日実施)

・事故報告書に基づく、事故防止対策の検討、周知

・毎月開催の看護安全委員会にて文責および対策の実施 (姉妹園間で実施されているか確認する)

◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等)

・コドモンアプリを活用した登降園管理により、出欠席確認等の安全管理につなげる

。白治会との連携、合同の避難訓練、防犯訓練 (実施できる場合)
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2024年度 高階すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育国での生活を送る 2024.3月 更新 (看護委員会作成 )

家庭山地域との連携

保護者運格口運協

・家庭調査票の提出・確認・活用
・基礎疾患、個別配慮、アレルギーな
どの把握
く適時〉
・体詞変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等)
・感染症の掲示、コドモンでの配信
・予防機種状況把握・OCW入 力
・保険証・乳児医療垂給者証の期限

・歯科健静の結果・治療の案内

・肉科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え
*適時、未受診者の通知

・お弁当への注意 (安全Vrr)
‡保険証。乳幼児受綸者証 確認
(ひとり親世帯・国保)

・冬の寝具・衣類の切り替え

・内科健静の結果・治療の案内

キ保険証・乳幼児受給者証 確認
(ひとり親世帯・国保)

‡保険証・乳幼児受給者証 確認
(卒園・退園児返却)

:まけんだより
4月 :口王清.熱強.愚梁歴
別紙配布
・生活リズム (活動と休息)
。回での生活
・清潔について (爪・頭髪)
・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性 (3歳未満)
・発熱時の対応 (適時)
・虫刺され (蚊 ):虫よけ
・澱 甲 狂

・虫歯予防
・衣類の選び方
・冷房使用について

・夏の感巣症
・皮膚の清潔

・夏を乗り切ろう
・夏の生活習慣

・虫刺され(蜂・毛虫)
・救急の日
・生活リズム・感染症・発熱
時の対応
・災害対策
・日の愛護す一

'プライベートゾーシ
・予防接種
(日本脳炎・インフルエンザ)
・冬の服基 (下着の着用)
・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎
・インフメレエンザ
・冬の感染症・ヤ防

・ノロウイルス・嘔吐の処理
・丈夫な体を作る
・スキンケア

・冬のスキンケア (しもやけ・

乾燥 )
・皇のかれ★

耳の日・進学に向けて
花粉症・靴の選び方

園肉研修・職員周知

・環境の交化に伴う事故発生に目なする
・戸外活動の注意点
(熱中歳・けが)

く適時〉
・新入国児のSIDS
/SUDIの注意喚起

・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起
・手洗い指導
・虫束1され・虫よけ対策
(11月 まで)

・熱中症予防
・虫刺され

・緊急時の対応
(救命議習)

・空気清浄機点検・整備
散急シュミレーション

インフルエンザの欠席について

嘔吐処理 (職員研修)

・空気清浄機点検・整備

子どもへの働きかけ
/保健行事

・入国時健康診断

(毎月〉
。身体測定

・熱中症対策 (～ 11月まで)
(帽子・水分補給・熱中症指
数計測等)

・歯科健診
・虫歯予防デー
・肉科健診

・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項
・プライベートゾーン

世界手洗いデー
・目の愛護デー
・手洗い指導・咳エチケット

内科健診

歯みがき指導 (9歳以上)

プライベートゾーンについて

肌荒れ

毎日・毎月・随時
/看苗委員会

く毎日>
保健日誌の記入
・視診 (体調不良の早期発見)
・触診・検温
・感染状況の把1農・掲示・注意喚起
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚Ⅲ救急箱の整理/補充
・内服状況の把握
く毎月>
。身体測定・記録(ccw)
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証の期限チェック・管理
・入国児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、既往歴の把握
・救急箱、預かり薬・備品
のチェック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査郵送・結果管理 (職員)
く随時 >
・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等)
。園児の健康診断の結果
・感染症の掲示、ヨドモンでの配信
・体温計の管理
・お撒歩バック内 救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証
の期限確認・管理
・「E吐セットなどの備品管理
‐感染症発症時の対応・注意喚起
・預かり薬の管理・書類管理
・アレルギー児の把握
<川越>
12月 ～3月 インフ)レ報告
毎週月曜 :保育課ヘ
・コロナ陽性報告(保育課)

・保健計画の評価・検討

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・補充
・感染症などの保険のまとめ
・新年度継続書類 (アレルギー )

保健目標

進級・入園に伴う
環境の変化に慎れる
(生活リズムを整える
。国での生活に慣れる)

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する
歯を大切にする

熱中症の早期発見と
予防に努める

けがに気をつけて、
体を動かす

体を動かすことを楽しむ

簿着の習慣をつけ
文夫な身体を作る

インフルエンザや
風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認する

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



令不86年度  自衛消防訓練計画 高階すまいる保育園

内容 1メ蓮R‖ 舞年場所 8寺 F9句蕎 避難場所 れらい

室内の安全な場

所

・選難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

・安全場 ,オに避疑し、保育■の子日示に1,Eつ
,紙芝居などを用いて避難の意味を知る
・避難訓練の意味・意義を伝える
・緊急時の放送・合図の周知

保育士の所に集まる練習

防災頭巾、避難靴の着用

避難リュックの中の点検

人数確認・報告

4月 15日

(月 )

地震

初期消火

導

成

指

作
問

団

年
計

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中

地震

初期消火

水遊び時の避難

関東南部にて

震度4程度の

l昌れ

午前保育中
0ヽコ 5

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

安全に避難サる

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

・防災頭中・避難靴の着用
。人数確認・報告
・落下物 転倒防止などの確認

・室 内の安全な場所に避要性保百士の指示

に従う

・避難口に移動、整列する
・初期消火

5月 15日

(水 )

火災の避難の仕方を

知る

・保育士の話を聞いて

安全に避難する

'軍
『
lの安全な場 Pオに避難・保育主の消不

に従う
・防災頭中 避難靴を着用
・避難口に移動、整列する

園庭への速やかな避難
人数確認・報告
・消火訓練、通報訓練
・保育士の水消火器体験

6月 13日

(木 )

総合防災訓練

火 災

初期消火
F討房より出火

関東南部にて

震度4程度の

l晋れ

午前保育中
10:15

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列
↓
回庭集合

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
10:30

安全な場所

↓
待機

てヽ・保育士の話を聞t

安全に避難する

・安全な場所に避難し、保百士の指示に従

防災頭巾・避難靴の着用
,人数確認・報告
・消火訓練

7月 16日

(金 )

地 震

初期消火

・午睡明けの避難を知る
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全な場所に避要筐し、保百士の脂不に1,E

国庭への速やかな避難

防災頭巾・避難靴の着用

人数確認・報告

消火訓練

8月 19日

(月 )

火災

初期消火
厨房より出火

午後保育中 入

整

室内の安全な場

↓抑柳↓蟻

所

　

各

口

・室内の安全な場所に避策粧保百士の指示

に従う
・防災頭巾・避難靴の着用

人数確認・報告
・落下物・転倒防止などの確認
・登回直後、午前おやつ中の避難
・避禁筐口に移動、整列する

回庭に避難

'コ

螂消 ,人'

9月 17日

(火 )

地 震

初期消火

埼玉南部にて

震度4程度の

揺れ

午前保育中
9:30

室内の安全な場

所

I

各クラスの出入り
口まで移動、整列
↓
国庭集合

,登園時の避難に慣れる
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

総合防災訓練

地震

初期消火

伝言災害ダイヤ

ル体験

引取訂‖練

関東全域に

震度6程度
午後保育中

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
口まで移動、_取列
↓
園庭集合
↓

高階南小へ移動

・保育士の指示に従い、
安全に避難する

・安全な場所に避難し、保育士の指示に従

・図庭への速やかな避難

指定避難場所への移動

保護者への引き渡し方法確認

人数確認

消火訓練、

避難靴の着用

報告

通報訓練

防災頭中10月 16日

(水 )

放送の指示による
関東北部で直

下型地震発生

震度7程度
時間未設定

保育士の指示に従い

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾・避業性靴を着用

避難経路の確認
人数確認 ,報告

消火訓練、初期消火

11月

予告なし

地震

初期消火

放送の指示による時 F口司未設定

・保育士の指示に従い、

安全に避難する
・出火場所を考慮して安

全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認 )

防災頭巾・避難靴を着用

人数確認・報告

初期消火

12月

予告なし
火

初期

災

消火

職員休憩室より

出火

放送の指示による

・保育士の指示に従い

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾 避難靴の着用

避難経路の確認
人数確認 報告

初期消火

1月

予告なし

地震

初期消火
埼玉県北高弔で

震度4程度
時間未設定

放送の指示による

・保育士の指示に従い

安全に避難ずる

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認)
・防災頭巾・避難靴を着用
・人数確認・報告
・初期消火

2月

予告なし

火災

初期消火

虹組保育室より

出火
時間未設定

・保育士の指示に従い、避難ずる
・近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認)
・防災頭巾・避難靴を着用

人数確認・報告
・初期消火

消火器の設置場所・防災頭巾 避難靴・避難

・地震、火災時の職員の対応の理解

色々な災害発生場所を想定した避難経路の確認をと

消火器の使い方の確認をする。(総合防災訓練時の水

り避難経路の確認、確保(荷物等で塞いでしまう

の履き方、整列の練習を保育の中で行う。

んぶの仕方 (おんぶ紐の仕方 )を練習す

々、避難リユックの中身の確認をする(携帯電信舌、

など)

⑩避難車、乳母車のタイヤの亀裂 空気の確認をする。

①火災の時は窓を開める。(延焼を防ぐ)

地震の際は出入り口を開ける。非常日の扉や通路扉も

開ける。カーテンは下ろす。(避難経路の確保、窓ガラス

の散乱防止 )

⑫地震の際は振動がおさまるまで静かに待機する。

①落下物・転倒防止器具の確認をする。(室内外の整理

整頓 )
①日頃より国内外、公園での安全な場所の確認をする。

①個別支援の必要な子どもには保育者が付く。

⑮避難する際は出来るだけまとまり、安全に速やかに誘

導する。
(2次災害の防止 )
二次災害そのものを防ぐことは難しいが、二次災害に

備えて被災を減らすことはできる。強い揺れによる建物

の士J壊や火災旋風の発生、ライフラインの進断に備え、

防災意識を高め、冷静な判断ができるよう、力を養う。

毎朝の出席人数を正確に把握し、事務所に知らせ出席

誘導後、防火管理責任者に正確な人

・職員の講習会とし、状況に応した救命方法を理解できる

人工呼吸、心臓マッサージなど救命救急の方法を理解

こ向かう際は、必ず大声で周りに状況を伝え

は火元から5m程 の距離にて抜くよう

火元の手前から徐々に近づいていく。
15秒以上は消火活動に「あたる。

【時P口司未設定での選難訓練】
通常保育の中で、放送に指示に従い避難する。
・訓練時間、選難場所、避難方法に関しては、未設定

る

に考え、

る。

分担表に基づき 廊下・トイレ

乳児は保又

の

々 る。サイズの確認をす 幼児は靴

はいけないもの

【火災・地震訓練】

・報告】

かヽ確認をする。

(予定 )】

らなくなるため)
一度レパーを握つてしまうと、

に)をする。

にする。(力が

消化液が止

消火器の使い方を知る。

火元の確認・把握をする。

3月

予告なし

地震

初期消火

玉
度

埼

震
県南部で

5程度
時間未設定

放送の指示によ

る

・保育士の指示に従い

安全に避難する



今和 6年度事業計画

となりのすまいる保育園



となりのすまいる保育園 2024年度全体的な計画

入回弐

親子S、れあい遊び会

保奮季加
ハロウイン

ウインターフエスタ

伝承遊tF

卒口式

卒国交流パーティー

あいtつキャラフヾン

学校見学

保育所児童保育要録の作成

ン ント2

ミーの日、子とも観撃、 CCW、
臨床有児保有I抒究会、

総合防災コ1燎 (2口 )す まいるカード韓灘、食事の見守り

自こ悸値制度

リアアッブ研修、か藤秦美氏勉強套SIOS、 不害者対たヽ、いのちのリスト、マニュ
'ル

・カイタンスの活用

る委員会 ワーキングチーム、 ト

熊族の状況及び保護をへの支1震 I地域 の 実 態 との 関 わ り I蝶萌 設 足I環境設定

中学校との交流 (すすと、どんぐり)

鱒妹園交流、固書館、よ り

挑戦てきる環境、自然との間わリ

ワークショツプ
机戦できる環境、自然との関わり

ワータショツプ

1. 2

幼児期の終わり
までに

育ってはしい姿

礎藤なdと 体

自立ド

協同性

菫偽性・規範意識の

芽生え

社会生活との間わり

尽者力の芽
=え

自然との間わり

生命奪三

言葉による伝え合い

ユうヽな感性と表現

じ月■月

一人ひとりの子どもが快迪に生活できるようにする  ・ 一人ひとり健康で安全に生活できるようにする  。生理的欲求が十分満たされるようにする

健康で妻全な生活に貫妥な習慣おt身につくように見守り

幅などの1震動をしていく。

・ 一人一人の子どもが三倅いに活動 し、白発性や探索急欲

などを高めるとともに自分への自信が

持てるように見守り鷺t,に 4と かける。
いつても安吋 して休患できるスペースを確保 し、d身の
疲れを漁すことおtで きるようにする。

保育者や友重 ヒ触れない、安定理をもって,動する。
・ 戸外導びなど、十分に

“

を動かして道ぶ。

・ 友建と奮ぺることを楽しみ、金への興味や隠ミを広げ

る。 (う がい与lたい指導)
。身の回り

=清
潔にする瘍にX長′

`｀

活動とし、健康な生活

リズムをオにつける。
自分の健康に関ドを持ち、予防に貫要な活動をおこな

危険な看所、遊び方に気
'き
、安全に行動する。

自分ててきることを考え、自分て行動する

―結 1こ遊Stな かで、共通の目的を驚ち、工夫しながらや

り電げる。

共有の逆央や埼所を大切にし、みんなて使う。

コ」域の人に競 しみを持ち、西わろうとする.

自然に腹れ、英し亡や不患譲てに気付く。

・森々なものに議れ、性質や仕組みに興味を持つ。

・手領をス,り 、その生活や変化に気付く。

身転な動植初に親しみを持ち、生命σ)こ tに 気付き、大

文化や伝描、行手に触れ、報しみを常つ。

自分お耀験したことを、自分なりのよ薫で表現する。
ね子の話を芝逮して同t
椛しみを持ち、日常のあいせつをする。

森葺本や拘こ番などに観しみ、撤にする楽してを味わう。

様マなJ:来事に巖

“

、感動を伝え合つたり、イメージを

態じたことを
=や
切きて表現する。

‐織々なもので作ることを楽 しみ、十ったものと菫びに使

劇荘すなどイメージしたことを求 しる。

と階セタeる

4蔑兄

・ 健康て安全な生活にJ`要 な習慣が,につくように見守リ
潤々にたじて愛勁する。

・ ―人一人の斃連や生活 リズムに合わせて食事 排泄 ‐軽

,一 人一人の子どもが主体的に活動し、自売世や探索鷺歓

Ⅲrを ヽゆるとともに自分への自信が

持てるように見守り鷺切に働きかける。

・ いつても安ヽして休えてきるスペースを■僚し、ド身の

威れを薦すことができるとうにする。

保言者や友建と触れない、安定聡をもってF動 する。
戸タト連びなど、十分に体を動かして遊St。

友逮ヒ食べることを楽しみ、査への奥工や閲
`を
広げ

オの回りを清潔にする為に強要な活動をし、健康な生活

自分のに療に関ドを持ち、予防に受要
'`｀

活動をおこな

危険な看所、遊び方に気
'と
、安全に行動する。

一緒に遊、工なかで、共通の目的を持ち、工夫する。

決まりの大初さに気
'き
、守ろうとする。

共有の竜兵やを所を大切にし、,を■で使う。
地理の人に競 しみを持ち、面わらうとする。

自然に腹れ、表しさや不尽ユ憮さに気付 く。

搬々なものに触れ、性質や仕組みに奥味を持つ。

・ 子節をⅢり、その生活や変化に気付く。

・ 身近な動植駒に競しみを持ち、と,の専さに夕i付 き、大

・ 文化や伝駐、■手に触れ、競しみを1寺つ。

・ 観 しみを持ち、日常のあい甘つをすう。

文字などを使い、伝える楽 しせに興味
=持
つ。

・ 形、色、言、手触り、旬いなど工盛て感じることを楽 し

'構 々な」

`未

手に触れ、穂動を伝え合ったり、イメージを

癖したことを言や動きて表現する。

様々なもので牛ることを業し,、 十ったものを遊びに使

音贈0)違いに気J(

・ 食への興味を広げ、理解を深めることてtる ことや全ベ
ることにこどを持つ。

3晟兄

健康て安全なと活に養要な習快が身につくように見守り

口々にた じて搬勁する。

よどを再めるとともに自分への白僣が

持てるように見守り重切に働きわ`ける。

いつても安ドして休患できるスペースを確保 し、,こ身の

産れを産すことよてきるようにする。

・ 保育者や友逹と搬れない、空定理をもって行動する。

・ 戸外遊びなど、十分に体を動わヽして遊・工。

・ 友建と,べ ることを楽しみ、食への興味や関ミ青広げ

リズムを,につける。

・府B険な増所、遊び方に夕t'と 、安全,こ行動する.

自分てできることを■え、自分て缶動する。

共有の叢央や器所と大切にし、みんなて使う。

一緒に輩S〔■で共通のイメージを鸞つ。

自然に触れ、美してや不思議さに気付く。

様々なものに麟れ、性質や仕組みに真味を持つ。

手鰤を節り、その主活や変化に気付く。

身近なと,植切に親 じみを持ち、生命のこせに気付きく

文化や伝航、行手に触れ、城しみをそつ。

自分が軽強 したことを、自分なりの言茉て表現する。

相手の指をとなして蘭く。また、して欲 しいこと、国っ

ていることを言葉て伝える。

・ 縮しみを持ち、日常のあいtつ をする。
・ 数字に奥味を持つ

織々なdi来事に触れ、建動を伝え合つたり、イメージを

,様 々なもつてtる ことを茶しみ、作つたものを遊びに使

自分のイメージを動きや七策などて表現し
'_り

演じて遊

音を通してリズムを建じる

ることに■どを持つ。

と 顧 几

・たを的なわヽおヽわり1こより食事羽1泄などの活動を通し
て自分ギしようとする気持ち」芽二えるようにする。
要合て快適な環境の中で、身の回りのことを自分て

言葉にならない令動の鷺味や気持ちを理解 し、やり

根りすることで女ドして自分の気持ちを表すことわ(て

・ 白E主張を受け止め、一人ひとりの気持ちに共建
し、白裁の

'ち

を景勁する。

改歩なをr戸 外で伸tF伸 び遊ぶ。

様々な働きを葉しむ。

強 Tな奮岳に触れるなど、査手を茶しむ。
よ服のな脱などを自分てしようとする。

建んて手滉いをするなど自分の掟章に関だを持つ。

自分の思いや相手の気持ちに気付く。

異年謹の閲りの中で真はをしたり、こっこ遊びをす

他児や身近な大人に興味を持ち、閲わることを楽し

自分の思いを言葉て伝える。

争師オらではの現ユに触れる。

形、色、大きさ、二などの性質に気付く。

自然切に触れ、野触や表現することを楽しむ。

とき物や玩兵4ビ身近なものを大幼にする。
工感を使い、様々なものに触れる。

白ら検拶をするなど、と素のやり取りを楽しむ。

撥本や子遊〔ド、営茉邊びに興味を持つ。

自分の患いをと策で伝える。

オノマトペなどJ素の両會せに気付く。

日常の生活
=通
して、イメージが■かになる。

手a,の 歌や興味のある歌に親しむ。

・体保や音楽、 リズム遊どを一緒に秦しむ。
様々′

`｀

兵オオに触れて音を楽 しむ

自分のイメージを朗作等ギ表し、遊〔ドに取り入れて

査べることを楽しみ、■に興味
=持
つ。

:扇尾

薦答的なかるヽわりにより査手排泄などの活動を通 し

て自分てしようとする気持ちおt芽とえるようにする。

・ 婁全て快通′小`環晩の中で、身の回りのことを自分て

しようとする気持ちを見呼りとがら後動をする。

・ 言素にならない行動の鷺味や気持ち
=理
解し、やリ

収りすることで女ドして自分の気持ちを表すことわやて

,白 E主張を受け上め、一人ひとり0〉 気持ちに央牽
し、自4の言う壱擦勁する。

散歩など,外て,ど伸び竜.工。
様々な動きを楽しむ。

徐々な夜岳に離十るなど、金手t薬 しむ。
よ月Rのを競なrを 自分てしようとする。
とんで手洗いとするなど自分の健康に関だを常つ。

兵年ねこの関りの中て鼻1,t=し たり、ごoこ 遊どをす

他兄や身近な大人に奥味を持ち、関わることを茉し

季tOな らてけの身ユに触れる。

自然切に離れ、態触や主現すること
=楽
しむ。

二理を使い、様々なものに触れる。

自ら榛拶をするなど、営業のやり取りを楽じむ。
機本や手遊ど、ど策遊ぴに興味を常つ。
自分の思いを言葉て伝える。

日常の二活を重 して、イメージが
=か
になる。

手額の歌や案味のある歌に競 しむ。

体保や言葉、リズム遊びを―緒に薬じむ。

様々なr材に触れて菓しむ

接

護

健

康

人

間

関

係

環

境

言

葉

表

現

食

U蔑児

・ 授■・ 唾囁 "1泄 などド
'bよ

く感 じられるように関

わり、■理的欲求を十分鴻たす。

槻確を合わせ表情ユかに閲わりながら、ヽ地よく要

。ゆつたりとした環境の中で、保奮看や友蓮と―倍に

§ごす。
自分でやりたいという気狩ちを表す。

保宮士や友重と一緒に遊 ,S(。

任しい語りおヽけや、た答的な蘭わりによりを素の星

諄や4再語の鷺欲が育まれる。

して、安定理をもって過ごす。

身近な玩兵や捨本にオする案味や閲ドを持つ。

昔や0い に興味を持ち、工態 t働 おヽせる。

軽乳査を保育者から往べる

保百 日鞣

生命の保持

情結の安定

健やかに伸び伸びと

言つ

身近な人と気持ちか
通じ合う

身近なものと関わり

感性が育つ

食育

養

護

教

育



となりのすまいる保育園 2024年度保育計画 (平L児用)
担 当

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立鳶を育む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な′はと体

自立′は

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり。生命尊重

数量 図形、文字等への関§、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

主な行事

保育目標

保護者支援身近なものと関わり感性が育つ

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2。 人権尊重 3.適切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

環境 を二邑して行う

身近な人と気持ちが通じ合う健やかに伸び伸びと育つ

保育指針ボインH

保育理念

保育方針

丁まいる保 育 国 の 日標

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

4月

5月

6月

7月

8月

(7月

iO月

II月

12月

1月

2月

3月



2024年度 となりのすまいる保育園 保育計画 (1、 2歳児)
子日仕

養護 と教 育の一体 的戸長開

生きる力の基礎を育む

目立鳶 を百む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

①自分で考え行動し表現する(挑戦と継続)②思いやり、通じ合)むを持つ③自然と関わる

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康なィこと体

自立峰

協 同性

道徳性 規範意識の芽

生え

社会生 ,ととの関わり

患考力の芽生え

自然との関わり

生命尊重

数量 図形、文字等ヘ

の関ヽ、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

副 三 仕

主な行事

入園式

子どもの 日

歯科検診

総合防災訓練

保育参カロ

クラス薔R訟企

七 タ

上福岡七夕祭り

ハロウィン

親子。S、れあい遊び会

焼き芋会

ウィンターフニスタ

お餅つき

二月あそび

クラス懇談会

節分

ひな祭り

邑」園長 /二任

保育目標

地域連携

地域への挨拶

夏野菜の首の購入

消防署との連携

敬老の日

お月見

ハE,ウィン

たえき手会

伝統文化ウィークリー

国 長

保護者支援

家庭状況の把握

遊びの説明 (服の汚

れ等 )

市の検診の把握

黙談会にて来年の

需品や見通しを持った

姿を伝える

保育参カロ

水遊びにおける準備、

安全対策

保有歩力g

夏の感来症の注意喚起

家寵休みの理解壱促す

災害時の緊急連絡

の確認

ペストなどの準緒の依頼

冬の感来症の′主意喚起

ウインターフエスタヘ

の参加

保護者との相互理解

トイレトレーニングの

声掛け

懇談会にて来年の

備品や見通しを持っ

た

姿を伝える

一年間の成長を

暮び合う

保育指針ボイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.追切な発達援助 4.家庭・地
'或

との連携 5。 保護者支援

表 現

′Pし、砂、水などの感触

絵の具、クレヨンなどで様々な表現

様々な素材に触れ表現する

手遊び、歌、ダンス、リズム遊び

昔遊び

雨の中での遊び

染紙

嗚子をならす

ボディペインテイング
色水

夏野菜スタンプ

自夕′ミ物を使った製作

(どんぐり、落ち葉、、松ぽつくり等)

好きなおく装を作る

(切る、貼る等)

クリスマス製作 (オーナメントなど)

ウインターフェスタでの製作等

ダンスを楽しむ

お二月遊び (福笑い、等)

師分の鬼製作

ひな祭り製作

環境を通して行う

考 五

挨拶

ものの名前、保育者や友逹の名前を

ケoり 、言葉で表す。

絵本、紙芝居、パネルシアター、ペー

プサートなど

保育着や他児との言葉での伝え合い

感じたことを言葉にする

身近な音を言葉で表現する

様々な経験の中で語彙数を増やす。

(官菜で表現する)

「トリックオアトリート」など宮葉の響き

を楽しむ

地域の人に挨拶をしナ_り 、やり取りを

する。

お二月の予入拶

豆まき(鬼は外、福は内)

環 境

季節を感じる(草花、自然現象)

テラス

桜 (お花見)
身近な昆虫探し

夏野菜の首をプランターに植える

といの1ごリ

rlの 中の活動
カタツムリ、ザリガニ、バンタ、かえる、

ダンゴムシ

あじさい

シャボンエ

笹の葉

′Jく遊び、色水遊び

フJく遊び (水車、ミストなど)

泥遊び

水糟の生き物

育てた野菜を耳入種する

トンボ

落ち葉、どんぐり、松ばつくり

雲の形

クリスマス製作

二月遊びを楽しむ (凧、コマ、福笑い)

氷作り

霜、霜柱、氷

雪が降ったら雪遊び

師分

お雛様

春を感じる(風の変化、暖かさをl。患じ

る)

人間関係
【年間を,電してのラ舌動】

保言者とのかかわり

気持ちを受け止めてもらう

手伝い

わらべうた

友だちとの隣鳥わり

ままごと

見てまねる

同じ遊びをしようとする

お店屋さんごっこ

地域の方との問わり

あいさつ

集団遊び

二丁目 わくわくとの交流

(ハロウィンで地
'ヨ

tの 方との関わり)

親子で同じ遊びを楽しむ

三丁目虹との交流

進級を通して、わくわくさんに興味を

もつて遊んだり、新しい友連の存在を知

る

健 康

具

野菜の栽始を通して食ぺ物への興味

関′吋を持つ

散歩

(二丁目公園)
野菜スタンプ

微細遊び

ロフトに登る

水避び 米遊び

水遊びからさまざまな玩具や素材を

使用し、工夫して遊 ,Sく

親子で体 を動かすことを楽しむ

(ハ ロウインで地域を訪間)

氷作り

雪遊び

お二月奎ケび (た こあげ、こまなど)

若替えや排泄等、身の回りのことを青_
欲的に取り組む

鬼探じ

保育指針ボインH

保育理念

保育方針

丁鼠いる1呆育 回 の 日標

谷和3年度の保育テーマ

育みたい貧質・能力の3つの柱

保育のねらい

好とな遊びを見つけて楽しむ

(新入園児)テラスや室内でゆっくりと過ごし、

安鷲して保育園での生活に慣れていく

保育者に見守られながら、さまざまに工夫し集

中して遊 .Sミ

草花や昆虫などに触れ、自然に親しむ

穏的の時耳vHを l天適に迎ごしなつヾら自然に興
'′

ヽ

聞′ゞをもつ

保有者等に手伝ってもらいなつヽら身の回りの

事を行っていく

保育者や他児と関わりながら、水遊びなどの

夏の遊びを存分に楽しむ

適切な休息や水分T溝給、者替えをして、健康に

過ごす

全身を使って外 室内での遊びを楽しむ

気づいたこと、感じたことなどを簡単な言葉で

表現して楽しむ

他児と一緒に遊びを楽しむ

行事などを通して地域の方との交流を深める

自分の思いや気持を相手に伝えようとする

考えや思いを伝え合う経験を重ねていく

季節の自然に触れ、遊びのなかに取り入れる

保育者や他児と挨拶などの簡単な言葉の模

倣や、やり取りを楽しむ

身の回りの事を自分でしようとする

雪 氷などを使った遊びを通 して冬の自然に

親 しむ

戸外 室内共に全身を使って遊 ,Sヽことを楽しむ

少し先の見通しを持ちながら生活したり遊ん

だりする

気の合った他児と遊 ,Sミことを楽しむ

見立て遊びやごっこ遊びをして、保育者や他児

と言葉のやり取りを楽しむ

4月

5月

6月

7月

8月

C7鳳

iO庭

II兵

12え

1月

2月

3月



2024年度 となりのすまいる保育園 保育計画 (3歳以上児)
担 任

基護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立造を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康なこと体

自立′む

協 rコ]イL

,生俺性 規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽主え

自然とのかかわり生命尊重

要叉量 図形 文字等への間ミ 感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と才く現

3つの大好きを育む

主な行事

入園式

子どもの日

懇談会

保育参加

内科、歯科検診

総合防災訓練

七 タ

(■福岡七夕祭り)

お月見
すすととり

ツヽロウィン

総合防災訓練
触れ合い遊び会
内科検診

違足

大根堀

ウィンターフェスタ

あいさつ運動

卒園見交流パーテイー

作品で遊、Sミ

伝承あそび会、凧あげ

部分
クラス懇談会

作品展

ひな祭り、卒園式

保育目標

地域連携

地域の公園ての交流

夏野菜の首の熊入

嘱説医との連続

消防署との連携

七 タ

冬野菜の種盛人

嘱託医との連携消防署と

の連携、ハロウイン動面、

図書館へいこう

勤労感謝ウィーク
ごみ峡集車

焼き学会

お餅つき

お二月 伝承遊び会

書初め

回 長

保護者支援

子どもの日々の様子の

伝達と収集

!休中の様子の伝え合い

憩談会、保育参カロ

保育の意図の説明

水遊びにおける準備

安全対策

この感染症の注意喚起

れあい遊び会への歩カロ

保護者との4電 互理解

害時の繁急連絡の確謀

焼を学会への参カロ

違足への参加

,ィンターフエスタヘの歩
カロ

保護者との相互理解

の感染症についての注

意〔喚走E

t談会への参力0、 保育所

R育の意図の相互理解

↓
わくわく新聞

一年間の成長をきび合う

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.追切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5,保護者支援

表 現

身近な環境十分に聞わる

水遊び

玩具等を二夫する

ユの中でも戸外で楽しめるエ

夫をする(コート製作 )

給本や見たものの表現を

してみる

1味
のある音楽に合わせて踊

る

感じたことや考えたことを音や

力きで表現する(体揉、サーキツ

ト)

自分の好きな衣装を、身に付け

を域を回る、さまざまな素材を、

工夫する

5感で感したことを楽しみ、オ(

現する

子ども達によるフアッション

さまざまな素材を使い、衣装を

発展させる

二月遊びを楽しむ

(独薬回し、羽根つとなど)
名人記定証の発行

春の訪れを感じる

(春―審の風の音
革木の新芽の色など)

‖感謝の言葉や思いJlを形にする

環境を通して行う

朝の会や帰りの会の中で営業
による伝え合いを楽しむ

絵本や物語に親しむ

とし合い等で自らの意見を

伝えてみる

気付きや

発見を伝え合う

短冊にお願いを描く

,えを話したり、間tヽたりする

図鑑を使って調べる

名前、蜜さ

トリックオフトリート

言葉の'響きや使う楽して

危険やルールについて伝え

合う

季節の絵本などから

自ら表現する

二月遊びを楽しむ

(か るた、すごろく)

水や物語に親しみ、想像を巡

」たり、言葉のリズムを楽しむ

1犠機鰈
が

紹
ら

環 境

足元の草花、桜等
自然に気づく

自ら遊.ユ環境を考えてみる

|

梅雨の時期
水遊びを楽しむ

裸ざ熟勲婚

とんば、くわがた等に触れる
色水あそび

↓
各公園のドングリ集め
ひまわり、朝顔の種

イチョウ 色、大きさ、遺なr
季節の変化に気付く

落ち葉、ドングリの根
生命の不忌議さを感じる

ぐさや米などのかたさを感じる

正月あそび

伝続的な遊びに親しむ

目庭の霜と嘉柱
自然の変化

雪などの冬ならではの

天候を楽しむ

}朝
鰤る電繊イしl‐角虫れ

人間関係

新しい也会いに興味を持つ

共通のイメージを持ち関わる

友だちと協力じ工夫する

共同の用具を普で使う

共通の体験を通して

思いを共有する

高静者をはじめ地ガkの 人に親

しみを持つ

(近隣施設訪問)

ロヽウインで地域のお宅を訪問
する

焼を手会を地域に案内する
L緒に活動し愛情や信頼をも

親子で製作を楽しむ

家族を大切に思う

友だちの姿や頑求る姿に

気付tκ援十る

“

分という文化や伝統に親じむ

姉妹園交流

共通の目的にko]かって考えた

り、工夫しやり遂げる

健 康

いろいろな邊びの中で存分に

体を重れかす

霞での食事の流れを知る

食べ物について興味を持つ

熟中症について知る

自分の健康に関′せをもつ

十分に体を動かす気持ちよさを

体験する

夏の感染症について知る

夏野菜の収ア霊と調理食べ物ヘ

の興味 関ミ

配子で体を動かす気持ちよさを

体験する

安全な生活にX要な習慣に気
付く食の大切さに気付く

米の種類,産地,買 い物,炊飯
lえき手の,匂い,色 ,形

友だちや保護者と共に時間を

過ごすことの喜びを味わう

二月遊びを通してイ本を動か
す

やりたいことに向かって頑豪る

節分の絵本を重し

自ら生活にX要な
習慣や態度を考える

交通安全の習慣を身につける

(交通安全紙芝居)

保育指針ポイントI

保育理念

保育方針

すまいる保育国の日標

育みたい資質・能力の3つの柱

保育のねらい

好きな遊びを見つけて、友だちや保育者と十分に楽しむ
身近な春の自然に触れ興味をもつ

好きな遊びを見つけ さまざまに工夫し、集中して遊,S(

友だちとの問わりを広げ、一緒に楽しむことを知る

友だちと共通の目的をもつて遊,Sヽことを十分に楽しむ

季節の変化や特徴に気づき、興味や関ヽをもつ

友だちと共,この目的をもつて遊,ユ中で、自分の思つたことを

相手に伝え、相手の思いにも気づく

夏の遊びを存分に楽しむ

友だちと共通の体験をすることて、イメージを共有しながらさ
まざまな遊びを楽しむ

適切な休息や水分,商給、着替えをして、健康に過ごす

気づいたこと、感じたこと等を色々な方法で表I見して来しむ

身近な自然に親しみ、季師の変化に気づき、関ドをもつ

気づいたこと、感じたことなどをさまざまな方法で表現して

楽しむ

身近な自然に親しみ、季節の変化に気づき、聞ドをもつ

友だちと共通の目的をもって遊び お互いの考えやSい を
伝え合う経験を重ねていく

季節の自然に触れ、遊びのなかに取り入れる

友だちと協力しながら活動に取組む充実態や満足感を

味わう

季節の行事や伝統文化に触れ。輿味 問ミを深める

自分のやりたいことに自信をもつて意欲的に取り組む

季節の行事に親しみ、その意味や歯来に興味 聞′むをもつ

自分のやりたいことに自信をもつて意欲的に取り組む

冬に、S、さわしい生活の仕方を抹Dり、健康に気をつけて生活

する

進 ?′斑への期待をもつて生活する

友だちと共通の目的をもって遊ぶ中で お互いの考えや気

持ちを伝え合い、自信や信頼感を高めていく。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10ヂ

ナ

12F

1月

3月



社会福祉法人あゆみの会となりのすまいる保育園安全計画

2024年 3月 2+日 策定

◎安全点検

(1)施設。設備・園外環境 (散歩コースや緊急避難先等)の安全点検

・各保育室内の環境整備

(出入口、家具、床、窓、非

階段等)

。合風対策

・防災倉庫整理、防災結品

の確認 (数量、消費期限等

借蓄の確認)

・園舎全体 (エアコン点検、

空気清浄機、ロフト、固定遊

具、出入口、家具、床、窓、非

常階段等)

防災倉庫整理、防災備品の

(数量、消費期FR等 )

・園舎全体 (エアコン点

検、空気清浄機、ロフト、

固定遊具、出入口、家

具、床、窓、非常階段等 )

水遊び中の園庭の点検

・保育室内環境整備 (出入口、

・水道管の凍結防止対策

、床、窓等)

。年齢に合った玩具の点検

(大きさ。年船 )

・水遊びのマニュアルの確認

(水遊び中の職員配置等 )

・防火設備、セコム点検

・災害時非常持ち出し品の

確認

・散歩マニュアルの確認

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検

(固 定遊具含む)

・散歩車の点検

・熱中症対策

・保育室内の環境整備 (出

入口、家具、床、窓等)

*家具等の転倒、落下防止

の確認

・避難経路 (防火設備 )

・散歩マニュアルの確諷

・散歩コースの点検

散歩先の公園の点検 (固

定遊具含む)

防火設備、セコム点検

重
点
点
検
箇
所



(2)マニュアルの策定・共有

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用フアイル:各保育室 所事務掲 示

閲覧用フアイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 事務所掲示

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル:各保育室 掲示 :事務所

閲覧用ファイル :各保育室 掲示 :事務所

2024寄1  3月  I日

2024年   3月  I日

2025寄i  3月   十日

2025寄1  3月   十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

2025年   3月  I日

2025年   3月  I日

2025年   3月  十日

十日

1日

3月

3月

2024年

2024年

2024年   3月  I日

2024年   3月  1日

2024年   3月  十日

202+年 3月 十日

2022年 5月 I日

202+年 10月 十日

2022年 (7月 十日

2021年 十月 10日

2022年 7月 十日

2022年 (7月 I日

202+年 II月 十日 (地震 )
2020年 II月 I日 (火災 )

2020年 +0月 2+日

202+年 3月 十日

2022年 II月 十日

2021年 2月 I日

2022年 10月 十日

2015年 4月 十日

2020年 十 1月 I日

202+年 2月 I日

図救急要請マニュアル

図救急対応マニュアル

図感染症対薦マニュアル (予防・口こ吐処理 )

図熱中症・予防対應マニュアル

団バス送迎 マニュアル

図災害時マニュアル

団SIDS・ SUDI予 防午睡見守リマニュアル

団食物事故防止マニュアル

団食物アレルギー・アナフィラキシー対痣マニュアル

団誤飲・誤哄 マニュアル

図園外活動マニュアル

図水遊びマニュアル

図園児捜索マニュアル

団盗難・空き巣 対庵マニュアル

図不客者対Aマニュアル

図ケガ発生マニュアル

2



◎児童・保護者に対する安全指導等

(I)児童への安全指導 (保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等)

歳児以上児

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

。困ったときの対応の仕方

・安全な登降園の仕方

・予想される様々な災害や事故を想定し

避難訓練

・冬の健康的な遊び方・安全な行動

の仕方

。年長児…・4ヽ学校との連携指導

3

冬の健康的な遊び方・安全な行動の仕

方

感染症対策指導 (手洗い・うがい)

様々な遊具の安全な使い方を宍口る

・交通安全指導 (散歩中)

。広域避難場所への避難訓練

・遊具遊びや散歩時の事故防止 (再度)

・感染症対策指導 (手洗いう がい)

・夏の健康的な遊び方、安全な行動の

仕方。

・水分補給をこまめにし、熱中症予防を

する

水遊びでの事故防止指導

暑い日の過ごし方を矢口る

・水分補給をこまめにし、熱中症予防

をする

・不客者対薦の仕方を矢口る

・バス乗車のルールを欠口る

・遊具遊び (ロフト)や散歩時の事故

防止

・安全に過ごすための生活や遊びの

ルール、遊具の遊び方

・予想される様々な災害や事故を想定し

た避難訓練

乳児・I歳以上

3歳児未満児



(2)保護者への説明。共有

・保育参加

・クラス懇談会

・新入園児説明会にて園の安全対策に

ついて説明をする

・保育参加

・消防署と連携し総合防災訓練を行う

。保護者に感染症対策について伝え、園で感

染症が出たときは掲示やコドモンなどで周矢ロ

する。

・保育参加

・クラス懇談会

・門を開けたら雖ず閉める

・馬主車場内での安全な対薦について

。すまいるカードの携帯

・登降園時は子どもと手をつなぐ

・コドモンによる登降園チエックと家庭の様

子の記入

。安全ななく服について     ~~
・アレルギー除去の書類提出

・与薬が捲妥な子への対A、 書類提出

・ロフトの使い方について

。安全計画および安全に関する取組の内

容についてコドモンにて発信する

。園だよりを活用し、取り組み内容の周矢ロ

をする

・消防署と連携し総合防災訓練を行う

4



◎訓練・研修

(I)訓練のテーマ・取組 (全員参加)

合風・竜巻による被害

地震・火災

(時間設定なし)

地震

午睡明け

火災

(時間設定なし)

火災

夕方保育中の避難

(時間設定なし)

震・火災

地震・火災

・災害

不審者対應訓練肺蘇生法講習 (AED使

方法含む)受講

火災

地震・火災

(総合防災訓練 )

・通報訓練

地震・火災

・通報訓練

・大規模災害訓練

(BCP)

・防災倍品の確認

者対應訓練 (タト部侵入

痣 )

地震・火災

保育士の声掛けで動き

避難

地震・火災

避難訓練の意味や方法

を矢口らせる

。消火訓練 (毎月実施)

お散歩訓練 (毎月実施 )

地震・火災

(総合防災訓練)

消火訓練 (毎月実施)

(嘔吐処理・消毒等)

染症蔓廷防止研修

避難

訓練等

※ |

その他

※2

避難

訓練等

※ |

その他

※2

※ |「避難訓練等」設備理営基準第6条第2項の規定に基づき毎月十回以上実施する避難及び消化に対する訓練

※2「その他」「避難訓練等」以外の I19番通報、救急対A(′は肺蘇生法、気道内異物除去、AED・エピペンの使用等)不客者対A、 送迎バスにおける見落とし防止等

5



(2)職員への研修・講習 (園内実施)

(3)行政等が実施する訓練・講習スケジュール

※所属する白治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参カロロ途にかかわらずメモする

・エピペンの使用に関わる研修

。次年度の安全計画を確定させる

。マニュアルの見直し

・感染症蔓廷防止研修

(嘔吐処理について)

・インフルエンザ対応

。SIDS防止について (3盆化月間)

不客者対Aに関わる研修

水遊びの際の安全について

毒のある植物・生き物 (蜂・毛虫)

熱中症指教計測

BCP(事業継続計画)についての周矢ロ

・救命救急講習
。人数の点呼確誤訓練
。通園用バスでの見落とし防止

・散歩マニユアルの確認

・SIDS防止について

'誤飲・誤疎について

,アレルギー・既往歴の確認

。
.S、じみ野市防災訓練 (II月 )
。自衛消防訓練

・不審者対A訓練 (東人間警察署に依頼)
。オンライン研修 (キャリアアップ研修等)の受講

◎再発防止策の徹底 (ヒヤ1)・ ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等)

・ヒヤIザ・ハット事例の収集・分析をし、対策を考え所内で情報共有する(昼礼にて毎日実施)

。事故報告書に基づく、事故防止対策の検討、周矢ロ

・毎月開催の看護安全委員会にて文責および対策の実施 (姉妹園間で実施されているか確誤する)
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◎その他の安全確保に向けた取組 (地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等―)

・コドモンアプリを活用した登降園管理により、出欠席確認等の安全管理につなげる

。自治会との連携、合同の避難訓練、防犯訓練 (実施できる場合)

7



2024年度  となりのすまいる保育園  保健計画

年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育園での生活を送る 20222月 更新 (看護委員会作成)

家庭・地域との連携

保護者連絡・連携

・家庭調査票の提出・確認・活用
<適時>
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等)
・感染症の掲示、コドモンの配信
・予防接種状況把握
・保険証・子と児医療受給者証の期限切れ案
内

歯科健診の結果・治療の案内

・内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え

お弁当への注意 (安全WT)

冬の凄具・衣類の切り替え

内科健診の結果・治療の案内

ほけんだより

生活リズム(活動と休息)
国での生活
清潔について (爪・頭髪)
薄着の勧め
靴の選び方
午E至の必要性
発熱時の対応 (適時)

・熱中症
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

夏の感染症
皮膚の清潔

夏を乗り切ろう
夏の生活習慣

虫刺され(蜂・毛虫)
救急の日
生活リズム・感染症

・目の愛護デー
・予防接種
(日本脳炎・インフルエンザ)
・冬の服装 (下着の着用)

風邪予防
スキンケア
鼻のかみ方・中耳炎

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

ノロウイルス・嘔吐の処理
丈夫な体を作る

冬のスキンケア(あかぎれ、しもやけ)

耳の 日

進学に向けて

花粉症

国内研修・職員周知

・環境の変化に伴う事故発生に留意する
・戸外活動の注意点(熱中症・けが)
<適時>
・新入園児のSIDS
/SUDIの注意喚起

・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

熱中症予防
虫末Jされ・イカリジンでの虫よけ対策
(11月 まで)

水遊びの注意 (感染・事故)

緊急時の対応 (救命講習)

空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席について

・空気清浄機点検・整備

子どもへの働きかけ
/保健行事

入園時健康診断

〈毎月〉
・身体測定

・熱中症対策
(帽子・水分補給等)

歯科健診
虫歯予防デー
内科健診

皮膚疾患などの把握
水遊び時の注意事項

・世界手洗いデー
・目の愛護デー
・内科健診

・手洗い指導
・咳エチケット

毎日・毎月・随時
/看護分科会

<毎日>
・視診 (体調不良の早期発見)
・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握

<毎月>
・身体測定・記録
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証・乳児医療受給者証の期限チェッ
ク・管理
・入国児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、既往歴の把握
・救急箱、預かり薬のチェック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検使検査 (職員)

<随時 >・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等)
・感染症の掲示、コドモンでの配信
・体温計の管理
・お散歩バック内救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・嘔吐セットなどの備品管理
・感染症発生時の対応・注意喚起

保健計画の評価・検討

常備薬品の見直し・補充
医療用備品のチエック・補充
身体測定グラフの配布
(全国児)

保健目標

進級・入国に伴う
環境の変化に慣れる

生活リズムを整える
国での生活に慣れる

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する
歯を大切にする

暑さに負けず
元気に過ごす

けんヾに気をつけて
体を動かす

体を動かすことを楽しむ

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

感染症や
風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ (体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認する

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度 食育計画 (平L児用 )
養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立心を育む (体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

保育目標

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1 指針に基づく保育 2_人権尊重 3_適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5_保護者支援

環境を通して行う保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育園の目標

食育の目標・内容

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性 ,規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

敏量・図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

★アレルギー対應
・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識
その他アレルギー食提供まで
の手順に沿つて配膳していく

実際の活動
・タケノコ、アス′ヽラ
に触る。
・野菜スタンプ

・おやつてJ'7ア采を,
りつぶして食べる。
・水に触れる
。きゅうり、とうもろこ
し、いんげんに触る
・きゆうりを食べる

・叡人丁つでテーフ
ルを囲み、ゆつたり
とした環境で食事を
する。

・栗、みかん、プロッ
コリー、カリフラ
ワー・きのこに触
る。

・おやつと同じ野粟
の調理前を実際に
角虫る
・んヽ心`、プロッコ

リー、にんじん等冬
野菜に触つたり匂い
をかいだり、重さを
感じる
・野菜スタンプ

主な行事
入国式
慣れ保育
お誕生日のリクエス

峙食材

子どもの日

懇談会

七 タ

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

十五夜

十三夜
ハロウィン

勤労感謝の日

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

伝承遊びウイーク
[J―

七草

節分
懇談会

|
ひな祭り

保護者支援

・慣れ保育中、家庭で
の様子を聞きながら、
連携が大切と伝えてい
く(※修正月齢に注意し
て補完食を進めていく)
・食物確認表
・食べた事のない食材
は、家庭で2回以上食
べてから
・献立表の食材確認を
するように伝える
,朝食の大切さを伝え
ていく
・栄養士、保育者、保
護者の三者で面談をし
ながら、補完食を進め
ていく
・懇談会で午後食試食

身近なものと関わり感性が育つ

新しい環境に少しずつ慣れる

季節の食材や行事食に触れる

コップから水分を取つてみる

さまざまな食材に触れてみる

色々な食材を口に入れてみる

手づかみ食べから一口量を知る

前歯でかじりとる経験をしてみる

行事などの食文化に触れる

食具の使い方に慣れる

身近な人と気持ちが通じ合う

自分の欲求を保育者に受け止めて
もらう

言葉をかけながら食事をする

落ち着いた環境の中で、ゆつくり
食事をする

あいさつを保育者と一緒にしてみる

食材の名前などを聞く

一人ひとりの発達に応じて食材の
回さなどを選ぶ

友だちや一緒に食べる人の姿に
気づく

保育者や友だちと一緒に楽しい

雰囲気の中で食事をする

友だちと簡単なやりとりを楽しむ

健やかに伸び伸びと育つ

安心した中で摂乳や食事をする

空腹感を感じ、離乳食を食べる

日中の活動を楽しむ

一定のリズムでお腹が空くようIニ
整えていく

食べ物を手でつかみ、口元に運ぶ

様々なものを食べてみようという
意欲を持つ

自分の食べたいものを指差ししてみる

自分の汚れを自ら拭こうとする
色々な食べ物に挑戦する
エプロン、口拭きを自分のカゴに片付
ける

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・少しずつ新しい環境に慣れていく

・保育者との愛着関係をはぐくむ

,お腹が空き、食事を食べ、午睡するリズムに
慣れていく

・日中の活動で体を十分に動かし、お腹が空き、
食事を食べる、ミルクを飲む

・色々な食材そのものの味や舌ざわりを楽しむ

・食べ物の食感や感触を楽しむ

旬の食べものなどに接する機会を持ち、楽しく食べる

一人ひとりの発達に応じて、少しづつ歯ごたえのある
食材を取り入れ、よくかむことを身につけていく

・手づかみをしたり、食具を使つて、意欲的に食事をす
る

行事食を通して、日本の行事や、食文化に触れる

食事の前には、手を洗うことや、食後の口拭きなど、
自分でやつてみる

みんなで食べる楽しさを知る

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度食育計画 (1、 2、 3歳児 )
養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

自立心を育む (体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

楽しく食べる

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

10の姿

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然とのかかわり・生命尊重

数量・図形、文字等への関心、感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

★アレルキー対胚
・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識
その他アレルギー食提供ま
での手順に沿つて配膳してい
く

主な行事
(園式
罠れ保育
S誕生日のリクエスト食
,

子どもの日

懇談会

七 タ

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

十五夜

ふれあい遊び会
十三夜
ハロウィン

勤労感謝の日

ウインターフエスタ
冬至、クリスマス

お正月・七草
伝承ウィーク

節分
懇談会

l
ひな祭り

保育目標

也域・保護者連拶

・近隣の方へ入園のお知

らせをする
・11賞れ保育中、食事の様

子を見てもらう

献立表、食材の確認、連

携
・近隣の店に行つてみる
・連体中の様子、疲れ具

合等連携
・懇談会での午後食試食

・地域の方との交流
・夕涼み会に招待
・近隣の店に行つてみる
・水遊びに伴つて朝食の
大切さを伝える
・虹グループ月1回のお弁
当(子どもが食べやすい
お弁当を伝える)
お弁当ではアレルギーに
気を付ける

・3園合同ふれあい遊び会
・ハロウィンを通して地域
の方と子どもたちとのやり
取りを楽しめるるようにす
る
・近隣の店などに「ありが
とう」の気持ちを伝える
・ウインターフェスタに招
待する

伝承遊びウイークリー

地域の方と焼き芋会

豆まき交流

懇談会で午後食試食

活動

4月 )・ スナップえんどう

筋取り

5月 )八十八夜 (緑茶

ウィーク)そら豆のさや

むき、ごばうを洗おう、

筍むきと筍御飯、朝

顔、ひまわりの種まき
6月 )インゲンの種まき
7月 )きゆうりのこぶ和

え作り、とうもるこしの

皮むき、インゲンの J又

穫し菊でて食べる、流
し人参
8月 )金魚すくいゼリー

9月 )、 アイスを作つて

食べるさつま芋でクッ

キング、
10月 )セ )レフおにぎり

(月 1回行つていく)、 ハ

ロウィンで南瓜を月虫つて

見て食べる、しめじの

子房分け、柿を見て触

る栗ご飯を作り食べ

る、じやが芋を植える
11月 )みかんを向いて

食べる、レンコンに触つ

て見る
12月 )冬至南瓜、袖を

見て触る、じやがキの

収穫茄でて食べる
1月 )おせち、七草、鏡

開き、
2月 )節分、白菜はが

し、いるいろなみかん

の食べ比べ

3月 )ひな祭り、花野菜

を見て触つて食べる

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

表 現

食材の違いを感じる

クッキングを通して様々
な道具を使ってみる
団子作り

・食材を使つて、制作

等を行つてみる
・団子作り

・様々な感触に触れて
みる

環境を通して行う

言 語

通年を通して食事の

挨拶
・食材の名前を知る

行事食を通して日本

の文化を知る

・野菜の特徴に気づく
,行事食を通して日本
の文化を知る

・ありがとうを伝えてみ

る
。行事食を通して日本
の文化を知る

行事食を通して日本

の文化を知る

環 境

・プランターでの栽培
を行つてみる
・自らのペースで食事
を行う
・近隣のお店に行つて
みる

・季節の食材に触れる

・口拭きなど身の回り

を整える

・普段お世話になつて

いる方に感訪lの気持

ちを持つ
・冬野菜を育ててみる

・様々な感触を楽しむ

人間関係

・保育者と情結の安定
を図る

・食材の名前や料理
の名前を知る

・姉妹園や様々な方と

触れ合つてみる

友だちと食事を楽し

む

健 康

水分補給 手洗い
。姿勢をち整える
・様々な食材や味にな

れる

十分に体を動かし、

空腹を感じる

・水分補給をこまめに

イ予う

・季節の食材を食べて
みる

日本の伝統的な行事

食を食べてみる

保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる保育国の目標

食育の目標・内容

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・国での生活リズムに少しずつ慣れていく
・園での食事や色 な々食材に慣れていく

日中の活動で身体を十分に動かし、
自ら進んで食事を食べる

さまざまな食材に触れる

散歩先の実のなる木や身近な食べ物を知る

・食器の片付けを少しずつ自分たちでやつてみようと
する

季節を感じながら食事をする

行事食を通して、日本の伝統的な食事に触れる

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度 食育計画  (3～ 5歳児 )

保育の目標・内容

担 当

養護と教育の一体的展開

自然に驚き
自然に学び
自然に感謝する

自立心を育む (体を動かすことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかか ること 子 )

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主な行事

すいか
種まき
とん,十

玉ねぎ収穫
バーベキュー
かばちゃ種まき ¬

じやがし

田植え
竹
和菓子の日

再生野粟
七タ
きゅうり種まき
すいか収穫

かき氷屋さん
きゆうりJ又穫
かばちやJ又穫

月見
お彼岸(おはぎ)

|

芋ほり、
ハロウィン

焼き芋
新嘗祭

餅つき又は鏡餅製作)
ねぎ、大根

正月
春の七草
鏡開き(製作したもの )

節分
バレンタイン

ひな祭り

1
健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわり・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表

現

冨Ц主 任

地域連携

竹のお礼の手紙

お礼の手紙

l尭き芋大会の
お誘い

お誘い

お礼の手紙

お誘い

|「

干

保育のテーマ

保護者支援

クッキン

グ

(エプロン
マスクな
どのお願

もヽ掘り

お弁当

の日の

お願い

I    I

↓ H

園 長

保育指針ポイント2

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

1.指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

表 現

上の感触
種芋の形、色

玉ねぎの形、色

じゃがいもの大きさ
お米の首
コロッケ作り

野菜の再生、変化
園庭で豚汁作り(食材を
包丁で切る)

氷、シロップの色、味
マクワウリ・すいかの
シャーベット作り

クッキング

きつ丁手コロツケ
回庭できのこご飯、さつ
ま芋と栗のご飯、
かばちゃのクッキー作り

手紙、塗り絵
基菓子作り(白 砂糖と黒
砂糖の違いを知る

手紙、塗り絵
鏡餅作り、だし汁の飲み
比べ、たくわん作り

春のt阜のキ角里り
おせち料理
切り千し大根作り
餅と白菜のチデミ作り

クッキーづくり(型 )
チョコレート作り

クッキング
リクエスト作り

詈  =五

会話を楽しむ
ちらし寿司の具材を自分
たちで選んでたべる

お店屋さん(
のやり取り、

文字、言葉
伝え方 )

手紙を書く
自分たちで育てたい野
菜の種を買いに行く

手紙を書〈
お店屋さん (玉ねぎ、
じやが芋)

看板づくり

クッキング
十五夜の由来を知る

さつまいもをどうするの
か子ども同士相談
お店屋さん(柿 )

手紙を書く

お店屋さん(又子、言葉
のやり取り、伝え方 )
年賀状
莫子屋横Tで買い物

春の七草
もち米のシューマイ作り
たくわんのお焼き

恵方巻の食べ方など

あんこ、きな粉から好き
なものを選ぶ

環境を通して行う

環 境

じゃがいも(種芋)を植え
る

玉ねぎの収穫
(数、重さの比較)

じゃがいもの収穫
竹の収穫
田植え

にんじん、大根の再生

野菜

氷、水

月、宇宙、萩、牡丹

さつまいもの収穫
ハロウィンの由来
かばちゃのマッシュ

三上さん宅柿の収穫
火、さつまいも
米の収穫

米、もち米
ねぎ、大根の収穫

春の七草の種類
七草粥
おせち料理

恵方巻(セレクトのり巻
き)
バレンタインクッキング

ひな祭り行事食

人間関係
食子のマす―
友達と楽しく食事をする
火起こし、副菜、年後食
作り

協力してリヤカーを引く
八十八夜の由来を知り
お茶を飲み比べる

竹をもらいにいく
田植えの仕方を教えて
もらう

竹で流しそうめん
(アレルギー対応あり)

かき氷屋さん
売り手、買い手のやり取
り

友達とクッキングをする

さつまいもを掘る
大きさを比べる
ハロウィンで地域を回る

焼き芋、火起こし

餅をつく

鏡開き
(どのようにしたら割れる
のか )

クッキー作り

牡丹餅づくり

健 康

・食事の前に手洗い、
うがいをする。

・友達と楽しみながら
食事をする。

・収穫した野菜など、
様々な食材に触れ
る。

・クッキングの身支度
をする。

・戸外でたくさん遊び、
空腹感を味わう。

・食事の前の挨拶「い
ただきます」「ごちそう
さま」

・食具の使い方を知
り、身に付ける。
・食材の栄養素を知る

保育指針ポイント1

保育理念

保育方針

すまいる 園の目

育みたい資質・能力の3つの柱

食育のねらい

・健康で安全な食生活に必要な基本的習
慣や態度を身に付ける。
・新しい環境の中で、友達と一緒に食べる
楽しさを知る。
・食物アレルギーについて知る。
・三食食品群分類表で食材の役割を知
る。

・身近な自然に関わり、世話をしたりする
中で、食材に対する感覚を豊かにする。・

意欲的に様々な食材や食べ物に触れる。
・自然の恵みとしての食材や食の循環に
興味を持つ。

・野菜の栽培を通して、植物が育つ環境に
興味を持ち、命を大切にする心を持つ。
・食べ物を作つてくれる人、調理してくれる
人に感謝の気持ちを持つ。
・行事食を通して、日本の伝統や食文化に
触れ発見を楽しんだり、考えたりする。

・日々の食事やクッキングを通して、食材
や調理の過程に興味を持つ。
・食材の大切さを知り、すべての命に感謝
の気持ちを持つ。

10の姿

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



2024年度   自衛消 B方訓練計画 【となりのすまいる保育園 】
月  日 種 別 聾牛場所 8寺間蕎 避難場所 ねらい 内容 指導及び雷意点

4月 15日

(月 )

地震・火災

初期消火
関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
1 0iOO

室内の安全な場

所
・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

安全場所に避難し、保育士の指示に従う

紙芝居などを用いて避難の意味を知る

避難訓練の意味 意義を伝える

緊急時の放送 合図の周知

保育士の所に集まる練習
・防災頭巾、避難靴の着用
,避難リュックの中の点検
・消火器類の確認、初期消火
,人数確認 報告
・本部との連携

5月 15日

(水 )

地震・火災

初期消火
関東南部にて

震度4程度の

揺れ

午前保育中
1 0iOO

室内の安全な場

所
t

各クラスの出入口

まで移動

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避美性する

・室内の安全な場所に避難・保百士の手旨示

に従う

防災頭巾 赳難靴の着用
・人数確認 ,報告
・落下物・転倒防止などの確認

避難日に移動、整列する

初期消火

6月 14日

(金 )

総合防災訓練

火災

初期消火 厨房より出火
午前保育中

室内の安全な場

所

I

各クラスの出入口

まで移動、整列
↓

三丁目公園集合

・火災の避難の仕方を

知る

階段での避難に慣れる

(わくわ〈組)
・保育士の話を聞いて、
安全に避難する

・屋内の安全な場所に避難 保育士の脂不

に従う

防災頭巾 ,避難靴を着用

避難口に移動、整列する

回庭への速やかな避難
・人数確認・報告
・消火訓練、通報訓練

フ月16日

(月 )

地震・火災

水遊び時の避難

初期消火

関東北部にて

震度9程度の
揺れ

午前保育中
10130

安全な場所

↓
待機

水遊び時の避難方法を

知る
・衣服が濡れた時の状

態を知る
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全な場所に避要にし、保育士の指示に従

防災頭巾・避難靴の着用

水遊び時の避難方法の周知

人数確認 報告

消火訓練

8月 19日

(月 )

火災

初期消火
厨房より出火

午後保育中
16:OO

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入日

まで移動、整列

降回時の避難に慣れる

保育士の話を聞いて、

安全に避難する

・安全な場所に避難し、保育士の指示に従

・回庭への速やかな避難
・防災頭巾・避難靴の着用

人数確認・報告
・消火訓練

9月 17日

(火 )

地震・火災

初期消火
埼玉南部にて

震度4程度の

l呂れ

午前保育中
9コ 5

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入口

まで移動、整列

・登園時の避難に慣れる

保育士の話を聞いて、

安全に避難する

霊内の安全な場所に避要整'保百士の指不

に従う
・防災頭巾 選難靴の着用
・人数確認 報告
・落下物・転倒防止などの確認

登園直後、年前おやつ中の選難

避難口に移動する

初期消火

10月 17日

(木 )

総合防災訓練
地震

広域避難場所

(三丁目公園 )ヘ

の避難

初期消火

伝言災害ダイヤ

ル体験

関東全域に

震度6程度
午後保育中
15:30

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入ロ

まで移動
↓

三丁目公園移動

・保育士の指示に従い、

安全に選難ずる
・広域避難場所 (三丁目

公園 )において、落ち着
いて過ごす

・安全な場所に避難し、保育士の指示に従

・回庭への速やかな避難

防災頭巾・避難靴の着用

人数確認・報告

消火訓練、通報訓練

11月 15日

(金 )

予告なし

地震

初期消火

関東北部で直

下型地震発生

震度6程度 時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・防災頭巾・避難靴を着用
・避難経路の確認
・人数確認・報告
・消火訓練、初期消火

広域選難場所までの避難、誘導

国からの持ち出し物資の確認

12月 16日

(月 )

予告なし

火災

初期消火 調写し室より

出火
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

出火場所を考慮して安

全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる (人数の確

認 )

防災頭巾 避難靴を着用
・人数確認 報告

初期消火

1月 15日

(水 )

予告なし

地震 火災

初期消火

崎玉県北部で

震度4程度
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾・避難靴の着用

避難経路の確認
人数確認・報告

初期消火

2月 17日

(月 )

予告なし

地震・火災

初期消火
虹組より出火 時間未設定 放送の指示による

保育士の指示に従い、

安全に避難する

保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認)

防災頭巾
人数確認

・避難靴を着用
・報告

初期消火

3月 17日

(月 )

予告なし

地震 火災

初期消火 埼玉県南部で

震度 5程度
時間未設定

放送の指示によ

る

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
。近くにいる保育士の所に集まる(人数の確

認)

防災頭巾・避難靴を着用

人数確認・報告

初期消火
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2024年 度  板橋保育園  全体的な計画
千 イ千

:024年 1月 1日 作成

環境を通 しての数有 保奮(豊かな遊びの展開)

自立ドを言む 3つの大婿音
体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人 と関わることが大好きな子

I 保育所保有指針を,電 守する   2 子どもの人権を守る 3 振橋 E乳幼見期の保育 教育ガイ ドラインを,豊 守する   4 発逮を適切にlえ動する 5 家庭 地域 と■■携する 6 子育ての伴た者として保護者を支援する

手先の器用さが高まり、食事、排泄、若脱の自立に向かう。
自分の気持ちや主張を言葉で表現し、相手の主張も聞こうとする。

想像力が豊かになり目的をもつて行動し、集団生活の中で決まりの大切さに気付き、守ろうとする。

遊びや生活の中て'体験を重ね、としべたり関連付けたりしながら、考え工夫する力が高まる。

。日主、自立及び協調の態度を獲い、社会性や重僑性の雰'生えを増う。

・友だちと楽 しく活動する中で、共通の目的を見いだし、試行錯誤 したり協力したりして達成感を味わ

保育の目襦・内容

書みたい資質 能力の3つの柱

Э知識及び技能の基礎
聾かな体験を通じて、感じたり 気付いたり、分
うヽったり できるようになったりする。

Э思考力、判断力、表現力等の基礎

気付いたことや、できるようになったことなどを
にい、考えたり、試したり 二夫したり、表現し
たりする。

Э学びに向かう力、人間性

せ晴 意欲 態度が育つ中で、よりよい生活を督
もうとする。

F胡児期の終わりまでに育つてはしい姿

0健康なせと体
O自 立ミ

O協 同性
O童俺1輩 規範意識の芽生え
O社会生活との問わり
0尽 考力の芽生え
0自 然とのかかわり 生命尊重
O数畳 図形 文字等への間ミ、感覚
0言 葉による伝え合い
○望かな感1輩 と表現

て 交流を図る
0年齢 という粋組みを超えて、子どもたちがお互
いに束J,夕 を受けながら成長 していく

0子 ども―人ひとりの生活や経験 発逹過程など
把握 し、適 tノiな 援助 と環境構成に配rdす る

O異年齢児との関わりによって、思いやりや相手
を意識する気持ちなど、社会性や協調性を有む

合同保育 (朝夕保育 延長保育時)
|～ 5歳兄の異年齢保育

研修計画

5歳兄 (で う)

l鷲康て安全な生活にX要な習1資を身に付け、白ら
意欲的に行動できるようにする。

―人ひとりの子どもを主体 として誼め、青定する

気持ちを言葉や態度て伝え、自分への自信を獲得て

きるようにする。

ことで達成感を味わい様々な生活や遊びに意欲的に

取 `'組む。

遂げる大切さや充実感を味わう。

地域の人など 自分の生活に関係の深い人々に親
しみを持つ。

する意欲や態度を身付け遊びを発展させる。

見したりしながら 工夫して遊 .Sミ。
生活の中て物の性質や致受 図形、文字 時間な
どに関ィせを持ってかかわる。

外国の文化に触れる

演じて遊んだりするなどの楽 しさを味わう。

衛麗なものや素晴 らしいものに触れ 自分の表現に
活かそうとする。

命の大切さに丸づく。

発達確認 (CCW ポー トフォリオ、キラキラシー ト)、 コ ドモンによる園からの情報発佳、指導案、園バス、タブレット、Zoomに よる会議の′と用。

ず さまざま背景をもつ子ともを同じ空間で受け入
れ、全ての子どもが個々に搭要な援助を受けながら

共に成長できるような保育を行う

0全ての子どもの〔ヨ発性を育て、自尊感情を高め、
関子系機関と連携 してX要な子どもにX要なサポー ト
をイ子う

0子 どもの人権 と尊厳を尊重し、個人差や多様性に
配慮 しながら、障がいや個性の異なる子どもたち普

が快】建に過ごせるように環境を整える

磯員の資質 F・]上

ンプライアンス委員会を通 した次議により盗明性の

葛い組織運営を行 う

Э餞員は自己評 lここに基づく課題を踏まえ、国内外の

研修を通 じて それぞれの職務内容に人 した専門性
を協めるために、必要なケコ識及び技術の習得、維持

及び向上に努める

0園の自己評価を行い、保有の質の向上に向けた課
電に組織的に対κするため 保育ドJ容 の改善や保育
士等の役割分担の見直しに耳叉り組む

保吾指針のボイ ン ト3

園 目 1黒

3歳児 (ばんだ)

4歳児 (き りん)

5幾児 (ぞ う)

4虚児 (き りん )

健康て安全な生活にX妻 な習l質に関せを持ち、 1ヨ
ら出来ることのこびを感 じられるように援助する。

探索意欲などを高めるとともに 自分への自信が持
てるように見守り通切にl箋イをかける.

l鷲康、安全な生活にX要な習l員や態度に関′むを持
ち、身に付けようとする。

見も聞いて受け入れる。

友連 とイメージを共有し協力しながら遊、ユ。

自分の思いを伝えたり た目子の語を聞いたりして
会話を楽 じむ。

給本や紙笙居などを通 して、ス トーリーや言葉の

面白さに気づく。

びに取 り入れる。身の回りの物の色 1騒 形などに
詞ミを持ち欺えたりしヒベたりする。

工夫してイ乍ろうとする。

雷いたり 4っ たりすることを薬 じみ、遊びに
睫ったり飾ったりする。

金育の推進

食有計画の作成

食と健康 全と人間関係 食と文化、いのちの育
ちと食、料理 と食の観章から 「いのちの手ざわり
を感 じるJ給食を提供する
O子 どもが生活 と遊びの中で、意欲をもって食に関
わる体験を積み重ね、食事を楽しみ合う

生活 リズムを整える

食事のマナーや挨拶を身につける

O食への興味 関ドを高めるために食言活動に取り
組 む

小学校連携

や主体的な生′舌態度などの基礎を増う

〇小学校教育が日滑に行われるよう小学校教員との

意見交換の場を設け「幼児期の終わりまてれこ有つて

1ま しい姿」を共有するなど連携を図る

O保効小連携会議に歩カロじ 意見交換 と今後の連携
について呉体的に話 し合う

0ア プローチカリキュラムに則した連携を図る

自分の ことが好 きな こと'も  自分の ことわぐて きることも

保育者との安ミした問わりの中で食事、排泄などの活動を通 じて白介てしようとする気持ちを育てる。

全身を動か し 探索活動や子指を螢方かして物に触れる中で、諸感覚の働とが豊かになる。

基本的な,⊆ 動機能が育ち 白我の育ちが高まる。
保育者を作立ちとして、生活や遊びの中て友だちとの言葉のやり取りを楽しみイメージを共有する。

餐護 と教百の一体的な展開

3歳児 (ば んだ)

守り 個々に
^じ
て援助する。

もに、主体的に活動できるようによえ助する。

た遊びを楽しむ。

自分でてきることは自分でしようとする。

簡単なルールを守って遊ぼうとする

えようとする。
生活やナとびにX要な言葉が分かり、使おうとする。

分から問わろうとする。

身の回りの物の色 挺 形なと
'こ

関ミを持ち、分け

たり集めたりする。

気付いたり、感 じたりして楽じむ。

感じたことや考えたことを台分なりに手<現 じて楽し

健康支援・街生管理

年間保l建計画の立案

Bぞ の健康状態の視診を行う
1属託医 (国医)と の連携を図る
l茫康診断、占科健診 身体測定の実施
保健だよりの発行

保健指導を行う

(う わぐい 歯磨き プライベー トブーン)
患染症の発生及び対κを行う

アレルギー等個別の医 ,奪的配慮をX要 とする子ども
に細やかに対κする

0施設「大の街
= 
流潔を維持 し、整理整頓 清掃に努

地域交流

五瞬保有園 幼椎園 小学校 学iク ラブとの交流
中高校生の職場体験、保有実習生 インターンシッ
フ、ボランティア
○地域の子奮て親子と交流する→0会をつくる
1蓋 庭岡ナ文 (在圏児と―緒に逃,S｀ )
有児不安を抱える方の相談を受ける

(育児4目談 給食 離字し全体験)
季師の行率への参力E

保有寝念

2蔵兄 (う てぎ)

ことを自分で しようとする気持ちを見守

りなが ら援助をする。

,手ちに共感し、自我の有ちをl氏助する。

全身を使って,'こんだり 戸外を十分ケ

様々な遊びを通 して友蓬 との関わ りを深

りとりを楽じむ。

給本や紙ミ居を楽しみ、簡単な言葉を

繰り返 したり、模倣 したりして遊 ,ユ。

植物や生を物 上 水 泥などの自然
物に興味を持ち、触れたり遊んだりする

ことを楽じむ。

ジを整かにする。

生活や遊びの中で 輿味あることや経
験 したことを自分なりに表現する

危穐管理 安全管理

マニュアルの策定とla常的な活用

職員役割分担、保護者への連絡方落確

言冦

消防計画、 白街訓練計画の作成
避難創練の実施 (毎 月)

防災備哲品の整備 と点検

地域 とのこと協 (白 治会 町内会 )
0施設設備の安全と適|つ な環境を整える
0事故防止のための対策
唾gR中 の園児の様子の定期確記

安全チエ ンク

各種マニュアルの策定

食れ
=ャ
の
'Bヤ
1管 理

不率者ヨ‖練の実施

子有て支援

者の相談を受けたり、助言をしたりする

ことてk不 安や悩みを解消する。
O保護者

“

R談会や保育歩力Dを通 じて 保
護者同士の交流を促 じ 保有士 看護
師、栄萎士が専 F31と を発揮 し、一体 と

なって行う

O子有て支援手業を実施 し、保護者が子
どもの成長に気付を 子有ての暮びが感
じられるよう支援する

保 密指 0+のポイ ン ト I

笑顔を増やす

O歳児 (ゆめ)

I歳 児 (はな )

2歳児 (う さぎ)

十歳児 (はな)

せなと'の

'舌

動を通 して自分て'し よ

うとする気持ちが芽生えるように

貯ちを理解 し、やり取 りすること

で安ドして自分の完持ちを表すこ

とができるようにする。

持ち、ナ芝びの中で十分体を動か

し 戸外を歩くことを楽 しむ。
体勢や感覚遊びを楽しむ。

のやり取りを楽しみながら関ミを
広げていく。

かけにより、言葉を理解 し、とユら

簡単な言葉を使おうとする。

ち 探索 して遊 Sミ .
身近な環境に親 しみ、保育者と

共に生活や遊びを楽 しむ。

ら蒙1''文を受け せ行くまて問わる
ことを楽じむ。
自分の気持ちを身すrり や言葉で

=<現
する。

社会的責任

とりの人格を尊
=じ
保管を行う

Э入所する子どもの個人情報を芝il切 に取 り扱うと

ともに 保護者の告情なとЧこ対 し解決を図るよう
雰める

Э地域■会との交流や蓮泄)を 図り、保有の内容を

範切に説明する

0保有士の義務
子どもの育ちをやミに考える

子どもの
=せ
のために保護者及び家庭の支援を

イ子う

家庭を取り巻く社会に11,lき かける

長時間保有

十分配慮し 通常保育とのバランスをとりなが

―日の疲れを受け止め、温かいゆったりとした

保育を命う

0長時間保有のや、子どもたちが安′こし をち老
いて過ごせる環境をつくる

0保育時間が長くなり、保有形態の変化がある場
合ても、子どもが某じく過こせるように配慮する

0職員間の協力体制を整え 子どもの正確な情報
を伝達 し、家庭との「続 した関係性を保 l卒する

′去人理念

保有方針

年船別日標

項 目

生命の
保持

晴緒の

安定

健康

人間関係

古葉

環境

表現

食育

善

説

教

育

インクルーシブ保育

S06s t持 続可能な発展のための日採

異年幹保育



2024年度 板橋保育園 I歳児 (はな)年間保育計画

主任副園長園長

2024年4月 I日イ乍成

・保育者との安鷲した関わりの中で食事、排泄などの活動を通じて日命で

しようとする気持ちを育てる。
・全身を動かし、探索活動や手指を動かして物に触れる中で、諸感覚の働

きが豊かになる。

4期 (1～ 3月 )

歩行が安定し探索活動を活発に行い、行

動範囲が拡大する。

身の回りの様々なものに触れて遊び、外

界に対する好奇′はや関′道をもつ。

保育者との関わりの中で安定して過ご

す。

人との関わり合いを喜び、身近な人への

親 しみを感じる。

食具を使い意欲的に食べる。

食器に手を添えて食べる。

保育者や友だちのやっていることに興味

をもち、同じことをしようとする。

言葉と物が対Aし 、身近な言葉がわか
る。

安全で活動しやすい環境の中で、探索活動を

通じて感覚の働きを豊かにする。

生活や遊びを通して音、色、手触り、動き等に

興味をもち、見たり触れたりして遊ぶ。

3期 (10～ 12月 )

何でも「自分で」と主張 し、自

分の願いや希望を主張する。

遊びを通 して、人や物 と関わる

楽 しさを味わう。

身体を動かし、手先を使って遊

保育者との信頼関係が深まり、

安ミ して自分の気持ちを表す。

食事前後の挨拶や食具の持ち方

を矢口る。

友だちの持っている玩具に気付

いたり、触ろうとしたりする。

保育者と一緒に繰り返しの言葉
の絵本や紙芝居をみる。

自然物を見たり、触れたりして興

味をもつ。

上、砂、粘上、クレヨン等の身近な

素材に触れて遊しSミ。

一年間の振り返り

(ク ラスの自己評価 )

年間日標

2期  (7～ 9月 )

歩行が盛んになり、方向転換や

回り道等、自由に探索活動をす

る。

室内や戸外で十分に動き、探索

活動を楽 しむ。

歩くことや自由に体を動かすこ

とを楽しお。

保育者 との関わりを多くもち、

欲求を受け止めてもらい、安′せ

して過ごす。

保育者に手伝ってもらい手洗

い、着脱、食事の仕方を矢口る。

保育者としS、れ合って遊ぶ楽しさ

を矢口り、共感を求める。

保育者の話かけを喜んだり、自

分から片言で話 したりする。

保育者と一緒に遊ぶ中で、玩具の

扱い方や遊び方を矢口る。

身近な素材に触れて遊 ,Sミ。

子どもが触れたり、試 したり、探求して遊べる玩具の設定をする。

玩具の棚は子どもがとりやすい高さ、奥行きに留意する。

子どもの発見や驚きに共感し、感性豊かな言葉や表情で應答する。

生活の流れが身につくように一つひとつの行動の前に言葉で知らせる。

目立鷲を育む 3つの大好ご
体を使うことが大好きな子

頭を使うことが大好きな子

人と関わることが大好きな子

I期 (4～ 6月 )

自分の食べる場所が分かり、歩いて

おむつ交換に向かう。

新しい環境に慣れ、落ち着いて過ご

す。

生活 リズム整えて安趙 して過ごす。

保育者のそばで安ミ して過ごし、保

育者に親 しみを感じる。

着脱、手洗い、食事、おむつ交換の

援助を受け気持ちよく過ごす。

保育者に見守られながら一人遊びや

保育者と一緒に遊ぶことを楽しむ。

片言や指差し、身振 りで自分の思い

を伝えようとする。

安全な空間の中で、一人遊びを十分に

楽しむ。

しS、れあい遊ぶやわらべうたを保育者と

一緒に楽しむ。

保育目標

子どもの姿

ねらい

生命の

保持

情緒の

安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

環境構成

配慮事項

養

護

教

同

保

育

の

内

奥



2024年度 板橋保育園2歳児 (う さぎ)年間保育計画

主任副園長園長

2024年 4月 I日作成

・基本的な運動機能が育ち、自我の育ちが高まる。
・保育者を仲立ちとして、生活や遊びの中で友だちとの言葉のやり取りを楽しみ

イメージを共有する。

4期 (1～ 3月 )

園全体で行う季節の行事や文化的な事柄に

興味や関鳶をもつ。

日常の活動とは異なる特別感を味わい、季

節の変化や最長の節目を感じ取る。

全身を使って遊び、様々な動きを経験 して

空間認矢口、平衡感覚が育つ。

友だちと楽しさを共に得る気持ちが育ち、

自分の思いをコントロールし、交代で遊

ャSミ。

平衡感覚が身につき、からだの動きがなめ

らかになる。

自分と相手それぞれに思いがあることを矢ロ

リ、友連の存在を肯定的に受け止める。

友だちからの影響を受けながら、遊びが広

がり、言葉のやり取りが増える。

自分のものと友だちのものの区別がつき、

場所を捉える感覚が育つ。

互いのつくるものを意識 して、模倣 したり

認めたりして、友だちから刺激を受ける。

3期 (10～ 12月 )

自分が欲 しいものを友だちが使ってい

ても要求したり、手に入らないと泣い

たりする。

自己主張を繰 り返す中で、自分とは違

う意見や主3長があることに気づく。

食具の握 り方が安定し、手を器にそえ

て最後まで自分で食べる。

志しい悔 しいなど相手の言葉に傷つく

経験から、相手の気持ちを想像する。

手洗いを積極的行い、細かな手順を身

:こつける。

自分の役どこどころを口にしながらな

りきり、ごっこ遊びを楽しむ。

絵本や紙芝居を最初から最後まで間く

力が育ち、短い話を覚えて伝える。

進んで戸外で遊び、ジャンプ等全身を

コントロールし、十分に体を動かす。

遊びの中で試行錯誤を繰 り返 しなが

ら、物の性質に気づく。

一年間の振 り返り

(ク ラスの自己評価 )

年間目標

2期  (7～▼周)

やってみようという意欲や、なぜ、

どうしてという探求鳶が育つ。

自分で出来ることは進んで行い、難

しいときには、保育者に援助を求め

ながら自立に向かう。

トイレでの排泄に慣れ自分で排泄す

る。睡眠が定着 し、ひとりで眠る。

感情を様々な表情で表現 し、友だち

との葛諜を通 して、相手の存在を意

識する。

両手、指先のコントロールが巧みに

なり、衣服の着脱をする。

言葉や道具等で友だちとイメージを

共有し、並行 して遊ぶ。

言葉を耳で聞き、日で絵を追いなが

ら絵本に親しむ。

生き物の存在に気づき、自然現象に

興味をもつ。

様々な遊びを通 じて色を諷識 し、秩

序を発見し、高さや数量感を矢口る。

子どものやりたいという気持ちを高めるための環境を構成する。

子どもの言葉を拾って遊びに展開できるよう環境の準備をする。

子どもの個人差や個性を見極め、一人ひとりに痣じて丁寧に関わる。

友だちとの関わりの仲立ちとなり、楽しみが共有できるように援助する。

ロエだを百03つの人好ご
体を使うことが大好きな子

頭を使うことが大好きな子

人と関わることが大好きな子

i期 (4～ 6月 )

新 しい環境に慣れ生活 リズムが安定す

る。運動量が増え活動時間が長くなる。

遊び、食事、睡眠など、生活のリズムを

身につける。

自分のペースで着替えたり、食事をした

りする。

自我が牙生え、主張と気持ちがぶつかり

合い、保育者になぐさめてもらって気持

ちをおさめる。

身の回りを清潔に保つは地よさを感じ、

その習慣が少しずつ身につく。

身の回りに様々な人がいることに気づ

き、徐々に友だちとの関わりをもつ。

自分の思いを言葉や態度で知 らせようと

し、遊びの中の行為を言葉にする。

玩具、絵本、遊具などに輿味をもち、周

囲の様々な変化に気づく。

わらべうたや歌に合わせてリズムを感じ

取 りながら、動きを真似て楽しむ。

保育目標

子どもの姿

ねらい

生命の

保持

情緒の

安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

環境構成

配慮事項

養

護

教

育

保

育

の

内

奥



主任副園長園長

2024年度 板橋保育園 3歳児 (ばんだ)年間保育計画 月 1日

。手先の器用さが高まり、食事、排泄、着脱の自立に向かう。
・自分の気持ちや主張を言葉で表現し、相手の主張も聞こうとする。

4期 (1～ 3月 )

自分が体験したこと、嬉しかったことを

親しい人に伝えたい欲求が高まる。

してよいことや、いけないことがあるこ

とに気づき、考えて行動する。

下半身や体幹がしっかりとし、バランス

感覚が育ち、これまで出来なかった動き

が出来るようになり活発に遊 tSミ。

主張をぶつけながら、一緒に遊ぶにはど

うしたらいいのか考え、気持ちを調整す

る。

自分の身体や健康を意識して、どこかど

う不調なのか言葉にする。

友だちと積極的に関わり合いながら、気

持ちや思いを共感する。

したいこと、 してほしいことを、相手に
伝わるように言葉で話す。

身近な動植物に親しみもち、生命の尊さ

に気づき、いたわり大切にする。

自由に描いたりつくったりすることを楽

しみ、遊びに使ったり飾ったりする。

3期 (10～ 12月 )

何かを作ることより、道具を使う

過程を楽しむ。

年上の子どもや保育者を真似て

チャレンジし、訳めてもらえてい

るという実感をもつ。

保育者の直接的援助がなくてもト

イレでの一連の習慣が身につく。

相手の会話の中に自分の知ってい

ることを見つけて嬉しさを表す。

怪我したところ示し、体の部位を

伝え、自分の身体に関′はをもつ。

人の役に立つことを喜び、褒めら

れて、誇らしい気持ちを味わう。

絵本、紙芝居を興味をもって見聞

きし、想像する楽しさを味わう。

季節により、自然や生活に変化が

あることを知る。

自然物や教材等の様々な素材に親

しみ、二夫して遊ぶ。

一年間の振り返り

(ク ラスの自己評価)

年間目標

2期  (7～ 9月 )

生活習慣が身につき、自分で全ての

手順をやりたいと主ヨ長する。

身の回りを清潔にし、着脱、食事、

排泄等の生活にX要な活動を自分で
行う。

保育者や友だちと0べ ることを楽し
み、食べ物への興味や関鳶をもつ。

感情のやり取りを通じて自分だけで

なく、相手の気持ちに′道を向ける。

旬の食材に触れて興味をもち、給食

を喜んで食べる。

まわりの人が困っているのを見つけ

ると保育者に伝え助けようする。

生活の中で言葉の楽しさや美しさに

気づく。

大小の記識、数の概念がわかり始

め、数量への興味・関′道をもつ。

音楽や楽器に触れ、感じたことを表

現し、歌を歌ったリズムを楽しむ。

白発的に危険を意識、察矢口するより、好奇だが勝る発達段階であることを踏
まえて個性や発達を把握し、危険箇所を点検して安全な環境を提供する。

自分でやりたいという子どもの気持ちを大切にし、先回りせず見守る。

難しいのか、甘えたいのか、子どもの気持ちを確かめながら援助する。

自立ミを育む3つの人好き
体を使うことが大好きな子

頭を使うことが大好きな子

人と関わることが大好きな子

I期 (4～ 6月 )

新しい環境で興味をもった物に繰り返
し関わり、砂や上の感触を楽しむ。

新しい環境に慣れ、保育者や友だちと

,S、れ合い、安定感をもって生活する。

健康で安全に過ごすためにX要な生活
のリズムを身につける。

新しい遊びや難しい遊びに興味を向

け、出来るまで繰り返し満足する。

生活や遊びを通して、様マな活動に親
しみ、楽しんで取り組む。

順番や交代がわかり、白分の番を待
ち、好きな友だちと交代する。

友だち、友だちの保護者、保育者な

ど、親しさに痣じて挨拶をする。

普段の生活で触れる物や白然の素材な

ど、様々な色や香りを感じ取る。

わらべうた遊びを通じて音の美しさを

感じ、真似したり喜んで仲間に入る。

保育目標

子どもの姿

ねらい

生命の

保持

情緒の

安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

環境構成

配慮事項

養

護

教

育

保

育

の
内

奥



2024年度 板橋保育園4歳児 (き りん)年間保育計画

主任副園長園長

2024年4月 I日作成

・想像力が豊かになり目的をもつて行動し、果回生活の中で決まりの大切

さに気付き、守ろうとする。
・遊びや生活の中で体験を重ね、比べたり関連付けたりしながら、考えエ

夫する力が高まる。

4期 (1～ 3月 )

友だちと話 し合い簡単なルールを決め、

ルールを守り遊ぶ楽 しさを感 じる。

友だちと繁がりを求めながら、基本的な

生活に搭要な習慣や態度を身につける。

発達段階に応じた全身運動を通じて丈夫

な体をつくり、健康で安全に過ごす。

進級への期待や喜びを受け止めてもら

い、不安なく意欲的に過ごす。

全身を思い切 り動か して遊び、みんなと

一緒に遊、ぶ楽 しさを味わう。

簡単なルールを作 り出し、友だちとと一

緒に逃 ,Sミ楽 しさを矢口る。

良いこと、悪いことがあることに気づ

き、思いを伝え考えながら行動する。

自然事象に興味や関′はをもち、感動 した

り疑間をもったりして観察する。

歌やダンス、造形や描画で内面を表現す

る。積み木を高く積もうと工夫する。

3期 (10～ 12月 )

身近な自然現象に興味をもち、繰

り返 し取 り組み熱中する。

自己を発揮 し、友だちと協調 した

り、一緒に創 り上げたりして、連

成感を味わう。

体調の変化に早く気づき、自分で

伝えるなど健康に過ごす。

互いを認め、満足感や達成感を味

わい自信を持って活動する。

病気や怪我を予防するために舛妥

なことがわかる。

友だちと生活する中で決まりの大

切さに気づき守ろうとする。

友だちの話を聞く大切さを矢口り、

出来事を順序立てて話す。

季節の変化を感じ、好きな遊びを

見つけじっくりと取り組む。

遊びのイメージを共有 し、

遊びの中で役を演 じる。

一年間の振り返 り

(ク ラスの自己評価 )

年間日標

2期  (7～ 9月 )

集団遊びに喜んで参カロし、様々

に体を動かす。

友だちや保育者との繁がりを十

分に味わい一緒に過ごす。

きまりやルールを理解 し、健康

で安全な生活を送る。

一人ひとりとの関わりを大切

にして信頼関係を深める。

片付けや衣服の始末など、身の

回りのことを意欲的に行う。

簡単なルールのある遊びを友

だちや保育者 と一緒に楽 しむ。

日常会話がスムーズになり、意

思を言葉で表す。

生き物や植物に興味 。関′道をも

ち、調べたり、試 したりする。

自然物や廃品を利用して、自分

のイメージに合わせ製作する。

身体の発達に伴い、遊び方が大胆になる頃なので、遊具や道具の扱

い方を矢口らせながら、安全な環境を設定する。

遊びのイメージがなかなか共有できず、友だちの輪に入れない子ど

もがいないか注意 して見守る。

自分から関わることが苦手な子どもには援助する。

目立ミを百む 3つの大好き
体を使うことが大好きな子

頭を使うことが大好きな子

人と関わることが大好きな子

I期 (4～ 6月 )

進級を喜び、身の回りのことを]長

り切って行おうとする。

新 しい環境に慣れ、保育者や友

だちに親 しみを持ち、安′はして過

ごす。

食事や排泄、岩脱等の基本的な生

活の仕方を矢口り、自ら行う。

進級した期待や不安を受け止

めてもらい、安サは感をもつ。

健康的な生活を送るために撼要な

習慣を身につける。

友だちや保育者と関わり信頼関係

を築く。

仲間といる喜びや楽 しさを感じな

がら、言葉で伝え合う。

自然など身近な環境への関わ

り方や遊び方を体験する。

お話 しや日常の会話を再現する。

保育日標

子どもの姿

ねらい

生命の

保持

情緒の

安定

健康

人間関係

言葉

環境

表現

環境構成

配慮事項

養

護

教

同

保

口

の

内

奥



2024年度 板橋保育園 5歳児 (ぞ う)年間保育計画

主任副園長園長

2024年4月 1日 1乍成

・ 白主、自立及び協調の態度を養い、社会性や迫徳性の芽生えを培う。

・友だちと楽しく活動する中で、共通の目的を見いだし、試行錯誤したり協力し

たりして達成感を味わう。

4期 (1～ 3月 )

過去、現在 (今 )、 未来を客観的に矢ロ

リ、今後の予定を意識 して、行事の企画

や準備を進める。

友だちと想いを伝え合い、互いの成長を

喜び認め合う。

基本的な生活習慣が確立し、生活や活動

に見通しをもち、自分たちで進める。

場面にAじ て行動し、安全に生活する中
で、就学に向けて期待と自信をもつ。

就学に向けて、早寝早起きの生活リズム

を整え、意欲的に過ごす。

自分とは異なる意見をもつ友だちを諷

め、折り合いをつける力を身につける。

人前で発表することに慣れ、相手や場に

痣じた言葉を選択する。

時間を意識 して行動 し、次の活動を予測

して、身のまわりの整理整頓をする。

描いたり作ったり、ダンスや体揉等の全

身表現を楽しみ、作品を大切にする。

3期 (10～ 12月 )

ひとりでは出来ないことが友だちと一緒

ならできることに気づき、仲間と共に行

動する。

ひとつの目標に向かって友だちと矢口患を

出し合い、協力して成し遂げる。

事故予防に対する意識をもち、自ら考

え、遊具や道具を安全に使う。

友だちとの関係を深め、自信をもって生

活する。

健康に過ごすために、手洗い 。うがいの

正しい方法を身につけ、自分で確認す

る。

みんなでひとつの目標に向かって、励 ま

し合いなが ら取 り組み、仲間意識が高ま

る。

相手の気持ちを汲み取り、思いやりのあ

る言葉をかける。

季節の移り変わりに関鳶をもち、探求鳶

が高まる。

お話しや物語のイメージを膨らませ、豊

かに表現する。

一年間の振り返り

(ク ラスの自己評価)

年間日標

2期  (7～ 9月 )

楽しく遊ぶためのルールを作り年

下の子どもを受け入れる。

経験 したことや興味・関′はから表

現遊びを楽しむ。

気候に合わせて水分蒲給等の調整

をし、健康に過ごす。

友だちとの意見のすれ違いがあっ

ても、話 し合い気持ちを立て直

す。

適度な運動や遊びの後に、自分の

タイミングで休息をとる。

自分の気持ちを言菜で表現 し、相

手の気持ちにも気づき、互いに′は

地よく過 ごす。

相手を思いやり、迪切な伝え方や

宮菜追いを知る。

興味のある物を調べたり、考えた

りして、発見を喜ぶ。

曲の募囲気を感じ、音を奏でる楽
しみを知り、演奏する。

子どもたちが主体となり、自主的に行動 し、追究したり継続 したりでき

るように、興味・関だ 。発達にAじ た環境を整える。

卒園までの充実した時間を過ごし、期待をもって就学できるように、一

人ひとりの自己肯定感を高め、自信につなげる。

自立ミを百む 3つの大好き
体を使うことが大好きな子

頭を使うことが大好きな子

人と関わることが大好きな子

1期 (4～ 6月 )

最年長になったことを喜び、新し

い環境の空間を理解する。

新しい環境に慣れ、友だちとの遊
びや生活を楽しむ。

友だちや保育者と関わりながら、

安鳶感をもって生活する。

意欲的に挑戦しようとする気持ち

に向き合い取り組む。

気候や体調に合わせて、自分でま

服の調整をする。

友だちを誘ったり、誘われたりし

ながら、遊びを共有する。

相手の話を最後まで聰き、疑間に

感じたことを質問する。

友だちと身の回りにあるルールを

確認 し合い、快適に過ごす。

経験を活かして、形、色、構成

等、二夫を凝らして製作する。

保育日標

子どもの姿

ねらい

生命の

保持

情緒の

安定

健康

人間関係

言葉

環境

奉(現

環境構成

配慮事項

養

護

教

日

保

目

の

内

奥



資 料

。今和 6年度すまいる委員会年間計画
。今和 6年度すまいる委員会組織図



目的 保育者に求められる専門性、人間性を高める

年間目標 としての教育、養護についての知識の構築と現場での実践力を高める

メンバー
委員

:   委員長

(伊佐沼 )

副委員長

(三 T目 ) (鶴ケ岡) (高階)

開催日 毎月    10引 5～ 11:00(環 境ラボ委員会 ) 11:15～ 1200(発達計画委員会 )

令和6年度 保育部会 年間計画

※議事録担当者は1週間以内に副委員長に送信する  ※副委員長は記載内容を確認及び修正した上であゆみの会ドライブ→すまいる委員会→令和6年度に格納弓

※出席者は議事録をプリン トアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

発達計画委員会 11:15～ 12:00

※「操作方法を学ぶ」に留まらず「操作方法を深める」こととし CCWやコ ドモンの機能やツールを自ら使いこなせるようになることを目指す

※議事録担当者は1週間以内に副委員長に送信する  ※副委員長は記載内容を確認及び修正 した上であゆみの会 ドライブ→すまいる委員会
→令和 6年度に格納 i

※出席者は議事録をプリン トアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

環境ラボ委員会 10:15～ 11:00

れらい
子どもの発達を捉え人的及び物的環境を整える
・資料作成を通して保育を見直し他者に伝える力を高める
・OF卜」Tにより情報交換及び姉妹園メンバー間の交流を図る

テキスト 乳幼児の発達と保育研究会者「0・ 1・ 2歳児の発達と保育」「3・ 4・ 5歳児の発達と保育」乳幼児の遊びと生活

テーマ

1期 2期 3期

・担当クラスの保育を行 う中で大切だ

と思 うことや実践 していることを自分

の言葉で発表する
・ A4サイズ 1枚にまとめた資料をzoOm

会議にて画面共有 して発表する

・子 どもの発達について人的、物的環境の実践報

告をす る
・写真等を用いて資料を作成 してzoOm会議にて画

面共有 して発表する

・外部研修で学んだ内容をPowerPointにまとめ、zoom会

議にて画面共有して報告する
・環境の見直しを進め、その都度可視化したシートを蓄

積し、一年の成果として仕上げる

学びを
深める

瀧票著「保育とおもちゃ」 高山静子著「環境構成の理論と実践」
高山静子著「保育内容6領域の展開」
高山静子著「保育者の問わりの理論と実践

日程 5/ 7/ 8/ 9/ 10/ 桐/ 12/ 1/ 3/

司会

鵬事録

出席者
勇歳
報告

ねらい

子どもの発達を捉える視野の拡大、専門知識や技術習得の機会にする

様々な機能を深めていくことで成果が業務に直結し、職場への帰属意識や信頼感に業げる

Ⅳord及びExoelを 使用した資料作成、チャイルドケアウエブ (CCW)及 びコドモン (CODMO N)機 能の活用、ブログ、ポートフォリオ、
Instagramの作成に留まらず、コドモンを活用した ICTの通信方法をマスターする
今年度の入職者や若手メンバーが発達を理解し、保育実践に繋げ、次年度の新入職者に様々な操作方法等を伝える役割を担えるような人材を育成す

る

ツーザレ チヤイル ドケアウエブ (CCW)  コ ドモン (CoDMO N)

テーマ

1期 2期 3期

・ CCWの 保育 レシピの活用
・発達チェックの操作方法を習得する

・ 「自園のある一日」をホームページ

ブログで作成 しzoom会 議にて画面共有

して発表する

・子 どものキラキラした姿をPowerPoint 5ページ

にまとめzoom会議にて画面共有 して発表する
・子 どものキラキラした姿を1～ 2分の動画に編集

し、zoon会議にて画面共有 して発表する

・子 どものキラキラした姿を1～ 2分 の動画に編集 し、

200m会議にて画面共有 して発表する
・チヤイル ドケアウエブ (CCW)及 びコ ドモン (CoD
MON)の 機能を活用 し、保育の ICT化 を推進する
・一年間取 り組んできたことを動画やPOWerPOint等 によ

とめ、ZoOm会議にて画面共有 して発表する

発違を
理解する

・CCWの保育レシピ「安心・安定J
を調べてみて理解したことや感想等を
自分の言葉で発表する
・プログの作成方法を習得する
・チャイルドケアウエブ (CCW)及
びコドモン (CoDMO N)の 操作方
法を習得する

・ CCWの 発達のメカニズムを調べてみて理解 し
たことや感想等を自分の言葉で発表する
・ CCWを 活用 し保育日誌、連絡帳、個別記録、
個月1の指導計画、月案等を作成する
・姉妹園のブログを見て感想を述べあう

・チャイルドケアウエブ (CCW)及 びコドモン (CoD
MON)を 操作する中で疑問や不明点があれば、その都
度確認して各自の得意分野を広げ、 トラブルの解決方法
を習得する
・CCWを 活用し保育日誌、連絡帳、l回別記録、1回別の
指導計画、月案等を作成する
・Instagram、 ポートフォリをの作成方法を習得する
・姉妹園のInstagrっ mやポートフォリオを見て感想を述ベ

あう

日程 5/ 6/ 7/ 8/ 9/ 10/ ¬/ 12/ 1/ 2/ 3/

司会

議事録

出席者
発表
報告



【研修部会】研修計画委員会年間計画

目的 職員一人一人の資質向上に努める。

目標 職務内容に応じた専門性を高める (知識、技術の向上及び維持)ための研修を計画する。

開催日 毎月木曜日 (週は適宜変更)の 10:15-11:15 *書記は各園順番でおこなう。

ねらい

1期 (4～ 7月 ) ‖期 (8～ 11月 ) ||1期 (12～ 3月 )

。保育者が求められている専門性を

学ψこミ。

・研修の意義を学ぶ。

・研修の組み立て方を学ぶ。

・研修を組み立てる。

・各外部研修について知る。

・主体的に学ぶ姿勢や環境を整え

る。

・必要な外部研修への参加機会を確

保する。

内容

1期 (4～ 7月 ) H期 (8～ 11月 ) ||1期 (12～ 3月 )

・保育所保育指針第5章 【職員の資

質向上】を読む。

・年間研修計画を把握する。

・4/20(学 びの日①)、 6/1(学び

の日②)、 727(合同同内研修)

の計画作成に参加する。

・8/31(大掃除)の計画を作成す

る。

・10/5(学びの日③)の計画を作

成する。

・11/31(学びの日④、大掃除)の

計画を作成する。

・12/21(学 びの日⑥)の計画を作

成する。

。合同園内研修の計画を作成する。

。各囲内研修で職員の出欠確認と把握をする。

・国内研修当日の司会、進行 (出勤者の勤務時間把握、タイムキーパー、PC等の準)をする。

・外部研修の案内をする。

・各研修の出席者を管理職 と決め、出席者に連絡する。

・研修報告書 (外部、内部)の管理をし、職員へ周知する。

・ トミーの日の計画を立て、参加者へ周知する。

・井上先生のワークショップの計画を立て、参加者へ周知する。

外部研修案内 (自 主研修含む)



・GT関連の研修

・為玉県キャリアアップ研修案内

5月 、 7月

・ポピンズ研修案内  5月
・コドモンカレッジ

・自治体主催の研修

・埼玉県キヤリアアップ研修案内

9月 。11月

・ポピンズ研修案内  8月
・コドモンカレッジ

・自治体主催の研修

・埼玉県キヤリアアップ研修案内

1月

,コ ドモンカレッジ

・自治体主催の研修



【研修部会】次世代実践委員会年間計画

目的 職員一人一人の資質向上に努める。

目標 職務内容に応じた専門性を高める (知識、技術の向上及び維持)。

開催日 毎月木曜日 (週は適宜変更)の 13:15-14:15

ねらい

1期 (4～ 7月 ) H期 (8～ 11月 ) ||1期 (12～ 3月 )

・自ら実践し、経験、知識、技術を深める。

・保育にかかわる知識や技能を身に着ける。

①一人一人の子どもの発達を援助する知識及び、技術

②子どもが自ら生きていく力を育む生活援助の知識及び、技術

③人的、物的、空間、自然などの保育環境を構成していく知識及び技術

④子どもの遊びを展開する知識及び技術

⑤保護者等への相談、助言に関する知識及び技術

・一人一人の子どもが安心して過ごせるように関わっていく。

・保護者や地域への子育て支援をおこなっていく。

・子どもの人権を尊重し、最善の利益を考慮 して保育をおこなう。

・倫理観や責任感を身に着ける。

・安全面の配慮を身に着ける。

・マネジメントやリーダーシップに関する能力を身に着ける。

内容

1期 (4～ 7月 ) H期 (8～ 11月 ) Ⅲ期 (12～ 3月 )

。各委員会での決定事項を把握し、振り返りをおこなっていく。

(例)①保育部会での決定事項を保育部会と協力しながら実践していく。

②実践の振り返りを委員会で話し合い、保育部会に報告する。

。すまいる保育ガイドラインをまとめる。

。わらべ歌の動画を各園順番で撮影していく。

わ

り

べ

歌

4月 5月 6月 7月

あんころもち いちりにり あめこんこん とうきょうと にほんばし

ちょちちょち あわわ ちゃちゃつぼ ずいずいずっころばし あてぶしてぶし

8月 9月 10月 11月

うえんヽらしたから ゆらゆらボー ト かたどんひじどん こどもとこどもが

みかんの咲く丘 とおりゃんせ じゅうごやさんのもちつき おはぎがおよめに

12月 1月 2月 3月

さるのこしかけ おおさむこさむ あぶくたった ことりことり

もちっこやいて ななくさなずな ゆうびんやさん でんでらりゅうば



20242

今和6年度 【看護/安全委員会】年間計画

・安全街生に関する理解を深め、通切な対策を講じることができる力を楼う
。保健衛生に関する知識を深め、適切な保健計邑の作成と活用ができる力を基う
。他の保育者等:に保健衛生。安全対策に関する、通切な助言および指導ができるよう、実践的な能力を身につける

・各月の議題については、委員長が事前にとりまとめ、一週間前までにZoomURLと共に、各国に発信する
・委員会担当者は、下記計画に従い、国内研修の実施および職員への発信を行い、その状況について委員会の中で報告・確認を行っていく

員会の中の看護/安全共有の時間帯に当月のヒヤリハット、事故報告等の共有を図り、自国の対策に活かしていく
・SIDS,散 歩など、ルール通り実施されているか、形骸化していないか毎月確認を実施する

委

Ⅳ糊 (1-3月 )

3尾 II日

▼看護委員会 :0時 15分～ II時 15分   ▼安全委員会 II時 :5分～ 12時 30分  (※ :〕 時 15分から12時 45分までは共有時間とする)

構くと人口、家具、床、
憲、非常稽段)

・冬の健康な荘び方・受全な行ヨ,の仕万

長児…・交通安全指導

年度の安全計画を策定する

タフス懇破宿

入園説明会にて園の安全対策について説明する

地 震

年間のまとめ

ヒヤリハット事故報告
のまとめ

見直し,再点検

高階

2月 10日

備品確認 (数量、消費

期服等)

火 災

急な天候変化

ヒヤリハットおよび 事
故報告書の共有

修佐沼

1月 14日

検、空気清浄機、ロフ

ト、固定遊具、家具、

床、意、非常稽段等)

地 震

交通事故

二丁 目

Ⅲ期く10-12月 )

12月 10日

(家具等の転側、落下

防止の確認)   。
避難経路 (防火設備 )

様々なこ魅具の安全な使い方を知る

染症対策指導 (手洗い。うがい)

・羅昇_歴憂
'こ

F′,上研修 く嘔吐烈理について,
ンフルエンザ対A・ SIDS防上について(強化月間)

踪百季加

火 災

不審者対應

鶴ケ岡

l〕 月 :2日

・ヨ「甲愛警持ち出し

品の確認

地震・火災 く大規 瞑来

害ヨ1練 )

不審看対鷹コ1線

子どもの怪我   子どもの体調不農

高膳

10月 8日

認

歩コースの点検

・散

.故歩先の公国の点検

(固定遊具合む) ・
敏歩車の点校・防火設

備、セコム点検

練 )

猜佐沼

工期 (7-9月 )

9月 :0日

確謝等)

給をこまめにし、熱中症予務をする

仕方を知る

・不審者対たの

・不審者対応に関わる研修
・水遊びの際の安全について
。春のある植物・生き物 (蜂・毛虫)
・熱中症指数計測・BCP(事業継続計と言雪):こっいて

。保爾春カロ

ス懇談会 (感染症の注意喚起、内料検診、歯科検診)

増 艇

急な天候変化

二丁 目

8月 6日

検、空気清浄機、ロフ

ト、固定遊具、家具、

床、窓、非常膳段害)

入 災

交通事故

鶴ケ岡

7月 く,日

国の点検

難 )

不客者対応

高暗

I期 (4-6月 )

6月 11日

点検 (大tさ、年船 )
・水遊びのマニュアル

確穂 (水遊び中の職員
配置等)    ・
防火設備、セコム点検

・逓異逓び (ロフト,や敵歩時のい家防止
に過ごすための生活や遊びのルール、遊具の遊び方 ・安全な豊

降国の仕方

人数の点呼
`盛

譲謝練
・通園バスでの見落とし防止 (鶴ケ岡)
。散歩マニュアルの確認。SIDS防止について
,誤飲・誤囃について,アレルギー、既往歴の確認
のちのリスト(施設整備点検)の内容確認
ルギー、既往歴の確ヨ忍

・アレ

車場内ての安全な対薦について               すヽ

まいるカードの携帯                    ・コド
モンによる登降園チエックと家庭の様子の記入
・安全なおミ服につい                     ェ

与薬について                     'ロ フト

の使い方について・園だよりを活用し、取り孝aみ内容の周知をする

子どもの体調不良

伊佐沼

5月 14日

(家具等の転倒、落下

防上の確認)

避難経路 (防火設備 )
・熱中症対策

地 震

子どもの怪我

二丁目

年間のねらい

実践の方法

4月 16日

鶴         ・
肢歩コースの点検
・散歩先の公園の点検

(固定遊具含む)

肢歩卓の点検

贈盛・避難ヨ1線の 意
末や方法を宍Ⅱる
。初期消火劇1練   ―

ケース検討

鶴ケ岡

期

開催月日

開催時刻

施設・設備・園外

環境の安全点検

児童への

安全指導

職員への研修

(国内実施 )

保護者への

説明共有

弩難JI練

不客者対応剖練
散歩の日

ヒヤリハットの共有

マニュアル整備

記鋒

※記缶ミ作成後は、委員長が内容を確認後ドライプにアップする



食育委員会 年間計画 令和6年度

・食事の大切さを学ぶ 食べる意欲を育てる

・お腹がすくリズムの持てる子ども  ・食べたいもの好きなものが増える子ども

目的

目標

時間 :14:45～保育食育委員会 / 1545～保育・厨房合同 / 16:00～ 厨房食育委員会

便 り内容

すまいるの給食について

朝ごはんを食べて登囲しよう、生活リズム

食事の姿勢、手づかみ食べと食具

食中毒防止、給食ではこのように気を付けて

作業しています

夏の暑さに負けない食事、間食の取 り方

お弁当の日のねらいについて、

約束事 (ポスター)

お弁当の約束、食品回スについて

お家でできる食育の方法

風邪予防につながる食事

からだをあたためる食事

食の悩みQ&A(事前アンケー ト)

節分豆注意喚起、味下と咀噂 (よ く噛む)

三大栄養素と卒園お祝い献立について

食育だより

高階5月 号

伊佐沼6月 号

三・ と7月 号

鶴ケ岡8月 号

板橋 9月 号

高階10月 号

伊佐沼11月 号

三・ と12月 号

鶴ケ岡1月 号

板橋2月 号

高階 3月 号

鶴ケ岡4月 号

議事録

と

鶴ケ岡

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

司会

(レ ジメ)

鶴ケ岡

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

と

予定日程

4月 16日

5月 14日

6月 11日

7月 9日

8月 6日

9月 10日

10月 8日

11月 12日

12月 10日

1月 14日

2月 10日

3月 11日

1期

2期

3期



育委員会 【保育食育】年間予定
食と健康・人間関係・文化 。料理 命の育ちと食 食育 。計画 。たより ICT化の推進 令和6年度

食事の大切さを学ぶ   ・食べる意欲を育てる

・お腹がすくリズムの持てる子ども  ・食べたいもの好きなものが増える子ども

目的

目標

テキス ト

保育所保育指針

=穴

育 保吉施淡常におけるJ,故 防止及び事故発生1寺の

対応のためのガイドライン 保奮の安全研究 教育セ

保育参加面談表・子どもの育ちを支える

食 毎月の食育だより 食物確認表

授乳 離乳の支援ガイド(2019年 改訂

版)保 育の安全研究 教育センター

τ月の食育だより '献立レシピ

にこちゃんマニュアル

にこちゃんマニュアル

教育 保育施設等における事故防止及び

事故発生時の対応のためのガイ ドライ

ン・保育の安全研究 教育センター

カテゴリー

命の育ちと食

`)と

健康     人
冊関lキ 保護常支援

命の育ちと食

保護者支援

保護者支援

保護者支援

保護者支援

命の育ちと食

保護者支援

食 と健康

業務連携

業務連携

食の安全

内容 (保育者の学び)

食育委員会を開催するにあたり、食育がなぜ必要なのかを改めて学ぶ。

食音の目当てを知る

食事の心構え確認

保育参加を通じ、国での給食の様子また家庭での生活と食事の状

況を共有する

離乳食についてを学び、各園での振り返りを行う。

夏野菜の栽培について学ぶ。

食事の心構え確認

お弁当の目的と対応マニュアル確認

保護者の方に対 し、食事にまつわる悩みや質問を保育参加でのアンケー トを利用 し

て集い、食育便 りに掲載する。

感染症などの状況にもよるが、主に新卒者や厨房業務の経験のない方に

入つていただき、お互いの業務について理解しコミュニケーションを深

める (厨房に入る場合は検便必須)

栄養についてのお話を宙組さん対象で行い、卒園お祝い献立を考えても

らうお手伝いをする。

誤飲誤味窒息についてを学び、安全な食事提供のための共通認識を持

食育委員会について 1年を振り返る。また課題は何かを挙げその解決の

ために次年度に何が必要かを挙げる。次年度の食育委員会の開催に向

け、大まかな年間計画を立案する。

取り組み

・各園毎の食育活動

・活動家庭との連携を図る家庭の食事につ

いてまた、給食の時間にもつながる参考に

なるようなテーマのお便りを発行する

・保育参加を通して食事の様子を共有して

いく

・各国毎の食育活動

・保育参加を通して食事の様子を共有 して

いく

。お弁当を通 じた家庭との連携を目指す

・家庭でも食に興味を持ち出来そうなこと

を提案する

,各園毎の食育活動

・保育参加時のアンケートにお食事につい

て困っていることを事前に集めておき、Q

&Aでお答えする

・宙対象 :卒園祝いの献立を考える

・厨房と保育の一体化

食育便り内容

すまいるの給食について

朝ごはんを食べて登園しよ

う、生活リズム

食事の姿勢、手づかみ食べ

と食具

食中毒防止、給食ではこの

ように気を付けて作業 して

います

夏の暑さに負けない食事、

間食の取 り方

お弁当の日のねらいについ

て、約束事 (ポ スター)

お弁当の約東、食品ロスに

ついて

お家でできる食育の方法

風邪予防につながる食事

からだをあたためる食事

食の悩みQ&A(事前アン

ケート)

節分豆注意喚起、啜下 とn巳

畷 (よ くΠ直む)

三大栄養素と卒園お祝い献

立について

食育だより

高階5月 号

伊佐沼6月 号

三 。と7月号

鶴ケ岡8月 号

板橋9月 号

高階10月 号

伊佐沼11月 号

三・と12月 号

鶴ケ岡1月 号

板橋2月 号

高階3月 号

鶴ケ岡4月 号

議事録

と

鶴ケ岡

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

司会

(レ ジメ)

鶴ケ岡

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

高階

伊佐沼

と

鶴ケ岡

板橋

と

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



すまいるの給食について共通認識を持つ。

すまいるの給食をになう者として自覚を持ち、責任感のある人材を育成する。

他園での研修をvS、 まえ、業務などで疑間や困ったことがあったときにはすぐに他の園に相談できるような環境を作る。

給食において必要な知識を更に学び、深め日頃の業務に活かす。

目的

目標

食育委員会 【厨房】 年F日]表

年間を通じレシピや献立の整理を行う

厨房マニュアルの整備を行う

食の安全 (ア レルギー)衛生

食育指導 献立 食育だより
調理技術や知識

ICT化 の推進
令和6年度

テキス ト

大量調理マニュアル

大量調理マニュアル

授乳 離乳の支援ガイ ド(2019年

改訂版 )

ユ■労働省術i的な手洸いについて

な し

アレルギーについて最新の情報

な し

未定

リスクマネジメントについて

厚生労勧省術
=的
な手洸いについて

,,■ 労Wl省 術t←,な千挑いについて

カテゴリー

給食管理

給食管理

衛生管理

衛生管理

衛生管理

食の安全

衛生管理

リスクマネジメ

ント

業務連携

衛生管理

集団栄養指導

業務連携

衛生管理

内容 (保育者の学び)

日々の業務を通じ仲間とのコミュニケーションをとりながら1日

の流れに慣れ、安定した給食の提供に専念する

日々の業務を通じ仲間とのコミュニケーションをとりながら1日

の流れに1買れ、安定した給食の提供に専念する

離乳合について学び、園での総合の提供に繋げる

手洗いの励行徹底の重要さを厨房の仲間に伝える

5Sの励行徹底の重要さを厨房の仲間に伝える

厨房研修の実施

園での整理整頓の徹底、帰除シー トの見直 し、害虫駆除

食中毒、食物アレルギーについての知識を深め、園でのアレルギー対応

について再確認 し必要であれば見直す。

1期 2期 を通 じて強化 したい事、更に深めていきたいことを挙げ全園で取

り組む。厨房研修の実施

各園での研修などを踏まえ、各園で気が付いたこと、また気が付いたことに対 し

て相談したり、自園で解決 したことについてまとめる。

感染症などの状況にもよるが、主に新卒者や厨房業務の経験のない方に

入つていただき、お互いの業務について理解 しコミュニケーシ ョンを深

める (厨房に入る場合は検便必須 )

栄養についてのお話を宙組 さん対象で行い、卒園お祝い献立を考えても

らうお手伝いをする。

誤飲誤疎窒息についてを学び、安全な食事提供のための共通認識を持

給食業務について 1年 を振 り返る。 また課題は何かを挙げその解決のた

めに次年度に何が必要かを挙げる。次年度誰がどこの厨房に入つてもス

ムーズな給食の提供ができるよう引継 ぎがいつでもできるようにする。

取 り組み

新しい園での環境と業務に慣れる

新しい園での環境と業務に慣れる

衛生管理を伝えられる人材の育成

衛生管理を伝えられる人材の育成

衛生管理ができる人材の育成

学ぴに積 l。〕文的な人材の育成

学びに積極的な人材の育成

学びに積極的な栄養士になる

周 りに相談できる環境の整備

保育と厨房の一体化

栄養教育 (宙組対象)

保育と厨房の一体化

1年間の振 り返 りと引継 ぎの準備

献立担当園(者 )

中出

瀧深・工藤

工藤

工藤

中島

中島

中出

中出

未定

未定

未定

未定

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

1期

2期

3期

その他



目的 子 ども、保護者、保育者の人権を守る

年間目標 決ま りや仕組みを明確化 し、全園が共通認識のもと足並みをそろえて業務に取 り組む

メンパー
部会長 :   委員長 :

委員 :(伊佐沼 )

副委員長
―

(三丁目) (板橋 )(鶴ケ岡 ) (高 P占 )

開催日 毎 月 9:30～ 1030(事 務委員会) 1045～ 1145(人権監査委員会 )

令和6年度 総合部会 年間計画

※議事録担当者は1週間以内に副委員長に送信する  ※副委員長は記載内容を確認及び修正 した上であゆみの会 ドライプ→すまいる委員会→令和 6年度に格納する

※出席者は議事録をプリン トアウ トし、自国の副主任、主任に提出する

人権・監査委員会 10:45～ 11:45

事務委員会 9:30～ 10:30 *書面での共有も含めて開催を検討する

れらい

情報共有の単純化
・各国委員が業務分野別サブリーダーを担い、全体の業務負担の偏 りを減 らすとともに各人のスキルアップを目指す

・ ドライブを用いて、各国の業務内容の共有化を図る
・マニュアルや原紙類及び ドライブ内のデータ整理を行い、必要業務時間の短縮に繋げる

・ システム導入を活用 した業務効率化を図る

テーマ

1期 2期 3期

・情報共有の基盤作 り
。お迎えするにあたつて

(新入職、実習生、監査 )

監査について

上半期振 り返 り、下半期に向けて

年度末に向けて

年度末、来年度に向けて

今年度まとめ

学びを
深める

4月 :必要書類・データ精査について

業務分里予別サブリーダー決め、

年間カ レンダー作成について

く園児・ 保護者・職員・外部・ ICT)

5月 :監査に向けての準備

実習生受入れについて

6月 :日 数管理、一時金、 ICT管理

7月 :監査について、夏季保育について

8月 :監査、困 つていることの共有・消化

9月 :振 り返 り、職員継続書類、

下半期に向けて (保護者集金等 )

10月 !園児継続書類について、

年間カ レンダー途中経過
11月 :自 己評価について、年度末に向けて

(スケジュール・ しおり見直 し等 )

12月 :年度末に向けて (事業報告等 )、

年末準備 (小 日回収、新年の掲示等 )
1月 :監査振 り返 り・まとめ

年度末に向けて (保護者通知・集金等 )

決算に向けて、必要書類確認
2月 :年度末に向けて (書類・ コ ドモン更新等 )

3月 :R6年度まとめ、

年間スケジュール仕上げ・次年度活用

日程 4/ 5/ 6/ 7/ 8/ 10/ 悧/ 12/ 1/ 2/ 3/

司会

鵬事嫌

出席者
勇我
報告

ねらい 別紙参照

ツール

テーマ

1期 2期 3期

発違を
理解する

日程 5/ 6/ 6/ 7/ 9/ 10/ 11/ 12/ 1/ 2/

司会

麟事録

出痛者
発表
報告



令和6年度 人権 B監査委員会 年間計画

※出席者は議事録をプリン トアウ トし、自国の副主任、主任に提出する

監査委員会 10:15～ 11:15 *監査に向けて適宣開催

※計画にとらわれず、必要ならば監査項ロチエックリス トを見直 し、改善を行う

※議事録担当者は1週間以内に副委員長に送信する

※目1委員長は記戦内容を確認及び修正 した上であゆみの会 ドライブ→すまいる委員会→令和 6年度に格納する

※出席者は議事録をプリントアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

目的  1子ども・保護者・保育者の人権を守る

年間目標 1監査の意味
・目的を知る お互いを思いやる問わりの実践を共有する (思 いやリシー ト) クオーレを通しお互いの匡Iの強みを見つけ、伸ばしていく

メンバー

1壁
査F

委員長

(伊佐沼 )

目1委員長

(三丁目) (鶴ケ岡 ) (高階 ) (板橋 )

開催日 1毎 月    9:30～ 10:30(事務委員会) 10:45～ 11:45(人 権監査委員会)

人権委員会 10:45～ 11:15 *2か月に1回

れらい
子どもの最善の利益を守るために何ができるか、何をすべきかを学ぶ
思いやリシートを深めていく(振 り返り、共有、見直しなど)こ とで、不適切な保育の起こらない園を創る

テキスト 保育所保育指針 子どもの権利条約 思いやリシー ト

テーマ

1期 (4～ 7月 ) 2期 (3～ 11月 ) 3期 (12～ 3月 )

・人権とは ?虐待とは?
・子どもの最書の利益を守るとは

どういうことか ?
・思いや リシー トの取 り組みに
ついての意見交換 (情報共有の仕組み

り、シー トの有効活用に向けて)
・虐待事例検討

づ く

マル トリー トメン トについて学ぷ

クオー レを通し、姉妹国の取 り組みを学び

自園に活かす (3aみ 、課題の把握、対応 )

思いや リシー ドの取 り組みについて

意見交換

虐待事例検討

クオー レを通 し、姉妹園の取 り組みを学び

自園に活かす

姉妹園からの学びの実践報告
思いやリシー トの取 り組みについて

意見交換
虐待事例検討

学びを
深める

保育所保育指針
人権擁護のための
セルフチエツクシート
5/7週  クオーレ実施

マルトリートメントチェックリスト

思いやリシート
保育者へののアンケート
クオーレを通した姉妹園からの意見
11/5週 クオーレ実施

人権擁護のためのセルフチエツクシー ト

思いやリシー ト

クオーレで姉妹園からの意見を自園で

どう活か しているか報告

日程 5/ 7/ 11/ 1/ 3/

司会

醸事録

出席者
発表
報告

ねらい 監査の意味・ 目的を知る 必要な書類管理の方法を国全体で共有する

必要書類 自主点検表 (運営) 自主点検表 (処遇)監 査項ロチエックリス ト など

'―
マ

1期 (4～ 7月 ) 2期 (8～ 11月 ) 3期 (12～ 3月 )

監査について知る

監査の雰囲気を味わう

監査の記録をとり、来年度へつなげる

監査の雰囲気を味わ う

監査の記録をとり、来年度へつなげる

監査を通して見えた課題の共有

国の自己評価を実施 し項目を知る

来年度に向けてまとめ

典施内容

自主点検表をつける

必要書類の確認
自主点検表項目の根拠を

説明できるよう確認する

【伊佐沼・高階】 【となり】
川越市監査 自主点検表
作成・本部提出 (6月 )行 政提出
【伊佐沼・高階】 【となり】
内部監査 (6月 )指 導監査 (7月 )
【となり】
認可外保育施設調書作成 (7月 )

(7月 )

内部監査にて各国へ訪問し書類の確認を

目の根拠を説明できるよう

り開始)

監査指芋商事項改善 進抄状況報告
※3月 末には完了

今年度の書類が全て完成 しているか確認・報告

監査項ロチエックリス トの振 り返 り

※見えた課題などをふまえチェックリス トの

見直 し及び改善

園の自己評価を通 し自分たちの保育を

振り返る機会を作 り、その内容を国内で共有し、

見えた課題に対 して各園の取 り組みを共有する

日程 5/ 6/ 8/ 10/ 1/

司会

醸事録

出席者
発表
報告



令和6年度 人権・監査委員会 年間計画
目的 子ども・保護者・保育者の人権を守る

年間目標 監査の意味・目的を知る お互いを思いやる閥わりの実践を共有する (思いやリンート) クオーレを通しお互いの園の強みを見つけ、伸ばしていく

メンバー
部会長 ;   委員長

委員 :(伊佐沼 )

副委員長

(三丁目) (鶴ケ岡 ) (高階 )

開催日 毎月 10:45～ 11:45

人権委員会 10:45～ 11:15

れらい 子どもの最善の利益を守るために何ができるか、何をすべきかを学ぷ

テキスト 保育所保育指針 子どもの権利条約 思いやリシー ト

テーマ

1期 (4～ 7月 ) 2期 (8～ 11月 ) 3期 (12～ 3月 )

人権とは?虐待とは?
子どもの最善の利益を守るとは
どういうことか?
思いやリシートの取り組みに
ついての意見交換

マル トリー トメン トについて学ぶ

クオー レを通 し、姉妹国の取 り組みを学び

自園に活かす

思いやリシー トの取 り組みについて

意見交換
虐待事例検討

クオーレを通 し、姉妹園の取 り組みを学び

自国に活かす

姉妹国からの学びの実践報告

学びを

深める

保育所保育指針
人権擁護のための
セルフチエックシート
5/7週 クオーレ実施

マル トリー トメン トチエックリス ト

思いやリシー ト

保育者へののアンケー ト

クオー レを通 した姉妹園か らの意見
11/5週 クオー レ実施

人権擁護のためのセルフチエツクシー ト

思いやリシー ト

クオー レで姉妹園からの意見を自園で

どう活か しているか報告

日程 5/ 6/ 7/ 8/ 9/ 10/ 11/ 12/ 1/ 2/ 3/

司会

麟事録

出席者
発表
報告

イ

※出席者は議事録をプリントアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

監査委員会 10:15～ 11:15

※計画にとらわれず、必要ならば監査項ロチエツクリス トを見直し、改善を行う

※議事録担当者は1週間以内に副委員長に送侵する

※副委員長は記載内容を確 ,忍及び修正 した上であゆみの会 ドライブ→すまいる委員会→令和 6年度に格納する

※出席者は議事録をプリン トアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

ねらい 監査の意味・ 目的を知る 必要な書類管理の方法を園全体で共有する

必要書類 自主点検表 (運営) 自主点検表 (処遇)監 査項ロチエックリス ト など

テーマ

1期 (4～ 7月 ) 2期 (8～ 11月 ) 3期 (12～ 3月 )

監査について知る

監査の雰囲気を味わう

監査の記録をとり、来年度へつなげる

監査の雰囲気を味わう

監査の記録をとり、来年度へつなげる

監査を通 して見えた課題の共有

国の自己評価を実施
来年度に向けてまと

し項目を知る
め

実施内容

自主点検表をつける

必要書類の確認

自主点検表項目の根拠を

説明できるよう確認する

【伊佐沼・高階】 【となり】

川越市監査 自主点検表
作成・本部提出 (6月 )行 政提出 (7月 )
【伊佐沼・高階】 【となり】
内部監査 (6月 )指 導監査 (7月 )
【となり】
認可外保育施設調書作成 (7月 )

内部監査にて各園へ訪間 し書類の確認を

行う
自主点検表項目の根拠を説明できるよう

確認する

【三丁目・鶴ケ岡】

埼玉県監査・自主点検表

作成・本部提出 (7月 下旬～8月 上旬 )

【三T日 ・鶴ケ岡】内部監査 (8月 中旬)
監査指摘事項改善 進捗状況報告
(各国内部監査・指導監査終了後より開始)

監査指摘事項改善 進捗状況報告
※3月 末には完了

今年度の害求頬が全て完成 しているか確認・報告

監査項ロチエックリス トの振 り返 り

※見えた課題などをら、まえチェックリス トの

見直し及び改善
園の自己評価を通 し自分たちの保育を

振り返る機会を作 り、その内容を園内で共有し、

見えた課題に対して各園の取 り組みを共有する

日程 5/ 6/ 7/ 8/ 9/ 10/ 11/ 12/ 1/ 2/ 3/

司会

臓事録

出席者
発表

報告



令和6年度 広報オンライン 年間計画
目的 支援センター活動や広報等を通じて 地域 保護者とのつながりをつくる

年間目裸  1支援センター、広報活動を通 じて 地域 保護者支援を行う

メン′`一

1雪
宮3

委員長

(伊佐沼 )

副委員長

(二丁目) (鶴ケ岡 ) (高階 ) (板橋 )

開催日  1毎 月 1

13:15～ 14:15

ねらい
支援センター交流を通 して各園支援センター活動の向上を図る

広報活動を通して地域の保護者とのつながりをつくる

福祉事業を通じて地域家庭への支援につなげる

身に着ける技術 zoomを通じたオンライン支援センター活動

3期1期 2期

オンライン支援センター開催計画

(各国合同・月2回 )

支援センター間の交流支援センター間の交流
オンライン支援センター開催計画

(各国合同・月2回 )

支援センター間の交流
オンライン支援センター開催計画

(各 固合同 月2回 )

※鶴ケ岡支援のアカウン トでZ00mを 作成するが、

司会進行は各国ローテーションとする

※講習会を適宣開催 (SNS,ブ ログ、HP)10月 説明会の通知 (各園ブログ)

支振センター

広報

Instagramの 当番作成
(1〕凰2園が担当・隔週でまわす)
園見学受付中

衣類バンク・ フー ドドライブ活動

(三丁目の社協担当者と連携を取 り
全国に通知・活動を行う)

地域保臣省活動

開催について

9/ 10/ 11/日程 4/ 5/ 6/ 7/

委員長司会 委員長 ※5月 以降、毎月日―テーションしてください

※5月 以降、毎月ローテーションしてください臓事録 伊佐沼

毎月スケジユールを作成 して、今年方式で毎月OXを 入れます支援センター交
流

〈4月 は無でもF

() 1

遊び
α
瑯
誕

01
遊び
α
脚
縦
０‐
郷
０２
脚
講

01
遊び

01
遊び
０２
脚
誕
Ｏ‐
脚
０２
郎
誰
０‐
郎

オンライン支援
センター
(月 1～ 2回 )

O O ○O O O O O OInstagram O O O

O O ○O O O O 〇プログ更新
(倶曹・支援〕

○ ○ O 0

衣類バンク
フー ドドライ
ブ

新年度挨拶 園見学受付中
実智生受入れ

中

園説明会 (10
月上曜開催 )HP広報

衣類バンク
フー ドドライ
ブ

衣類バンク
フー ドドライ
ブ

地域保離者活
助

講座準備
ブロケ猾縮

講座準備
ブログ橙稿

講座準備
ブロゲ猾蒲

講 圧 率 備

ブログ程縮
講座準備
ブロゲ1豊稿課題等

～10月 までは毎月開催を宴施する ※11月以降は、謹題に応じて隔月開催等の配慮を可とする

12/

※譲事録担当者は1週間以内に副委員長に送信する  ※副委員長は記載内容を確認及び修正した上であゆみの会 ドライブ→すまいる委員会→令和 6年度に格子れする

※出席者は議事録をプリントアウ トし、自園の副主任、主任に提出する

1/ 2/ 3/

カ

で呼び>メ ール

け

:月 の前半

月末



今和六年度すまいる委員会 (案) (生命が集う、絵本がある園)

開催頻度・備考板橋高階鶴ケ岡三・となり伊佐沼副委員長委員長

食事の安全 (ア レルギー)衛生 。調理技術や知識
食育指導、献立、食育だより、ICT化の推進 【*】

園自己評価 (年 1回 )ICT化 の推進 【*】
クオーレ・行政監査対A
保護者・園児・職員の人権対A
各種業務マニュアル (手続・申請等)
人事労務ICT化 (文書・データ管理)【 *】
ICT化の推進業務のフォローアツプ 【*2】

子育て支援センター

広報資料作成 (HP、 ブログ、SNS、 動面・パンフ

レット、資料作成他)

主な内容等

保育環境 (玩具・教具・環境)の改善

ICT化の推進 【*】
チャイルドケアウェブ・コドモン活用
発達理解・感覚統合・計画指導案作成

年間・個別・合同研修計画の周知と作成

富山先生 トミーの日、井上先生ワークショップの計
画、実歳、ICT化の推進 【*】

ガイ ドライン改正・概念化・法人園間の交流

各委員会決定の実践研修 ICT化 の推進 【*】 保
護者,保育者コミュニケーション (パ ンフレット・

ブログ、HP、 SNS、 動u百引、グーグル・意見箱)

安全計じ面」・マニュアル整備、ICT化 の推進 【*】
ひやりはっと分析・安全訓練

保護者対応 (オ ンラインQQ)

保健計画・保l建だより、ICT化の推進 【*】

衛生管理指導・健康診断

食と健康。人間関係・文化・料理 命の育ちと食
食育・計画・たより、ICT化の推進 【*】

事務委員会

広報委員会

委員会

環境委員会

発達委員会

研修委員会

次世代委員会
(On」T/Ott JT)

安全委員会

看護委員会

食育委員会

厨房委員会

人権・監査委員会

部会長

安全

食育

総 合

部会名

保育

研修

る

*2 回長、副園長、主任は関与すること
総合部会は管理職の責務∠なります。園長・副園長・主任・副主任は、各委員の他いずれか I名 搭ず出席してください。

と
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